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はじめに

独立行政法人日本スポーツ振興センター
国立スポーツ科学センター長

川　原　　　貴

　2015 年度に国立スポーツ科学センター（JISS）が実施しました各種事業や活動の概要を「年報
2015」として発刊するに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。
　JISS はスポーツ科学研究部とメディカルセンターの 2 つの部門で、スポーツ医・科学支援事業、
スポーツ医・科学研究事業、スポーツ診療事業の 3 つの事業を実施しています。
　スポーツ医・科学支援事業はオリンピックの 4 年サイクルで考えており、最初の 2 年は各競技
の課題に対してなるべく新たな取り組みを意識し、後半の 2 年はそれが競技に生かされることを
意識して取り組んでいます。リオデジャネイロオリンピックに向けて、2015 年度末にはこれまで
の支援を踏まえ、コミュニケーションチームが改めてオリンピックまでの課題について競技団体
と協議しました。2014 年度に障害者スポーツが厚生労働省から文部科学省の所管となり、パラリ
ンピックに対する支援も JISS の役割となりました。2015 年度は具体的なパラアスリート支援に
向けて、国立障害者リハビリテーションセンターの知見を伺うとともに、トライアルとしてパラ
リンピック競技の一部選手についてメディカルチェックやサポートを実施しました。
　スポーツ医・科学研究事業では、研究の枠組みの見直しを行い、東京 2020 オリンピック・パラ
リンピック競技大会に向けた特別プロジェクトとして、「暑熱対策」、「競技会場でのサポートシス
テム」、「自国開催における実力発揮のための心理的要因」、「競技会に向けたコンディショニング」
の 4 つの研究を開始しました。
　スポーツ診療事業では内科、整形外科、婦人科、眼科、耳鼻科、皮膚科、歯科の外来診療とリ
ハビリテーション、心理カウンセリング、栄養相談を実施していますが、パラアスリートの受診
も少しずつ増えてきています。
　2012 年から女性アスリートの相談窓口の設置、女性スポーツに関わる人材の育成、女性メディ
カルスタッフのネットワーク構築など、女性スポーツの支援に取り組んできましたが、徐々に成
果が現れてきています。
　2015 年 10 月にはスポーツ庁が発足し、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向
けてスポーツ政策も新たな段階を迎えています。JISS は 2020 年に向けた医・科学サポートをさ
らに充実するために大学との連携を進めています。また、2020 年以降も見据えて、地域における
競技者育成からトップ競技者の強化まで一貫した医・科学サポートを構築するために、地域医科
学センターや都道府県体育協会のスポーツ医・科学委員会との連携も進めていきます。
　2016 年はいよいよリオデジャネイロオリンピックの年です。日本選手団の活躍を期待します。

2016 年 3 月
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Ⅰ　独立行政法人日本スポーツ振興センター機構図

国立スポーツ科学センター
　 　 　 　 セ ン タ ー 長 　 川　原　　　貴
　　　　　 副センター長　 平　野　裕　一
　　　　　　副センター長　 勝　田　　　隆

　　　スポーツ科学研究部
　　　　　　主 任 研 究 員 　　石　毛　勇　介
　　　　　　副主任研究員　　髙　橋　英　幸
　　　　　　研究・支援協力課長　　 関　根　章　文

　　　メディカルセンター
　　　　　　主 任 研 究 員 　　　奥　脇　　　透
　　　　　　副主任研究員　　土　肥　美智子
　　　　　　副主任研究員　　 中　嶋　耕　平
　　　　　　副主任研究員　　蒲　原　一　之
　　　　　　副主任研究員　　半　谷　美　夏
　　　　　　医 事 課 長 　 石　井　抄　子

ナショナルトレーニングセンター
　　　セ ン タ ー 長 　 山　下　泰　裕　
　　　副センター長　　福　井　　　烈
　　　副センター長　　勝　田　　　隆
　　　施 設 長 　髙　谷　吉　也

西が丘管理部
　　　部　　　　　長　　　河　村　弘　之
　　　運営調整課長	 　伊　藤　貴　之
　　　会 計 課 長 　吉　田　明　史
　　　事 業 課 長 　　米　山　修　三

各部研究員等については、ウェブサイト（http ://
www.jpnsport.go.jp/jiss/）にて公開しています。
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（文責　運営調整課）		

（2016年3月31日現在）
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Ⅱ　各種委員会

1　業績評価委員会
　国立スポーツ科学センター（以下「JISS」という。）は、研究関連事業の評価について審議す
るため、外部有識者による「業績評価委員会」を設置している。
　2015年度事業の業績評価委員及び開催状況は、次のとおりである。

1. 業績評価委員一覧（敬称略）

2. 開催状況

氏　　　名 所属等（2015年度現在）

伊　藤　　　章 大阪体育大学名誉教授

八　田　秀　雄 東京大学大学院教授

　◎武　者　春　樹  聖マリアンナ医科大学教授

村　木　征　人 法政大学教授

山　口　　　香 筑波大学大学院准教授

山　本　正　嘉 鹿屋体育大学教授

吉　矢　晋　一 兵庫医科大学教授

第1回（事前評価）

実 施 日 2015年 4月16日

審議事項 2015年度事業の事前評価

第 2回（事後評価）

実 施 日 2016 年 4月12日

審議事項 2015年度事業の事後評価

◎ : 委員長

（文責　運営調整課）
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8　Ⅱ　各種委員会 /2　　倫理審査委員会

Ⅱ2

（文責　研究・支援協力課）

2　倫理審査委員会
　JISS は、人間を対象とする研究及び研究開発を行う医療行為が、「ヘルシンキ宣言（ヒトを対
象とする医学研究の倫理的原則）」「ヒトゲノム研究に関する基本原則」「ヒトゲノム・遺伝子研究
に関する倫理指針」の趣旨に沿った倫理等に則しているかを審査するため、外部有識者と JISS 研
究員による「倫理審査委員会」を設置している。
　2015 年度事業の倫理審査委員及び開催状況は、次のとおりである。

氏　　　名 所属等（2015 年度現在）

坂　本　静　男 早稲田大学教授

菅　原　哲　朗 弁護士（キーストーン法律事務所）

増　田　明　美 大阪芸術大学教授

　　◎平　野　裕　一 JISS副センター長、JISSスポーツ科学研究部長

髙　橋　英　幸 JISSスポーツ科学研究部副主任研究員

　 宮　地　　　力※ JISSスポーツ科学研究部副主任研究員

奥　脇　　　透 JISSメディカルセンター主任研究員

1. 倫理審査委員一覧（敬称略）

2. 開催状況

開催日 審査の形式 審査件数 審査結果

第1回 2015 年 6 月 1日 会　議 17件　 すべて承認

第 2回 2015 年 7 月 7日〜 21日 書面審査 9件　 すべて承認

迅速審査 2015 年 7 月 17日〜 8月 3日 書面審査 1件　 不承認※

第 3回 2015 年 9 月 1日〜 15日 書面審査 7件　 すべて承認

迅速審査 2015 年10月　1日〜 9日 書面審査 1件　 すべて承認

第 4回 2015年10 月 24日〜 11月 8日 書面審査 4件　 すべて承認

迅速審査 2015年11月11日〜11月20日 書面審査 1件　 すべて承認

第 5回
2015年12 月 15日〜

　　　　　　2016 年 1 月 5 日
書面審査 7件　 すべて承認

迅速審査 2016 年 1月 13日〜 1月 19日 書面審査 1件　 すべて承認

第 6回 2016 年 2月 23日〜 3月 8日 書面審査 6件　 すべて承認

※不承認となった1件については、申請者の申し出により申請取下となった。

※ 2016 年 2 月 29 日付けで退職。
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（2016年3月31日現在） 

メディカルセンター  名 
 
 
 
 
 
 

 
  【定員】   【契約】 

研究員   
５名（医師5名）

   
５名（医師5名）

専門職員    ８名    １４名 
事務職員等  ２名   3名
その他 (非常勤医師、非常勤専門職員) 

アスリート 
リハビリテーション 

スポーツ 
クリニック 

医事課 

スポーツ科学研究部  ０１１ 名 
 
 
 
 
 
 

 
 

   
 

     

【定員】 【契約】
研究員 ２１名 ３５名
専門職員 ４名 ２５名 
事務職員等 ５名 １１名
その他(非常勤専門職員)

情報処理・映像技術
ユニット 

ハイパフォーマンス
ユニット 

リサーチ 
ユニット 

研究・支援協力課 

西が丘管理部  ３５名  【定員】 【契約】 
         事務職員等 ２０名 １５名

事業課 会計課 運営調整課 

一体的な事業の実施 

JISSセンター長 1名
JISS副センター長 2名 

連携・協力 
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科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営収入
　スポーツ医・科学支援事業収入
　スポーツ診療事業収入　
　サービス事業収入
　　射撃練習場
　　アーチェリー実験・練習場
　　宿泊室
　　栄養指導食堂
　　特別会議室・研修室
　　風洞実験施設
　　サッカー場
　　屋外テニスコート
　　フットサルコート
　　戸田艇庫
　食堂・店舗貸付料収入
　撮影料収入
　土地・事務所貸付料収入
　その他収入
　研究補助金等収入

394,644
45,479
43,922
273,235
864
1,851
49,034
91,408
5,851
487

44,478
32,787
17,055
29,420
5,238
1,830
10,393
4,789
9,758

合　　　　　　　　　　計 394,644

科　　　　　　　　　　目 決　　算　　額

国立スポーツ科学センター運営費
　スポーツ医・科学支援事業費
　スポーツ医・科学研究事業費
　スポーツ診療事業費
　サービス事業費
　事業管理運営費
　研究機器更新・整備費等

1,909,652
　	 346,114

438,187
396,964
418,028
146,224
164,135

合　　　　　　　　　　計 1,909,652

※支出の中には定員研究員・専門職員及び定員事務職員の人件費は含まれていない。

（文責　会計課）

10　Ⅳ　事業収支報告

Ⅳ　事業収支報告
2015 年度　収入　（自己収入）

2015 年度　支出　

（単位 : 千円）

（単位 : 千円）

※自己収入と支出との差額分については、運営費交付金等が充当されている。
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Ⅴ　研究・サービス関連施設の概要

1　研究・サービス関連施設

　Ⅴ　研究・サービス関連施設の概要　　11

施　設　名 主な設備・機能等
ハイパフォーマンス・ジム
（低酸素トレーニング室）
（超低温リカバリー室）

トレーニング動作計測システム（映像・フォースプレート・各種センサ）、免荷トレッドミル、
上肢プライオメトリクスマシン、クライミングウォール、トランポリン、酸素濃度制御システ
ム（範囲 18.6 〜 11.2%）、クライオセラピー（-170 〜 -130℃超低温気流）

環境制御実験室 温・湿度実験室（温度 0〜 40℃、湿度 10 〜 95%）、気圧実験室（大気圧〜 533hPa）
生理学実験室 呼吸循環系機能評価、筋活動記録・評価等
生化学実験室 筋肉、血液、唾液、尿を対象とした生化学的分析等
心理学実験室 無刺激実験室（脳波、心拍、筋電等の測定）、メンタルトレーニングの技法等の指導
映像編集室 映像編集・エンコード等

体力科学実験室
有酸素性・無酸素性運動能力評価、筋力・筋パワー測定
大型トレッドミル（3m× 4m）

形態計測室 身体組成計測、三次元形態計測
陸上競技実験場 屋内 100m走路、走幅跳・三段跳用ピット、投てきサークル、埋没型床反力計
バイオメカニクス実験室 自動追尾型三次元動作解析システム、等速性筋力測定装置
ボート・カヌー実験場 回流水槽式ローイングタンク（流速 0〜 5.5m/ 秒）、ローイングエルゴメーター
風洞実験棟 吹出口サイズ 2.5m× 3.0m、測定部長さ 8m、気流速度 5〜 35m/ 秒

　JISS では、スポーツ医・科学支援事業やスポーツ医・科学研究事業、スポーツ診療事業等の
各種事業を迅速かつ効果的に実施するため、最先端の研究設備や医療機器が設置されている。
また、屋内施設を中心に競技種目に応じた専用練習施設やトップレベル競技者のためのトレー
ニング施設等、研究と実践の場を有機的に結合した機能も有している。

○スポーツ科学施設

環境制御実験室 生化学実験室

風洞実験棟 体力科学実験室（大型トレッドミル）

心理学実験室 ハイパフォーマンス・ジム
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施　設　名 主な設備・機能等

リハビリテーション室 運動療法、物理療法、水治療法等

診察室 内科、整形外科、歯科、眼科、皮膚科、耳鼻科、婦人科

臨床検査室 血液検査、尿検査、呼吸機能、心電図、運動負荷試験等各種臨床検査

薬剤室 調剤、服薬指導、薬剤チェック、ドーピング防止に関する相談

栄養相談室 食事内容の栄養評価、栄養相談・指導

カウンセリング室 心理カウンセリング

放射線検査室 単純レントゲン、MRI、CT、骨密度測定

12　　Ⅴ　研究・サービス関連施設の概要　

○メディカルセンター施設

○トレーニング施設

施　設　名 主な設備・機能等

トレーニング体育館 マシン、フリーウェイト

射撃練習場 射座× 5

アーチェリー実験・練習場 最長射程距離 90m、標的× 4

　その他に、ナショナルトレーニングセンター施設として、競泳プール、シンクロナイズドス
イミングプール、フェンシング、新体操、トランポリンの練習施設がある。

メディカルセンター（エントランス） 臨床検査室

リハビリテーション室

トレーニング体育館 射撃練習場 アーチェリー実験・練習場

MRI 検査室
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施　設　名 主な設備・機能等

屋内施設

栄養指導食堂
レストラン「R3」 124 席

宿泊室

客室 73 室（洋室シングル 70 室、洋室ツイン 1室、和室 2室）、バリアフリー
対応浴室 2室
※客室73室のうち、低酸素対応室 67 室（酸素濃度制御範囲 16.8 〜 14.4%）、
バリアフリー対応室 13 室

特別会議室 29 席

スポーツ情報サービ
ス室

パソコン（ビデオ編集・インターネット閲覧等）、プリンタ、CD/DVDデュ
プリケーター、スポーツ関連雑誌

研修室A・B 57 名収容×1（A）、42 名収容×1（B）

研修室C・D 18 名収容× 2

喫茶室
「New	Spirit」 33 席（飲み物、軽食、売店）

託児室 未就学児対象、受入人数 5名まで

屋外施設

味の素フィールド西
が丘 天然芝ピッチ1面（夜間照明有）、収容人数 7,258 名

フットサルコート 人工芝（25m× 15m）2面

屋外テニスコート 砂入り人工芝コート 8面、クラブハウス

戸田艇庫 艇格納数 200 艇程度、合宿室 19 室（宿泊定員 240 人）、トレーニングルーム

　　Ⅴ　研究・サービス関連施設の概要　　13

○サービス施設

栄養指導食堂　レストラン「R3」 宿泊室 特別会議室

味の素フィールド西が丘 スポーツ情報サービス室 戸田艇庫

喫茶室 託児室 フットサルコート

（文責　事業課）
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14　Ⅵ　第 12 回 JISS スポーツ科学会議の開催

Ⅵ　第12回JISSスポーツ科学会議の開催

1. 目的
　JISS スポーツ科学会議は、JISS の研究成果
を広く公表するとともに、スポーツ医・科学、
情報の研究者、コーチ、競技団体（以下「NF」
という。）関係者が一堂に会し、競技力向上
のための意見交換の場として毎年開催されて
いる。

2. 場所
　味の素ナショナルトレーニングセンター

3.　概要
　今回の JISS スポーツ科学会議は、「スポー
ツ科学、次へのステップ―リオ五輪、そして
その先へ―」というテーマで 2015 年 12 月 10
日（金）に開催された。会議では、オランダと
ドイツの研究者による招待講演、JISS と国内
関係組織・団体のスタッフによる2つのシン
ポジウムとポスターセッションが行われ、参
加者は398名であった。

4.　内容
　オランダスケート連盟の Gee	van	Enst 氏に
よる招待講演では、「オランダにおけるスピー
ドスケートの医・科学サポート」と題して、
2014年ソチ五輪で好成績を収めたオランダ
スピードスケートチームにおいて、日常の
トレーニングや大会時にどのような医・科
学サポートが実施されたのかが紹介された

（図 1）。ドイツ応用トレーニング科学研究所
ジュニア競技スポーツ部の Antje	Hoffman
女史による招待講演では、｢ドイツにおけ
るタレント発掘・育成―現状と課題―｣ と
題して、どのようにタレント発掘・育成プロ
	

図 1 Gee van Enst 氏の講演風景

セスの効率性を高め、潜在能力を優れたパ
フォーマンスに結び付けるかが紹介された。
　昼食時間帯に合わせて実施したポスター
セッションでは、JISS における各種事業成果
が 27 題発表されるとともに、6つの国内地域
スポーツ医・科学センターの取組が紹介され
た。
　午後のシンポジウム①では、｢ジュニアア
スリートの医・科学サポートを考える｣ と題
して、水泳連盟におけるジュニアサポートの
事例、青森県および岐阜県スポーツ科学セン
ターでのジュニアアスリート育成・支援に関
する取組、そして、JISS における科学データ
を活かしたジュニアアスリート支援例として
スピードスケートの事例が報告された。さら
に総合討論では、国内のジュニアアスリート
サポート体制を向上させていくために、どの
ようなネットワークが必要か、NF や地域ス
ポーツ医・科学センターが JISS に何を期待す
るかなどが議論された。

	

図 2 シンポジウム①での討論風景

　シンポジウム②では、｢JISS における医・
科学最新情報 : 新しい競技力向上支援の可能
性｣ というテーマで、競技力向上支援に新し
く貢献できる可能性のある研究成果が紹介さ
れた。

5.　まとめ
　今後の継続的な国際競技力向上に向けた
ジュニアアスリート育成・強化や国内ネット
ワーク構築の在り方に関して有意義な意見交
換を行うことができた。

（文責　髙橋　英幸）
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Ⅶ　事業報告　15

Ⅶ　事業報告

　JISS は、JOC、JPC、NF、大学、国内外の
スポーツ研究機関と連携・協力して、NF が
実施する国際競技力向上への取組を、スポー
ツ医・科学の面から支援するのが使命であり、
これを達成するためにスポーツ医・科学支援
事業、スポーツ医・科学研究事業、スポーツ
診療事業を中心として、その他各種事業を実
施している。
　2015年度は、事業の検証を行うために、外
部有識者を招いて情報交換会やアドバイザ
リーボードを開催した。科学、メディカルそ
れぞれの分野において、科学は、情報交換会
を 7月と2月の2 回、メディカルは、アドバイザ
リーボードを 1月に1回行った。
　2014 年 4月、競技性の高い障がい者スポー
ツ関連の予算が、厚生労働省から文部科学省
に移管された。JISS では 2012、2013年度の 2
年間に渡るパラアスリートを支援するための
調査・研究、並びに 2014 年度に実施したパ
ラアスリート支援に関する基盤構築事業をも
とに、競技性の高い障がい者のための医・科
学研究 / 支援事業をトライアルという形で実
施した。
　東京 2020オリンピック・パラリンピック競
技大会へ向け、JISS のより一層の機能強化が
求められている状況を鑑み、JSC は西が丘地
区一帯（JISS、味の素ナショナルトレーニン
グセンター）をハイパフォーマンスセンター
として位置づけ、国際競技力向上のためのハ
ブとして機能させていくことを検討してい
る。2016年 4月からはハイパフォーマンスセ
ンターとしての組織体制見直しも検討されて
いる。各事業の相互の連携がより一層求めら
れており、それぞれの質を高めることと併せ
て充実させていくことが必要である。
　以下は 2015年度の事業概要である。

1. スポーツ医・科学支援事業
　本事業は、国際競技力向上を医・科学の
分野から総合的、直接的に支援するもので、

JISS の中心事業である。心身の状態について
メディカル面からの検査を行い、データやア
ドバイスを提供するメディカルチェックと、
チェックで明らかになった課題や NF が普段
から抱えている課題に対して、更に専門的な
測定や分析をしたり、これまでの知見をもと
に相談・指導をしたりする医・科学サポート
がある。
　メディカルチェックには、NF からの要望
により NF の強化対象選手に実施するもの
と、JOC からの要望によりオリンピック競技
大会、アジア競技大会、ユニバーシアード競
技大会等に参加する選手を対象に、派遣前に
実施するものがある。2015 年度は NF からの
要望によるチェックが 937 名、JOC による派
遣前チェックが 670 名で、チェック全体では
1,607 名であった。2015年度に JOC が派遣し
た国際大会のうち JISS で派遣前チェックを
実施した大会は、第 2回ユースオリンピック
冬季競技大会（ノルウェー : リレハンメル）、
第28回夏季ユニバーシアード競技大会（韓国 :
光州）及び第 31 回夏季オリンピック競技大
会（リオデジャネイロ）であった。
　医・科学サポートは①フィットネスサポー
ト、②トレーニング指導、③心理サポート、
④栄養サポート、⑤動作分析、⑥レース・ゲー
ム分析、⑦映像技術サポート、⑧情報技術サ
ポートの8つの分野からなる。NF の強化担当
者との面談により強化の方針・課題を確認し
た上で、個別の活動内容を提案して年間計画
を作成した。
　2015年度は24 競技団体38 種別からサポー
ト要望があり実施した。トレーニング指導、
栄養、心理、映像技術、情報技術の分野にお
いては、講習会や個別相談・指導を要望に応
じて随時実施した。
　女性スポーツ・サポートの充実・強化のた
めのシステム整備として、①人材育成プログ
ラム、②女性アスリート専用電話相談窓口の
設置、③女性メディカルスタッフネットワー
クを実施した。

事業の概要
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2. スポーツ医・科学研究事業
　本事業は、競技現場から科学的解明が求め
られている課題を踏まえ、スポーツ医・科
学の機能が統合された JISS の特徴を生かし、
NF や大学等とも連携しつつ、国際競技力向
上に有用な知見を生み出すことを目的として
いる。
　競技研究と基盤研究という2つの枠組みに
改めてから3年目を迎えた。競技研究は、NF
のかかえる課題を解決するための即効性のあ
る研究であり、基盤研究の中の主要研究は
JISS の長所を活かして、JISS が実施すべき研
究としている。もちろん、その成果は医・科
学支援や競技研究で活用できることを念頭に
置いている。さらに、基盤研究の中には、個
人やグループが自由な発想で実施する課題研
究も含まれている。また、新たなカテゴリー
として開発を加え、さらに東京2020オリン
ピック・パラリンピック競技大会に向けた特
別研究プロジェクトを開始した。
　研究では外部資金の獲得に努めているが、
2015 年度は科学研究費補助金が 36 件、民間
の研究助成金が 3件であった。また、外部の
研究機関との共同研究は 16件であった。

3. スポーツ診療事業
　本事業は、メディカルセンターにおいて
JOC 強化指定選手、NF の強化対象選手を対
象に、スポーツ外傷・障害及び疾病に対する
診療、アスレティックリハビリテーション、
心理カウンセリング等を競技スポーツに通じ
た専門のスタッフが実施するものである。
　診療は内科、整形外科、心療内科、歯科、
眼科、皮膚科、耳鼻科、婦人科を開設している。
　2014年度までは休日（土日、祝日）の午後
は看護師 1 名で救急対応の体制をとっていた
が、受診者が少なく 2015年度からは中止した。
　2015年度の延べ受診件数は 15,700件、延べ
受診者は 14,976名であった。
　また、NF のメディカルスタッフや競技現
場とのネットワークを構築するとともに、ス
ポーツ外傷・障害の予防やコンディショニン
グに関するアドバイスを行うことを目的とし
て、合宿等の訪問や遠征への帯同を実施して
おり、2015年度は10か所の国際大会に派遣し
た。

4. サービス事業
　本事業は JISS、NTC のトレーニング施設、
研修施設、味の素フィールド西が丘、屋外テ
ニスコート等を、トレーニング、研修、競技
大会等に提供して競技力向上を支援するとと
もに、宿泊施設、レストランを運営して、利
用者に対する各種サービスを提供するもので
ある。NF 専用のトレーニング施設は年間を
通じてよく利用され、JISS 宿泊室の稼働率は
59.1%、NTC 宿泊室の稼働率は 62.6% であっ
た。
　また、保育サポートの一環として託児室を
設置した。
　　　　　　　　　　　（文責　石毛　勇介）
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1. 目的
　スポーツ医・科学支援事業は、国際競技力
向上に向けて各競技団体（NF）が抱える課
題に対し、スポーツ科学・医学・情報の各側
面から組織的、総合的、継続的な支援を行い、
競技力の向上に資する医・科学的情報を提供
することを目的として実施された。

2. 事業の実施内容
　スポーツ医・科学支援事業では、メディカ
ルチェックと医・科学サポートを配置し、い
ずれも NF からの要望と JISS からの提案に基
づいて実施した。
　メディカルチェックは、JISS メディカルセ
ンターにおいて、競技者のメディカルに関す
る検査・測定を行い、データやその結果につ
いてアドバイスを提供した。
　医・科学サポートは、JISS 内外の合宿や競
技大会において、以下の分野について応用的、
専門的な項目を選定し、実施した。

　⑴　フィットネスサポート
　⑵　トレーニング指導
　⑶　心理サポート
　⑷　栄養サポート
　⑸　動作分析
　⑹　レース・ゲーム分析
　⑺　映像技術サポート
　⑻　情報技術サポート

　なお、映像技術サポートでは講習会を、ト
レーニング指導、栄養サポート、心理サポー
トでは講習会並びに個別相談・指導も併せて
行った。
　医・科学サポートの内容は、NF と JISS
との面談により協議して決定した。面談で
は、NF の強化の方針・課題を確認した上で、
JISS が研究と支援を通じて蓄積してきた医・
科学的知見に基づいてサポートの実施時期と
内容を提案した。なお、JOC が派遣する国際
競技大会のための派遣前チェックの実施時期
と内容については、JOC と協議の上、決定し
た。

　リオデジャネイロ 2016 大会に向けては、
各種目の世界選手権を重点競技会として位置
づけ、トレーニング効果の検証のため、各種
測定・調査を合宿や競技会の場で行い、その
結果をフィードバックした。
　平昌 2018大会に向けては、日本人アスリー
トの課題とそれを解決するためのトレーニン
グ方法を提案することに重点を置いた。
　東京 2020大会に向けては、ジュニア選手の
体力・技術・メンタル面の基礎的な能力の把
握・向上を目的として、各種測定や講習会に
重点を置いた。

3. 事業の実施体制
　スポーツ医・科学支援事業では、スポーツ
医・科学支援事業部会を設置し、統括する責
任者（事業部会長）を置いた。
　競技種目系（記録系、格闘技・ラケット系、
採点・標的系、球技・水辺系、雪上系、氷上
系）を設定し、系内種目のサポートの進捗を
管理する責任者（系リーダー）を各系に置い
た。また、サポート分野ごとにサポートの質
の向上を図る責任者（分野リーダー）を置い
た。
　サポートの実施にあたっては、サポート内
容を調整する担当者（種目担当者）を置き、
種目担当者の指揮の下、各分野から必要な人
員を配置してチームを形成し、チェック及び
サポートの実施に当たった。必要に応じて外
部協力者を配置した。

（文責　窪　康之）	

1　スポーツ医・科学支援事業
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1. 事業概要
　メディカルチェックは、競技者のコンディ
ションを臨床医学的検査や測定によって評価
し、個別診察の所見と併せてその結果につい
てアドバイスを提供するものである。検査・
測定では、各種目に共通した基礎的項目であ
る①診察（内科、整形外科、歯科）、②臨床
検査（血液、尿、心電図、胸部 X 線、視力、
呼吸機能、心臓超音波、単純 X 線撮影）、③
整形外科的チェック（アライメント、関節弛
緩性、タイトネス）を実施する。
　メディカルチェックはその主体組織別に 1）
JOC 加盟の NF に所属する競技者を対象とし
て実施され、各 NF の要望により実施するも
の【NF 要望チェック】と、2）JOC からの要
望によりオリンピック競技大会、アジア競技
大会、ユニバーシアード競技大会等への派遣
前に実施する【派遣前チェック】がある。

2. 実施概要
　2015 年度のメディカルチェックの実施者数
は、延べ 1,607 名（男子 896 名、女子 711 名）
であった。なお、前述の実績に加え 2015 年
度はトライアルとしてパラアスリート 10 名

（男子 9 名、女子 1 名）に対し、メディカル
チェックを実施した。

（1）NF 要望チェック
　2015年度のNF要望チェックの実施者数は、
延べ937名（男子524名、女子413名）であった。
実施者数の内訳は、夏季競技種目が 752名（男
子 422 名、女子 330名）、冬季競技種目が 185
名（男子 102 名、女子 83 名）であった。
　また、2015 年度よりパラアスリートのメ
ディカルチェックも開始し、冬季アルペンと
夏季競泳の 2 競技 10 名（男子 9 名、女子 1 名）
に実施した。

（2）派遣前チェック
　2015 年度は第 28 回ユニバシアード競技大
会（2015/光州（韓国））、第 2 回ユースオリン
ピック冬季競技大会（2016/ リレハンメル（ノ
ルウェー））、第 31 回オリンピック競技大会

（2016 /リオデジャネイロ（ブラジル））の一部に
ついて派遣前チェックを実施した。その実施
者数は、延べ 670 名（男子 372 名、女子 298 名）
であった。

①第 28 回ユニバシアード競技大会　（2015/光
州（韓国））: 2015 年 2 月 19 日から 2015 年 5 月
25 日までの期間に、21 種別、503 名（男子
286名、女子217名）を実施した。実施の内訳は、
2014 年度内の実施分が 11 種別、189 名（男
子 107 名、女子 82 名）、2015 年度が 16 種別、
314 名（男子 179 名、女子 135 名）であった。

②第 2 回ユースオリンピック冬季競技大会
（2016/　リレハンメル（ノルウェー））:　2015 年
7 月 27 日から 2015 年 8 月 24 日までの期間に、
12 種別、84 名（男子 45 名、女子 39 名）を
実施した。

③第 31 回オリンピック競技技大会　（2016/ リ
オデジャネイロ（ブラジル））の一部 :
2016 年 1 月 13 日から 2016 年 3 月 23 日まで
の期間に、15 種別、272 名（男子 148 名、女
子 124 名）を実施した。

　

（文責　中嶋　耕平）	

1-1　　メディカルチェック1-1　　メディカルチェック

男子 女子 計

派遣前チェック 372 298 670

NF 要望チェック 533 414 947

合計 905 712 1617

表　2015 年度メディカルチェック内訳
（パラアスリートチェックも含む）
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1. 事業概要
　医・科学サポートは、NF が抱える課題を、
これまで JISS に蓄積された医・科学研究上の
知見に基づいて専門的な測定・分析及び専門
スタッフによる指導・支援を行って解決しよ
うとするものである。強化の課題は、NF と
JISS 双方の代表者によるコミュニケーション

（面談）により確認した。

2. 実施概要
　2015年度は、以下の 8分野についてスタッ
フを配置してサポートを行った。8分野のサ
ポート内容は、NF からの要望と JISS からの
提案に基づいて決定した。サポートを実施し
たのは、24 競技団体 38 種別であった。サポー
トを行った NF は表のとおり。
⑴　フィットネスサポート
⑵　トレーニング指導

⑶　心理サポート
⑷　栄養サポート
⑸　動作分析
⑹　レース・ゲーム分析
⑺　映像技術サポート
⑻　情報技術サポート

　それぞれの実施内容に関する詳細について
は、次ページ以降の報告を参照されたい。
　強化合宿や競技大会等の現場におけるサ
ポートについては、NF からの要望を分類・
整理し、それぞれの活動ごとに責任者及び実
施メンバーを配置して実施した。
　トレーニング、心理、栄養、映像技術及び
情報技術の分野においては、専門スタッフの
知見を活用し、チーム対象の講習会及び選手
個人対象の相談・指導を実施した。

（文責　窪　康之）

Ⅶ　事業報告╱ 1 スポーツ医・科学支援事業　　19

1-2　　医・科学サポート1-2　　医・科学サポート

　 競技団体名 競技種目

(公財 ) 日本陸上競技連盟 短距離、競歩、ハードル、
混成

(公財 ) 日本水泳連盟
競泳

シンクロ
水球

(公財 ) 日本サッカー協会 サッカー
(公財 ) 日本テニス協会 テニス
(公社 ) 日本ボート協会 ボート
(公財 ) 日本バレーボール協会 バレーボール

(公財 ) 日本体操協会
体操
新体操
トランポリン

(公財 ) 日本バスケットボール協会 バスケットボール
(公財 ) 日本レスリング協会 レスリング
(公財 ) 日本セーリング連盟 セーリング
(公社)日本ウエイトリフティ
ング協会 ウエイトリフティング

(公財 ) 日本ハンドボール協会 ハンドボール
(公財 ) 日本自転車競技連盟 自転車競技
(公財 ) 日本卓球協会 卓球
(公社 ) 日本フェンシング協会 フェンシング

表　2015 年度にサポートを行った NF 一覧

夏
季
競
技

　 競技団体名 競技種目
(公財 ) 全日本柔道連盟 柔道
(公財 ) 日本バドミントン協会 バドミントン

(公社 ) 日本カヌー連盟
スラローム
スプリント

(公社 ) 日本トライアスロン連合 トライアスロン
(公財 ) 日本ゴルフ協会 ゴルフ

(公財 ) 全日本スキー連盟

クロスカントリー
ジャンプ
コンバインド
アルペン
フリースタイル /モーグ
ル、エアリアル

スノーボード

(公財 ) 日本スケート連盟

スピードスケート
ショートトラック

フィギュアスケート

( 公社 ) 日本ボブスレー・リュー
ジュ・スケルトン連盟

ボブスレー

リュージュ

スケルトン

(公社 ) 日本カーリング協会 カーリング

夏
季
競
技

冬
季
競
技
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1. 目的・背景
　フィットネスサポートは、①フィットネス
チェック（身体能力の現状把握、トレーニン
グ効果の評価及びパフォーマンス予測のため
に行う体力測定）と、②生理学的評価（競技会、
合宿期間において、生理学的測定 : 心拍変動、
血中乳酸応答、尿・唾液検査等を行い、コン
ディションの評価を行うもの）である。
　ここでは、本サポートの中心的事業である
フィットネスチェックの実施実績について紹
介する。

2. 実施概要
　表は競技種目別フィットネスチェック実施
者数である。
　2015 年度のフィットネスチェックの実施者
数は、延べ 1,761 名（男子 982 名、女子 779 名）
であり、2014 年度実績の 1,414 名（男子 816 名、
女子 598 名）より大幅に増加した。
　夏季及び冬季競技別にみた実施者数は、夏
季競技が 1,389名（男子 768 名、女子 621名）、
冬季競技が 372名（男子 214名、女子 158名）
であった。
　競技種目別にみた主な実施者数は、陸上競
技が 199名（男子 114 名、女子 85名）、レス
リングが 207 名（男子 147 名、女子 60 名）、
柔道が 214 名（男子 114 名、女子 100 名）であっ
た。

3. まとめ
　年々、フィットネスチェックの実施者数が
増加傾向にあるが、まだ多くの NF に活用さ
れていない現状である。フィットネスチェッ
クは、選手の競技的状態を把握し、その後の
トレーニングに対して有益な情報を提供する
ものである。より良い測定項目の選定及び充
実したフィードバック等を心がけ、今後より
多くの NF に活用してもらえるよう工夫が必
要である。

* 非オリンピック競技種目
　フィットネスチェックは、オリンピック競技種目以外も、
　メディカルチェックと同日の場合に限り実施している。

（文責　池田　達昭）

（1）フィットネスサポート
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競技種目【夏季】
フィットネスチェック

男子 女子 合計

陸上競技 114 85 199

シンクロナイズドスイミング 0 20 20

サッカー 13 0 13

テニス 5 11 16

ボート 47 43 90

ホッケー 23 24 47

体操
体操競技 32 0 32

トランポリン 21 15 36

バスケットボール 39 0 39

レスリング 147 60 207

ウエイトリフティング 15 6 21

自転車 61 22 83

フェンシング 6 8 14

柔道 114 100 214

バドミントン 16 12 28

ライフル射撃 4 5 9

カヌー 12 9 21

アーチェリー 17 18 35

トライアスロン 6 13 19

山岳＊ 2 3 5

ソフトテニス＊ 10 10 20

ラグビー 0 88 88

ゴルフ 19 18 37

エリートアカデミー 45 51 96

夏季競技計 768 621 1,389

競技種目【冬季】
フィットネスチェック

男子 女子 合計

スキー

アルペン 10 9 19

クロスカントリー 38 20 58

コンバインド 27 0 27

フリースタイル 40 29 69

スノーボード 30 20 50

スケート

スピードスケート 28 31 59

フィギュアスケート 22 24 46

ショートトラック 19 16 35

カーリング 0 9 9

冬季競技計 214 158 372

表　競技種目別フィットネスチェック実施者数
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1. 目的・背景
　リオデジャネイロ五輪及び、東京五輪に向
けて先を見据えながら取り組んでいる。JISS
内外におけるサポートとサポート現場から得
られる情報の蓄積・共有の取り組みについて
紹介する。

2. 実施概要
⑴　個別トレーニングサポート及び NF 合宿
　　時におけるトレーニングサポート
　2015 年度は年間で 2,884 回、延べ 4,868人
に対して個別サポートが行われた。
　また、NF からの要望を受け、合宿時に実
施したカヌースプリントに対するサポート事
例を紹介する。カヌースプリントは、例年
JISS トレーニング体育館と石川県でそれぞれ
約半年ずつ、合宿を行っている。ここでは石
川県で行われた合宿の様子を紹介する。狭い
艇庫の中に最小限のトレーニング器具を配置
していたため、多人数の選手を同時にトレー
ニングさせるには工夫が必要であった。最大
筋力の向上が目的であったため、レストを長
めに取り 1 台の器具で複数人がトレーニング
できるよう対応
し た 。 ま た 、
グループ毎 に種
目の配列を変え
て、一つのトレー
ニングエリアに
複数の選手が 集
中 するのを防止
した。
リオ五輪の出場権がかかった世界選手権前の
サポートとなったが、選手たちは安心し
て高強度の負荷にチャレンジできたと報
告を受けた。

⑵　講習会
　トレーニング部門での講習会開催は年間で
合計 32 回、延べ 717人の参加者に対して行わ
れた。
・バドミントン競技における事例
　講習会の中心は、ジュニア選手を対象に

実施した。
現在、ナショナル
チームが実施して
いるエクササイズ
を紹介すると同時
に、今年度は新た
にエクササイズの
データベースを作成していくという試みを始
めた。関係者がデータベースにアクセスする
ことで映像を共有したいという要望がある。

⑶　SCWAT システム（競技の課題蓄積）
　トレーニング体育館では、トレーニング指
導に役立つ情報を蓄積している。例えば、選
手の競技における課題を聞き取り、これがト
レーニングによって改善できると考えられる
場合は積極的に強化を行っている。このよう
な情報を蓄積し、競技種目における課題の傾
向やその改善方法の効果の検証に役立てられ
ないか検討している。

3. まとめ
　現場から得られる情報をうまく集約し、今
後のサポートにつながる資料として蓄積・共
有している。トレーニングエクササイズの
データベースなどは競技団体からも共有した
いという要望もあり、JISS 外との共有が今後
の課題でもある。このような取り組みを通し
て、アスリートの国際競技力向上に貢献して
いきたいと考える。

（文責　大東	重成、大城	英稔、田村　尚之）

（2）トレーニング指導

写真 3　SCWAT システム
（動作の課題を映像で残す）写真 1

トレーニング指導の様子
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写真 2　講習会の様子



1. 目的・背景
　JISS 心理グループは、例年どおり、国際競
技力向上のために、個別相談と講習会（研修
合宿支援）、そしてチーム帯同の心理サポー
トを行った。また、今年度から、パラリンピッ
ク選手のサポートも始まり、それも含めた活
動について報告する。

2. 実施概要
⑴ 個別相談
　表に 2008 年度から 2015 年度までの個別相
談のセッション数（延べ）と新規申込者数、
講習会（研修合宿支援）の年度別件数を示し
た。2009 年度から増加した個別のセッション
数は、2012 年度に減少したが、2013 年度か
ら再び増加している。また、2015 年度は、新
規申込者が前年から 2倍以上に増えた。これ
らの要因として考えられることは、2016 年リ
オデジャネイロオリンピックに向けて個別サ
ポートを希望する選手が増加したこと、さら
に、2020 年東京オリンピック・パラリンピッ
クを目指すジュニア世代の選手が増えたこと
等が挙げられる。なお、今年度のパラリンピッ
ク選手の個別サポートはなかった。

⑵講習会（研修合宿支援）
　2015 年度の講習会（メンタルトレーニング
や心理サポートに関すること）の数は、減少
している。10 回のうちの 2回は、パラリンピッ
ク選手が対象であった。パラリンピック選手
の心理講習会については、JSC パラリンピッ
ク・マルチサポート心理スタッフの山田裕生
氏と協働という形で行った。内容については、
事前に競技団体と打ち合わせを行い、メンタ
ルトレーニングの基本的なものや JISS の心理
サポートについて説明した。

⑶チーム帯同の心理サポート
　2015年度におけるチーム帯同の心理サポー
トの競技種目は、スキージャンプ・男子（立
谷）、バスケットボール（奥野）、ウエイトリ
フティング（奥野）、レスリング（米丸）であり、
それぞれ合宿や試合に帯同し、講習会や個別
のサポートを行った。ウエイトリフティング
は、世界選手権に帯同し、現地にてサポート
活動を行った。
　チーム帯同サポートが始まる時には、まず
は、指導者がどのような希望を持っているの
かを詳細に聴く。また、チームに入る際に
は、複数の指導者や選手が心理サポートを希
望しているのか否かを感じ取ることも必要で
ある。それらを踏まえ、チーム内における心
理サポートの在り方やサポートの方針を確認
し、チーム内での共通理解を得ることが求め
られる。このような過程を経て、選手、指導者、
他のスタッフと良好な関係を保つことによっ
て心理サポートがチーム内で機能すると考え
られる。また、複数年に渡ってサポートして
いる場合には、入れ替わるスタッフや選手に
対して、丁寧に心理サポートについて説明す
ることも重要である。心理サポートスタッフ
が、チームの一員として機能することが、選
手個々、そしてチーム全体のパフォーマンス
発揮につながるといえる。

3. まとめ
　今年度はジュニア世代のサポートが増え、
パラリンピック選手のサポートの受け入れが
始まった。心理グループのスタッフには、こ
れまで以上に、多様な知識や能力が求められ
る。このことに対応するために、心理グルー
プのスタッフ全員が協力して、さらに質の高
いサポートを行っていきたい。

（文責　立谷　泰久）

（3）心理サポート

　　　　　　　　　 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

個別相談 セッション数（延べ） 486 656 674 826 470 611 582 655
新規申込者数 35 40 30 26 20 43 20 46

講習会 研修合宿支援 29 26 24 13 27 15 14 10（2）

※講習会の（　）の数は、パラリンピック選手が対象のもの
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表　2008 ー 2015 年度別個別相談・講習会の数（単位：人・件）
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1. 目的・背景
　選手の国内外でのコンディション調整の支
援として、また選手が「目的にあった食事の
自己管理」ができる知識と実践力を身につけ
ることを目指して、栄養面からのサポートを
以下のとおり実施した。

2. 実施概要
⑴試合・合宿時の栄養サポート
　国内では主に西が丘地区（JISS、NTC）で
の合宿時に、チーム及び個別の目的に応じ、
練習中の水分補給及び補食摂取の確認をはじ
め、合宿時に合わせた食事内容に関するアド
バイスを行っている。特に継続的なサポート
を行っている競技団体に対しては、単なる食
事確認とコメントだけでなく、競技研究で実
施された血液検査結果に対して、メディカル
センターの医師や科学研究部研究員と連携し
て結果返却を行い、栄養状態の改善に取り組
んだ。また、西が丘外での合宿帯同では、集
中的に栄養講習会を実施し、対象選手の理解
を深める取り組みも行っている。なお栄養サ
ポートの一環で実施した栄養講習会の件数は
30件、延べ受講者数は666名だった。
　海外遠征時の対応では、国内で事前に現地
の食環境に関する情報収集と資料の作成を行
い、渡航前にこれらを配布して栄養指導を
行った。現地では試合前後の体重変化と水分
摂取状況、試合スケジュールおよびコンディ
ションに合わせた個別アドバイスや補食調整
を行っている。栄養サポート全体の実績数は
56件である。
⑵栄養講習会
　NF から研究・支援協力課に依頼のあった
JISS/NTC 内栄養講習会は 21件、延べ受講者
数は 445 名であった。今年の特徴として、パ
ラリンピック種目も 2 種目含まれている。
⑶個別栄養相談・指導
　個別栄養相談は、相談室での対面式が基本
であるが、必要に応じてメールや電話でも対
応し、保護者や家族からの依頼で選手と一緒
に面談を行うケースもある。延べ相談実績は
2013 年度の 219 件、2014 年度の 371 件に続き
539 件と年々増加している。新規だけでなく

長期間継続的に対応している選手もおり、ま
たパラリンピック選手の対応も開始している。
⑷第 31回オリンピック・第15回パラリンピッ
　ク競技大会（2016/リオデジャネイロ）に
　向けた食環境調査の実施とガイドブックの
　作成および配布
　選手が大会で最高のパフォーマンスを発揮
するための体調管理の一助とするため、これ
まで国際総合競技大会に向けた現地調査の実
施と資料の配布を行っており、今年も 2016
年のリオデジャネイロ大会に向けた食環境調
査の実施と、報告書を「食環境ガイドブック」
と名称を変えて作成した。ガイドブックは JISS
メディカルセンター、レストラン「R3」（JISS）、「サ
クラダイニング」（NTC）、トレーニング体育館、
NTC 等に設置し、好評を博している。
⑸レストラン「R 3」のメニュー調整及び
　mellonを活用した栄養教育
　競技者がレストラン利用時に適切に栄養・
食事摂取ができるよう、レストランメニュー
の調整を 1 週間単位で食事ごとに行っている。
西が丘地区における栄養教育では、栄養評価
システム「mellon」を用いて競技者が選択し
た食事内容の評価をその場で即座に行うこと
ができる。「mellon」の利用者数はレストラ
ン「R3」及び「サクラダイニング」の両施設
で延べ 39,366 件（平均 108 件 / 日）であり、
昨年度の 39,467件（平均 110 件 / 日）と比べ
大きな変動はなかった。
⑹各種栄養情報の発信
　上記の食環境ガイドブック作成の他、年間
合計 12レシピを、JISS ウェブサイト「アスリー
トのわいわいレシピ」にて紹介した。また、
合計 12テーマのスポーツと栄養・食事に関す
る情報提供をレストラン「R3」のテーブルメモに
て行った。さらに今年はホームページの「スポー
ツ栄養」のページをリニューアルオープンした。

3. まとめ
　パラリンピック選手に対する対応が増え、
これまで以上に各部と連携をはかり、選手の
サポートにあたることが必須である。
　

　（文責　元永　恵子、亀井　明子）

　Ⅶ　事業報告╱ 1 スポーツ医・科学支援事業　 23

（4）栄養サポート

Ⅶ1



24　　Ⅶ　事業報告╱ 1 スポーツ医・科学支援事業　　

1. 目的・背景
　競技力を決定する要因の一つに動作が挙げ
られる。動作の評価には、競技の目的を合理
的に達成できるか、大きなパワーを発揮でき
るか、発揮したパワーを有効に利用できるか
等の様々な基準が用いられる。個々の選手に
とっての最適な動作の基準を明らかにするに
は、ビデオカメラやモーションキャプチャ
システムを用いて動作を詳細に記述し、パ
フォーマンスと動作、動作と身体各部に作用
した力の関係などを明らかにする動作分析が
必要である。

2. 実施概要
　2015年度に動作分析を実施した競技を表に
示した。個々の分析内容とフィードバックの
仕方については、NF 強化担当者と JISS 種
目担当者が問題意識を共有したうえで決定
した。

（文責　窪　康之）
	

（5）動作分析

　 種目 内容

1 陸上 /短距離、中距離、ハードル、跳躍 合宿、競技会における疾走動作分析

2 水泳 /競泳 合宿、競技会における泳動作分析

3 水泳 /シンクロ 競技会におけるパフォーマンス分析

4 ボート クラッチ反力分析

5 バスケットボール シュート動作分析

6 レスリング タックル動作分析

7 セーリング 競技会におけるパフォーマンス分析

8 ウエイトリフティング 競技会における拳上動作分析

9 自転車 競技会におけるスタート動作分析

10 卓球 新素材ボールの挙動分析

11 カヌー /スラローム 競技会におけるパフォーマンス分析

12 カヌー /スプリント ローイングタンクでの艇挙動分析

13 トライアスロン 風洞における自転車乗車時の空力計測

14 ゴルフ スイング動作分析

15 スキー /クロスカントリー 大型トレッドミルでの滑走動作分析

16 スキー /ジャンプ 風洞における空力計測

17 スキー /コンバインド 大型トレッドミルでの滑走動作分析

18 スキー /フリースタイル　モーグル 合宿におけるエア局面の踏切動作分析

19 スケート /スピードスケート 合宿、競技会におけるスピード分析

20 スケート /ショートトラック 合宿、競技会におけるスタート動作分析

表　動作分析サポートを実施した主な種目とその概要

Ⅶ1



1. 目的・背景
　記録系、球技系、格闘系種目の強化は、実
際の競技場面においてどのようなレース展開
であったか（レース分析）、あるいはどのよ
うなゲーム展開であったか（ゲーム分析）を
詳細に分析することから始まる。レース・ゲー
ム分析を通じて、パフォーマンスを制限する
体力、技術、心理、戦術的要因を明らかにし、
その後のトレーニング内容を決めることがで
きる。

2. 実施概要
　2015 年度のレース分析対象種目は表1に、
ゲーム分析対象種目は表 2 に示す通りである。
　これらの分析結果は、コーチ・選手に即時
フィードバックされ、ねらいとしてきたレー
スあるいはゲームの展開がなされていたか、
次のトレーニング課題は何か等の議論の材料
として役立てられた。

（6）レース・ゲーム分析
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1 陸上 /短距離、混成

2 水泳 /競泳

3 セーリング

4 自転車競技

5 カヌー /スラローム

6 カヌー /スプリント

7 トライアスロン

8 スキー /アルペン

9 スケート /スピードスケート

　	 	 　	 　

1 バレーボール

2 フェンシング

（文責　窪　康之）

表 1　レース分析対象種目 

表 2　ゲーム分析対象種目

写真 1　陸上競技短距離における
　　　　レース分析用カメラ

写真 2　陸上競技短距離における
　　　　レース分析の様子
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1. 目的・背景
　映像 / 情報技術サポートでは、テクノロ
ジーを活用した競技力向上のための支援活動
を実施している。映像技術サポートでは、競
技映像の撮影及びフィードバック、トレー
ニング関連の映像コンテンツ作成を行った。
情報技術サポートでは、映像データベース

（SMART-system）、Web システムを利用し
た情報共有のためのサービス提供を行った。
また、NF 独自のサポート活動を促進するた
めに、NF サポートスタッフ、マルチサポー
トスタッフに対する講習会の実施、最新の技
術情報の提供やコンサルティング等を実施し
た。

2. 実施概要
⑴　映像技術サポート
①　競技現場での映像即時フィードバック
　競技会やトレーニング時に行う動作分析サ
ポートの副次的活動として、撮影された分析
映像の即時フィードバックを実施した。即時
フィードバックは、映像をモニタで閲覧する
簡易的なものだけでなく、無線ネットワーク
による映像転送等、専門的な機材やスキルを
必要とする活動を中心的に行った。競技種目
ごとに活動実績は表1のとおりであった。

表 1　映像技術サポートの競技別実施回数　　

②　学習用映像コンテンツ作成
　JISS のこれまでの科学的サポート知見を基
盤としたトレーニング等で活用できる映像コ
ンテンツ作成を 2014 年度から継続して実施
した。対象となった競技種目とコンテンツ内
容は表2のとおりであった。

表 2　作成した映像コンテンツ

⑵　情報技術サポート
①　Web システム等を利用した IT 支援
　競技現場で必要とされる情報を競技者、
コーチ、サポートスタッフ間で共有すること
を目的とする Web システム、映像関連シス
テム、無線計測システムを構築し、機能改修
等も含めた NF へのサービス提供を行った。
提供システムの内容及び対象となった競技種
目は表3のとおりであった。

表 3　NF に提供した IT システム

②　SMART-system 運用支援
　JISS 製映像データベース「SMART-system」
のサービス提供のためにサーバー運用、管理
者向けの講習会等を行った。
　2015年度に SMART-system を利用した競
技 / 種目数は、32（うち新規 2）であった。サー
ビス全体での登録ユーザー数は 4,459 名、登
録映像コンテンツ数は 457,062 件であり、前
年からの増加率はそれぞれ +5%、+18% であっ
た。また、システム全体での年間再生回数
は 135,396 回であった。ほぼすべての NF を
網羅していることもあり、新規ユーザー数、
コンテンツ数の増加率は鈍化傾向にあった。
また、映像登録やユーザー情報管理等を行う
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（7）映像 /情報技術サポート

競技・種目名 実施回数
スキー・ジャンプ 5
競泳 4
ウェイトリフティング、カヌースラ
ローム、水球
カーリング、スキー・アルペン、ス
キー・フリースタイル（モーグル、
エアリアル）、スピードスケート

各1

競技・種目名 内容

レスリング ブリッジ、ステップ、バランスなどの
レスリングの基本動作トレーニング

フェンシング フェンシングの基本動作
バドミントン ジュニア向けトレーニング教材

システム内容 内容
測定データ等を管理可能な
Webサイト
運用システム（JISS	CMS）

スピードスケート
シンクロ

リザルトデータ収集及び分析
システム

スピードスケート
バレーボール女子

インターネット上の気象デー
タの収集・蓄積システム セーリング

フィジカルデータ管理データ
ベース バスケットボール

センサーデータの無線転送及
び解析システム

スキー・コンバイン
ド/クロスカントリー

身長予測プログラム バレーボール男子
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各 NF 管理者向け講習会ならびに利用者向け
講習会を3団体（受講者数 24名）に対して実
施した。
　NTC 内 に 設 置 さ れ た カ メ ラ 映 像 を
SMART-system へ 自 動 的 に 登 録 で き る

「SMA-RECO」システムの利用実績は表4のと
おりであった。利用競技数、年間件数（アッ
プロード数）に大きな変化はなく、年間を通
し定常的に利用されていた。

表 4　「SMA-RECO」システムの利用実績

⑶　映像及び情報技術の情報提供
①　DiTs ワークショップ / セミナーの開催
　NF サポートスタッフとなり得る人材育成
を目的とした実習形式の「DiTs ワークショッ
プ」（3日間）と競技現場で活用できる最新技
術情報の提供を目的とした座学形式の「DiTs
セミナー」（1セッション1時間）を2回ずつ開
催した。講習会の内容と参加者数は表5のと
おりであった。DiTs ワークショップは人材
育成を狙いとしていることから、大学生の参
加を積極的に呼びかけたところ、全体の約
6 割（21 名中のうち 12名）にあたる参加を得
た。また、2015 年度はパラリンピック競技関
連のスタッフの参加も見られた（7団体）。

	

写真1　DiTs セミナーの様子

表 5　DiTs ワークショップ / セミナー参加者数

②　JISS 先端情報技術展示会（JEATEC	2016）
　の開催
　NF サポートスタッフ及び JISS スタッフ
を対象に映像・IT の最新情報を紹介する
JEATEC	2016 を開催した。2015 年度は JISS
開発成果の紹介を中心に、スポーツ分野で活
用できるウェアラブル機器やドローンといっ
た最新製品の展示も併せて行った。来場者数
は 128 名で過去最高であった。来場者の内訳
は、NF 関係者（コーチ、サポートスタッフ
等）46 名、JISS スタッフ 45 名、その他（大
学、民間企業等）37 名であった。2015 年度は、
例年より多くの NF 関係者の参加があり、ま
た、大学研究者や IT 関連メーカー技術者の
来場も多く、スポーツ IT 分野への関心の高
さを伺わせた。

3. まとめ
　スマートフォンやタブレットの普及によ
り、競技現場でより簡単に映像・情報技術を
活用する環境が整ってきた。また、DiTs ワー
クショップでは定員を上回る応募があるな
ど、競技場面での映像・情報技術への関心は
依然、高いものがある。一方、技術の発展は
日進月歩であり、世界的に見ればスポーツ応
用は非常に活発である。こうした状況を踏ま
えると、JISS 映像 / 情報技術サポートでは最
新の情報やテクノロジーに対応し、競技現場
の課題解決やニーズに即応できることが重要
である。
　　　　　　　　　　　（文責　伊藤　浩志）	

内容 参加者数
DiTs ワークショップ

第1回
9月2-4 日

•撮影技術とフィードバック
•動作分析およびゲーム分析
•効率の良い映像管理
•映像ファイルのエンコード
•映像ファイルの保管と共有

10

第 2 回
2 月24-26 日 1 1

DiTs セミナー

第1回
7月 7日

1. すぐに使えるモバイル
　アプリ
2. スポーツの実践現場で
　使えるカメラ紹介
3. 撮り貯めた映像を共有
　しよう

23

第 2 回
10 月20 日 16競技・種目名 累計 年間件数

バレーボール 1,893 674
バスケットボール 800 320
ハンドボール 143 30
フェンシング 39 17
体操競技 140 -
トランポリン 100 -

計 3,115 1,041
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1. 事業概要
　2012 年度より、女性スポーツ・サポートの
充実・強化のためのシステム整備（以下「女
性スポーツ・サポート」という。）として、
スポーツ科学研究部とメディカルセンターに
おいて 3 つの事業を実施している。

⑴人材育成プログラム
　女性アスリートの活躍は目覚しいが、一方
で妊娠・出産といったライフイベントが障壁
となり、競技生活や指導者としての道を断念
するといったことも少なくないのが現状であ
る。人材育成プログラムでは、将来的にスポー
ツ界で貢献できる適切な知識やスキルを身に
つけた女性アスリートを育成・輩出すること
を目的としており、今年度で 4 年目を向かえ
た。

⑵女性アスリート専用電話相談窓口の設置
　女性アスリート専用電話相談窓口は、女性
特有の問題など女性アスリートが抱える悩み
についてサポートする事を目的としている。
2012 年 7 月より JISS メディカルセンター・
スポーツクリニック内に設置され、対象選手
は JOC オリンピック強化指定選手及び JOC
加盟競技団体の強化対象選手である。

⑶女性スポーツメディカルスタッフネットワーク
　女性スポーツメディカルスタッフネット
ワーク構築事業（以下ネットワーク）は、女
性医師およびトレーナーのネットワーク作り
と育成を目的に、2012 年度より活動を開始し
た。現在のネットワークの登録条件は、会員

（ドクター）は「日本体育協会公認スポーツ
ドクターかつ日本臨床スポーツ医学会会員で
ある女性ドクターのうち、既に活動実績があ
るもの」、会員（トレーナー）は「日本体育
協会公認アスレティックトレーナーの資格を
もつ女性アスレティックトレーナーのうち、
既に活動実績があるもの」、準会員は「会員
条件を満たす資格取得希望者の女性ドクター
又はトレーナー」、看護師会員は「スポーツ
の現場の経験がある看護師で、日本臨床ス
ポーツ医学会学術集会のワークショップに参

加し、スポーツドクターからの推薦があるも
の」である。2015年度は 4 年目、約 100 名がネッ
トワークに登録しており徐々に規模は拡大し
つつある。
　
2. 実施概要
⑴人材育成プログラム
　2015 年度は 6 名で人材育成プログラムを実
施した（1 名育児休業取得中）。プログラム内
容は実施年数により異なり、1 年目は JISS の
各部署を1か月単位で回り、業務を網羅的に
理解することを目的としている。今年度は、
スポーツ科学研究部（測定業務、アシスタン
ト業務、IT ユニット）、西が丘管理部（運営
調整課）で実施した。
　2・3 年目は、各個人の将来展望や興味に合
わせて、より焦点を絞ったプログラムへと進
んでいくが、今年度より新たな試みとして一
つの NF のサポートに年間通して関わるとい
うことを行った。NF へのヒアリング、JISS
内での調整、サポートの実施、データ分析、
フィードバックまで一貫して関わることによ
り、NF がどのように JISS を利用し、測定し
たデータがどのように役立っているかを把握
することができ、今後、プログラム終了後に
自身の NF に戻った際に有用な経験となる。
　また今年度は、文部科学省委託事業「女性
アスリートの育成・支援プロジェクト　女性
特有の課題に対応した支援プログラム」の「女
性アスリートネットワーク支援プログラム

（ママアスリートネットワーク :MAN）」の企
画運営に中心的に携わり、2 回のワークショッ
プを開催した。女性アスリートを取り巻く諸
問題について考える有意義な機会であった。
　今年度は、初めてのプログラム修了者を 2
名輩出することができ、今後のスポーツ界で
の活躍が期待される。

⑵女性アスリート専用電話相談窓口の設置
　2015 年度の相談件数はのべ 124 件であり、
2014年度より 21 件増加した。相談内容の内
訳は、医学的問題についての相談が 122 件、
競技生活についての相談が 2 件、キャリア・
子育てについての相談は無かった。

28　 Ⅶ　事業報告╱ 1 スポーツ医・科学支援事業　　
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⑶女性スポーツメディカルスタッフネットワーク
　2016 年 3 月 10 日現在での会員数は、会員
53 名（医師 31 名、トレーナー 22 名）、準会
員 37名（医師 15 名、トレーナー 22 名）、看
護師会員 7名の全 97名である。
　2015 年度に行った事業は、①メーリングリ
ストでの情報共有、②セミナーの案内（文部
科学省委託事業である女性アスリートの育成
･ 支援プロジェクト事業報告会、JISS スポー
ツ科学会議等）、③メールによる事例検討、
④外部講師の講演を含めたワークショップの
実施、⑤日本体育協会公認アスレティックト
レーナー養成講習会への推薦（1 名）、⑥スポー
ツに関わる看護師育成をしている機関との連
携である。
　このうち、スポーツに関わる看護師育成に
ついては、宮崎県を中心に行なっている日本
健康運動看護学会や一般社団法人大分県ス
ポーツ学会が独自資格の認定をしており、こ
れら他機関と連携を取りつつ、スポーツに関
わる看護師がスポーツの現場で十分なサポー
トを行えるよう、事業を進めていくところで
ある。

3. まとめ
　女性スポーツ・サポートは今年度で 4 年目
となり、いずれの分野も充実し、安定してサ
ポートを実施することができた。今後はこれ
に甘んじることなくサポートの改善や新しい
サポートの開発を行い、女性スポーツのサ
ポートをより発展させていきたい。そのため
にも、他事業との連携は必須であると考えて
いる。

（文責　土肥　美智子）
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30　 Ⅶ　事業報告╱ 2 スポーツ医・科学研究事業　　

　スポーツ医・科学研究事業は、スポーツ科
学・医学・情報の各機能が統合した JISS の特
長を生かし、必要に応じて NF スタッフや国
内外の研究者・研究機関と連携しながら、国
際競技力向上のために有用となる知見や方策
を生み出すための調査・研究・開発を行うこ
とを目的としている。
　研究内容は、各競技種目特有の課題や問題
点を抽出し、競技力向上に直接的かつ即時的
に貢献する研究であり、支援事業と密接に連
携した「競技研究」と、JISS が有するハー
ド面・ソフト面における強みを生かしオリジ
ナリティの高い研究・開発を行う「基盤研
究」、トレーニング支援、コンディションや
パフォーマンスを評価するためのシステム及
び測定機器を開発する「開発」、目標及びイ
ベントに応じて特別プロジェクトチームを編
成して課題解決に臨む「特別プロジェクト研
究」の 4つにより構成される。
　「競技研究」は、NF からの要望を考慮しつ
つ JISS 研究員からの提案により企画・実施し
ている。

　「基盤研究」は、JISS として優先的に実施す
べき研究テーマを「主要研究」、研究員個人
あるいは各分野・グループにおける自由な発
想に基づく研究を「課題研究」として実施し
ている。また、「特別プロジェクト研究」は、
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競
技大会特別対策プロジェクトとして実施して
いる。各研究・開発テーマ一覧を以下の表に
示した。
　一方、JISS では外部研究資金である「学術
研究助成基金助成金 / 科学研究費補助金」や

「民間団体研究助成金」を積極的に獲得する
ように努めている。更に、JISS 単独で実施す
るよりも時間的・経済的に有利であり、優れ
た研究成果が期待されるテーマに関して外部
団体と共同で研究を推進する「共同研究」も
実施している。

（文責　鈴木　康弘）

2　スポーツ医・科学研究事業

研究の種類 研究テーマ 研究代表者

主要研究

高強度運動パフォーマンス向上のためのトレーニング法に関する研究 鈴木　康弘

疲労の予防とリカバリーに関する研究 髙橋　英幸

高速移動を伴う競技種目に対する流体力学を考慮した技術・戦術評価 山辺　　芳

スポーツデータの解析に適した数理アルゴリズムの検討 伊藤　浩志

トップアスリートにおける形態・機能データベースの構築 池田　達昭

開発
簡易的コンディション評価システムの開発 松林　武生

IT を活用したトレーニング支援システムの開発 伊藤　浩志

特別プロジェクト
研究

暑熱対策に関する研究 髙橋　英幸

競技会場でのサポートシステムの構築 伊藤　浩志

自国開催オリンピック・パラリンピックにおける実力発揮を促進する
心理的要因の検討 立谷　泰久

競技会に向けたコンディショニングに関する研究 髙橋　英幸
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（1）高強度運動パフォーマンス向上のためのトレーニング法に関する研究（1）高強度運動パフォーマンス向上のためのトレーニング法に関する研究

2-1-1　　基盤研究（主要研究）2-1-1　　基盤研究（主要研究）

1. 目的・背景
　本研究課題の目的は、短期間もしくは短時
間で効果が得られるトレーニング方法や処方
を開発し、それらの有用性について検討する
ことである。平成27年度からの2年間では、「低
酸素」、「高酸素」、「呼吸筋」の3つをキーワー
ドとし、これらと高強度運動パフォーマンス
との関連について検討する。

2. 実施概要
（1）高酸素吸気を伴うインターミッテント
　トレーニングの効果

【目的】
　パフォーマンスを向上させるトレーニング
の1 つとして、高濃度酸素を吸気させながら
トレーニングする方法が知られている。その
背景として、日常的にトレーニングを実施し
ている鍛練者は、高強度運動を実施した場合、
骨格筋における代謝能力が高く、呼吸器系及
び循環器系がパフォーマンスの制限因子と
なると考えられているため、この呼吸循環系
の制限を、高酸素吸気により減弱することに
よって、さらなる末梢における代謝能力の改
善が生じる可能性がある。本研究では、鍛練
者を対象に高酸素吸引トレーニングによって
パフォーマンスが向上する要因を明らかにす
ることを目的とした。

【方法】
　被験者には、週3回以上のトレーニングを
実施している男子大学生自転車競技選手 7 名
を用いた。トレーニングは、3分間の自転車
ペダリング運動を3分間の休息を挟みながら 4
セット繰り返し行い、その後、さらに3分間の
休息を挟み、同負荷で疲労困憊まで行わせる
内容を週3回4週間実施した。トレーニング

負荷は、事前に測定した最大酸素摂取量発現
時における運動負荷の 90-95% 強度とし、吸
気酸素濃度は約36% であった。トレーニング
期間の前後に、パフォーマンステストとして
漸増負荷運動テストを実施した。漸増負荷運
動テストは、120Wから 3分ごとに 40W ずつ
負荷を増加させるプロトコルを用い、被験者
が疲労に伴い規定回転数（90rpm）を維持で
きなくなるまで運動を行わせた。測定項目と
して、呼気ガス変量を運動開始時から運動終
了時まで連続測定し、血中乳酸濃度を安静時、
各運動負荷ステージ及び運動終了直後に測定
した。

【結果】
　漸増負荷運動テストの運動持続時間は、
post において pre よりも有意（P	<	0.05）に
増加した。また、漸増負荷運動時の血中乳
酸濃度の動態は post において pre から右傾
化し（図 1）、血中乳酸濃度が 2mmol/l 及び
4mmol/l 時の運動負荷は post において pre よ
りもそれぞれ有意（P	<	0.05）に高くなった。
一方、漸増負荷運動テスト時における最大酸
素摂取量及び最高血中乳酸濃度には、pre と
post では、有意差が認められなかった。
	

図 1 トレーニング前後における乳酸カーブの変化

研究代表者　鈴木康弘（スポーツ科学研究部）
メンバー　　大家利之、山中　亮、萩原正大、大沼勇人、千野謙太郎（以上、スポーツ科学研究部）
外部協力者　赤木亮太、大澤慎（芝浦工業大学）、片山敬章（名古屋大学）、後藤一成（立命館大学）、
　　　　　　居石真理絵（鹿屋体育大学大学院）
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【まとめ】
　本研究の結果、高酸素吸引トレーニングは、
パフォーマンス向上に対して有益に働くこと
が示唆された。その背景には、最大酸素摂取
量ではなく、血中乳酸濃度が 2mmol/l 及び
4mmol/l 時といった最大下運動負荷時におけ
る有酸素性能力の向上が寄与していると考え
られる。

（文責　山中　亮）

（2）最大吸気口腔内圧と横隔膜の厚さとの関係
【目的】
　呼吸筋とは、吸息筋と呼息筋の総称であ
る。吸息筋には、横隔膜、傍胸骨肋間筋、外
肋間筋がある。安静時における呼吸の主働筋
は、横隔膜であり、その貢献度は 1 回換気量
の 2/3 から 3/4 に達する。
　近年、吸息筋に焦点を当てたトレーニング
が、吸息筋力を向上させると報告されている。
吸息筋力を測るには、いくつか方法がある。
①随意的な吸息時の口腔内圧（最大吸気口腔
内圧 :maximal	inspiratory	pressure;	PImax）、
②経鼻でラテックスバルーンを食道と胃内に
留置し、電気または磁気により横隔神経刺激
を行った際の食道内圧と胃内圧の差から求め
られる経横隔膜圧、③神経を磁気刺激した際
の胃内圧である。PImax は、非侵襲的でかつ、
簡便であることから、吸息筋トレーニングの
効果を検証する際に、吸息筋力の指標として
よく用いられている。しかしながら、PImax
と吸息筋の機能との関連性については、詳細
に明らかになっていない。
　本研究では、吸息時の主働筋である横隔膜
に着目し、最大吸気口腔内圧との関連性を検
討する。

【方法】
　健康な一般成人男性 24 名を対象として
PImax 時の横隔膜の厚さを、超音波診断装置
を用いて測定した。PImax の測定は、米国胸
部学会、ヨーロッパ呼吸学会のガイドライン
に基づき、電子スパイロメータを用いて行っ
た。被験者には、最大呼気位から最大努力で
吸息し、それを 1 秒間保つことを指示した。
PImax の測定は少なくとも5回行い、そのう
ちの 3回の値の差が 5% 未満を示した測定値
の最大値を採用した。除脂肪体重は、生体電

気インピーダンス法を用いて測定した。
【結果】	
　PImax と安静時の横隔膜の厚さとの間に
は、有意な相関関係は認められなかった。
PImax と PImax 時の横隔膜の厚さとの間に
は有意な相関関係は認められなかった（図1）。
一方、PImax と除脂肪体重との間には、有意
な中程度の正の相関関係が認められた（図2）。

【まとめ】	
	 吸息筋トレーニングの効果を検証する際
に、吸息筋力の指標として良く用いられてい
る PImax は、PImax 時の横隔膜の厚さと関
連性が低かった。PImax と吸息筋の機能との
関連性については、更なる検証が必要である。

（文責　大家　利之）

図 1 PImax と PImax 時の横隔膜の厚さとの関係

図 2　PImax と除脂肪体重との関係
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（2）疲労の予防とリカバリーに関する研究（2）疲労の予防とリカバリーに関する研究

1. 目的・背景
　競技会で最高のパフォーマンスを発揮する
ためには、トレーニングによる疲労を残すこ
となく最良の状態で臨むことが重要となる。
また、連日あるいは 1日数回のトレーニング
や試合において良いパフォーマンスを発揮す
るためには、より効果的・効率的なリカバリー
方策を施す必要があると考えられる。
　そこで本研究では、JISS の有する最先端の
測定機器と最新の医・科学的、栄養学的知見
を活用しながら、疲労予防とより速いリカバ
リーに有用となる方策を検討することを目的
とした。この目的を達成するために、以下の
2 つの課題に関する研究を実施した。

2. 実施概要
⑴　効率的な筋グリコーゲン（Gly）リカバリー
　に関する研究（主担当 : 大内志織）
　高強度運動による筋 Gly の減少は運動パ
フォーマンス低下の引き金となるため、減少
した筋 Gly を素速く、効率的に回復させるこ
とが必要となる。これまでの研究において、
炭素の磁気共鳴分光法（13C-MRS）による筋
Gly 評価を用いて、運動 24 時間後までの筋
Gly 回復のために必要となる炭水化物摂取量
に関する検討を行ってきた。本研究では、ト
レーニングや試合でのより実践的な場面を想
定し、より短時間の素速い筋 Gly 回復のため
に必要となる最適な栄養摂取方法を検討する
ことを目的とした。
　より短時間の素速い筋 Gly 回復に及ぼす炭
水化物の摂取タイミングの違いを明らかにす
るための実験を行った。男性持久系競技者を
対象として、約1 時間に及ぶ自転車運動タイ
ムトライアル後に、体重あたり 2g の炭水化
物を運動直後、30 分後、60 分後と異なるタ
イミングで摂取させ、運動前から運動 4 時間
後までの外側広筋の Gly 含有量を1時間おき
に測定した（図 1）。13C-MRS 測定の結果、運

動による筋 Gly 濃度の減少と回復の動態を明
瞭に検出することができた（図 2、図3）。異な
るタイミングで摂取した後の筋 Gly 濃度は、
摂取 1〜 2 時間後に比較的大きく回復したが、
いずれの摂取タイミングにおいても、3 〜 4
時間後には筋 Gly の回復が鈍化する傾向が認
められた（図2、図3）。現時点で、まだ十分なデー
タが蓄積できていないため、今後、更に被験
者数を増やして検証を進める予定である。

研究代表者　髙橋英幸（スポーツ科学研究部）
メンバー　　大内志織、加藤えみか、亀井明子、中村真理子、元永恵子、大澤拓也、塩瀬圭佑、田名辺陽子
　　　　　　（以上、スポーツ科学研究部）
外部協力者　田口素子（早稲田大学）

図2　運動直後に炭水化物を摂取した際の
　　　筋 Gly ピークの変化例

図3　運動 60分後に炭水化物を摂取した際の
　　　筋 Gly ピークの変化例

図1　13C-MRS 測定風景
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　また、下肢以外を対象とした 13C-MRS を用
いた筋 Gly 測定の検討に関しては、上腕部の
筋 Gly を評価できる可能性が示された。

⑵　コンプレッションガーメントが疲労回復に
　資する効果の評価（主担当 : 加藤えみか）
　トレーニングや試合中の怪我を予防するた
めにも速やかな疲労の回復は必要不可欠とな
る。そこで、コンプレッションガーメントの
着用の有無により、高強度運動の前後で筋硬
度、バランス能力、最大筋力、調整力が受け
る影響を検証した。
　健常な 15 名の成人を対象として、高さ
25cm のステップ台上でカーフレイズを実施
した。カーフレイズは右脚のみで行い、足関
節の最大背屈から最大底屈までを動作範囲と
した。1 分間に 23 往復するテンポで 20 往復
実施し、これを 1セットとした。この試行を
3 セット実施し、セット間の休憩は 2分間で
あった。この試行中にコンプレッションガー
メントを着用する試行を CG 条件、特別なタ
イツを用いない試行を CON 条件とし、クロ
スオーバーで実験を実施した。その前後に下
腿三頭筋の筋硬度、バランス能力として安静
立位時の足圧中心（COP）の移動範囲、足関
節底屈の最大随意筋力（MVC）、調整力とし
て最大下での発揮筋力の安定性を測定した。
下腿三頭筋の筋硬度は超音波エラストグラ
フィ法で測定し、バランス能力として、両足
での安静立位姿勢、閉眼状態での COP の前
後方向および左右方向の移動範囲を測定し
た。最大筋力は、等尺性の足関節底屈トルク
を被験者の最大努力で発揮させた。調整力の
測定として、MVC の 20% に相当する足関節
トルクを等尺性で 20 秒間発揮させた。この
際に、被験者の眼前から 1m 先にコンピュー
タのモニタを設置してターゲットトルクを提
示し、発揮筋力とターゲットトルクをなるべ
く合わせるよう指示した。トルク発揮中の足
関節底屈トルクの平均値と標準偏差から変動
係数（CV）を算出し、調整力の指標とした。
カーフレイズ前の測定では、すべての測定項
目で CG 条件、CON 条件で有意な差はみられ
なかった。
　CG 条件、CON 条件ともにカーフレイズ後
に筋硬度の増加、COP の移動範囲の増加、最
大筋力の低下、調整力の低下が認められた。

カーフレイズ後の CG 条件と CON 条件で差
がみられた項目は筋硬度と調整力であった。
CG 条件の方が CON 条件と比較して筋硬度の
上昇と調整力の低下が抑制されていた（図 4、
図 5）。
　以上の結果から、コンプレッションガーメ
ントを着用することにより、高強度運動によ
る変化が抑制され、最大下で筋力を調整する
ような動作に有利に働く可能性が示された。

図 4　カーフレイズ前後の筋硬度の変化

図 5　カーフレイズ前後の調整力の変化

3. まとめ
　炭水化物摂取方法、コンプレッションガー
メントの利用という視点から、筋疲労の予防
とリカバリーに関する知見が蓄積されつつあ
る。今後、さらにデータ数を増やし、強化現
場に応用可能な方策の確立を目指したい。

（文責　大内　志織、加藤　えみか、髙橋　英幸）	
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（3）高速移動を伴う競技種目に対する流体力学を考慮した技術・戦術評価（3）高速移動を伴う競技種目に対する流体力学を考慮した技術・戦術評価

1. 背景・目的
　比較的移動速度が大きいスポーツ競技にお
いては、速度の二乗に比例して作用する流体
力及びモーメントの作用を考慮することが、
技術及び戦術を検討するうえで重要であると
考えられる。このような流体力及びモーメン
トに影響を与える要因として、選手の姿勢、
複数の選手で構成される隊列の相違（スピー
ドスケートのチームパーシュート、自転車の
チームスプリント等）、選手が使用する衣類 ･
用具が挙げられる。本研究は、競技パフォー
マンスに影響を及ぼすと考えられる上記の要
因について、流体力学的な観点から評価を行
うことで、選手の姿勢、隊列及び衣類 ･ 用具
の改善に資することを目的としている。

2. 実施概要
⑴スキージャンプ飛行姿勢における上肢の位
　置が空気力に及ぼす空気力学的影響

【目的】
　スキージャンプにおける飛行姿勢の違い
は、選手―スキー系に作用する空気力の大き
さに影響を与えることが報告されていること
から 1-4）、大きな飛距離を得るためには空気
力学的に最適な飛行姿勢をとる必要があるこ
とが分かる。本研究で着目した飛行姿勢の上
肢位置については、肩関節の外転角度が小さ
い方が大きな揚力を得られたという報告 4）が
ある一方で、外転角度が大きい方が大きな揚
力を得られたという報告もあり1）、どちらが
空気力学的に優れているのか未だ明確ではな
い。そこで本研究は、実寸大人形模型を対象
として風洞内で上肢位置を変化させ、空気力
への影響を明らかにすることを目的とした。

【方法】
　 風 洞 実 験 室 に お い て、25m/s の 気 流 環
境下で女子選手を模擬した実寸大人形模型

（h:1.50m）を用い、ジャンプスーツ及びヘル
メット等の装備（スキーを除く）を装着させ
た状態で揚力及び抗力の測定を行った。風洞

上部に設置された吊り下げ式 6 分力計によっ
て空気力（揚力、抗力）を測定した（サンプ
リング周波数 1kHz）。図1は上肢の位置条件
を示す。肩関節外転角（A）を 10、20、30°の
3 条件とし、手掌部回旋角（B）を -90°から90°
まで 90°ピッチで変化させた。その他の人形
の姿勢については、股関節前屈角σ =10°、上
肢回転角φ =173°で固定し、吊り下げストラッ
トの調整で体幹迎え角αt を 10°から 60°まで
5°ピッチで変化させた（図 2）。得られた揚力
L および抗力 D は下記 1 式および 2 式に示し
たように動圧で除し、それぞれ揚力面積SL お
よび抗力面積SD として求めた。

【結果・考察】
　図3に肩関節外転角Aをパラメータとして、
体幹迎え角αt を増大させた場合のSD および
SL の変化を極曲線の形式で示す。図 3a）、	同
b）	および同 c）はそれぞれ手掌部回旋角 B の
大きさの違い（	-90、0 および 90°）を示して
いる。図 4 に手掌部回旋角 B をパラメータと
して、体幹迎え角αt を増大させた場合の、	SD

およびSL の変化を極曲線の形式で示す。図
4a）、	同 b）	および同 c）はそれぞれ肩関節外転
角 A の大きさの違い（10、20 および 30°）を
示している。
　図 3 および 4 に示したように、体幹迎え角
αt を増大させていくと、SD はαt が 50°程度
までは増大していたが、SL についてはαt が
35 〜 40°で最大となり、それ以上αt を増大
させるとSL は減少を示した。実際の飛行姿勢
を考慮するとαt が 45°以上となる局面は着地
直前の姿勢に該当する。
　肩関節外転角 A の影響について（図 3）:
手掌部回旋角 B の大きさに関わらず、肩関節
外転角 A が小さいほど、	SL およびSL とSD の

研究代表者　山辺芳（スポーツ科学研究部）
メンバー　　石毛勇介、横澤俊治、明石啓太、白﨑啓太（以上、スポーツ科学研究部）
外部協力者　湯田淳（日本女子体育大学教授）
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メンバー 石毛勇介、横澤俊治、明石啓太、白﨑啓太（以上、科学研究部）
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１．背景・目的

比較的移動速度が大きいスポーツ競技にお

いては、速度の二乗に比例して作用する流体力

及びモーメントの作用を考慮することが、技術

及び戦術を検討するうえで重要であると考え

られる。このような流体力及びモーメントに影

響を与える要因として、選手の姿勢、複数の選

手で構成される隊列の相違（スピードスケート

のチームパーシュート、自転車のチームスプリ

ント等）、選手が使用する衣類･用具が挙げられ

る。本研究は、競技パフォーマンスに影響を及

ぼすと考えられる上記の要因について、流体力

学的な観点から評価を行うことで、選手の姿勢、

隊列及び衣類･用具の改善に資することを目的

としている。

２．実施概要

⑴ スキージャンプ飛行姿勢における上肢の

位置が空気力に及ぼす空気力学的影響

【目的】

スキージャンプにおける飛行姿勢の違いは、

選手－スキー系に作用する空気力の大きさに

影響を与えることが報告されていることから

、大きな飛距離を得るためには空気力学的

に最適な飛行姿勢をとる必要があることが分

かる。本研究で着目した飛行姿勢の上肢位置に

ついては、肩関節の外転角度が小さい方が大き

な揚力を得られたという報告 がある一方で、

外転角度が大きい方が大きな揚力を得られた

という報告もあり 、どちらが空気力学的に優

れているのか未だ明確ではない。そこで本研究

は、実寸大人形模型を対象として風洞内で上肢

位置を変化させ、空気力への影響を明らかにす

ることを目的とした。

【方法】

風洞実験室において、 の気流環境下で

女子選手を模擬した実寸大人形模型

を用い、ジャンプスーツ及びヘルメット等の装

備（スキーを除く）を装着させた状態で揚力及

び抗力の測定を行った。風洞上部に設置された

吊り下げ式６分力計によって空気力（揚力、抗

力）を測定した サンプリング周波数 。図

は上肢の位置条件を示す。肩関節外転角

を 、 、30°の 条件とし、手掌部回旋角

を－90°から90°まで90°ピッチで変化させ

た。その他の人形の姿勢については、股関節前

屈角σ=10°、上肢回転角φ=173°で固定し、

吊り下げストラットの調整で体幹迎え角αtを

10°から60°まで5°ピッチで変化させた（図

）。得られた揚力 および抗力 は下記 式およ

び 式に示したように動圧で除し、それぞれ揚

力面積 および抗力面積 として求めた。

𝑆𝑆𝐿𝐿 =
𝐿𝐿

1 2⁄ 𝜌𝜌𝑈𝑈2 （ ）

𝑆𝑆𝐷𝐷 =
𝐷𝐷

1 2⁄ 𝜌𝜌𝑈𝑈2 （ ）

【結果・考察】

図 に肩関節外移転角 をパラメータとして、

体幹迎え角αtを増大させた場合の および

の変化を極曲線の形式で示す。図 、同 お

よび同 はそれぞれ手掌部回旋角 の大きさの

違い（ － 、 および90°）を示している。図

に手掌部回旋角 をパラメータとして、体幹

迎え角αtを増大させた場合の、 および の

変化を極曲線の形式で示す。図 、 同 およ

び同 はそれぞれ肩関節外転角度 の大きさの

違い（ 、 および30°）を示している。

図 および に示したように、体幹迎え角αtを

増大させていくと、 はαtが50°程度までは

増大していたが、 についてはαtが ～40°

で最大となり、それ以上αtを増大させると

は減少を示した。実際の飛行姿勢を考慮すると

αtが45°以上となる局面は着地直前の姿勢に

該当する。

肩関節外転角 の影響について（図 ）

手掌部回旋角 の大きさに関わらず、肩関節外

⑶ 高速移動を伴う競技種目に対する流体力学を考慮した技術・戦術
評価
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Ⅷ２

転角 が小さいほど、 および と の比（揚

抗比）が大きかった。ただし、αtが非常に大

きく（ °）、 が 及び－ °の条件におい

ては、 が °の姿勢が最も大きな揚力を得て

いた。

手掌部の回旋角 の影響について（図 ）

肩関節外転角 =10°および20°の条件におい

て、手掌部の回旋角 =90°（手掌部が前方を

向いている状態）が （手掌部が大腿を向い

ている状態）および－90°（手掌部が背面を向

いている状態）の条件よりも大きな を得てい

た。しかしながら =30°の条件においては、

の大きさの違いは の大きさにほとんど影響

を与えていなかった。このように手掌部の投射

面積がほぼ同じと想定される =90°と －

90°との間で に差が見られたのは、手部の表

裏の形状の違いによって手部周りの気流に変

化を生じていたためと考えられる。さらに、肩

関節外転角の大きい =30°の条件においては

手掌部回旋角 の違いが空気力に与える影響

は小さかったことから、このような手部の形状

の違いに由来する気流の変化が体幹部分への

干渉作用の違いを引き起こしていたものと推

察される。

図 人形模型の上肢位置条件

図２ 風洞実験における人形の姿勢および空気力の定

義

図３ 手掌部条件（ 、 、 °）における肩関

節外転角度 の大きさが空気力に及ぼす効果（極曲線）

図４ 肩外転角度（ 、 、 °）における手掌

部の向きが空気力に及ぼす影響（極曲線）

３．まとめ

スキージャンプ飛行姿勢における上肢の位

置に関する風洞実験の結果、上肢の位置は肩関

節の外転角を小さく体幹に沿うようにし、手掌

部を前方に向ける方が揚力を得やすいことが

明らかとなった。

参考文献

、

、 、

、 、

、

、

、

渡部 和彦 風洞実験によるスキージャンプ

姿勢の解析： 上肢の姿勢変化の影響 日

本体育協会スポーツ医・科学研究報告集

、

（文責 山辺 芳、明石 啓太、白﨑 啓太）

°

°

°

Figure 3 Definition of the Arm (A) and the hand (B)
positions of the ski jumper model in the wind tunnel test.

φ
σ

α

Wind velocity (U)

L

D

Figure 2 Aerodynamic parameters (lift (L) and drag (D), and flight positions
(α ,σ andφ) of the ski jumper model in the wind tunnel test.
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比（揚抗比）が大きかった。ただし、αt が
非常に大きく（55°）、B が 90 及び -90°の条
件においては、A が 20°の姿勢が最も大きな
揚力を得ていた。
　手掌部回旋角 B の影響について（図 4）:
肩関節外転角 A=10°及び 20°の条件において、
手掌部回旋角 B=90°（手掌部が前方を向いて
いる状態）が B=0（手掌部が大腿を向いてい
る状態）及び -90°（手掌部が背面を向いてい
る状態）の条件よりも大きなSL を得ていた。
しかしながら A=30°の条件においては、Bの
大きさの違いはSL の大きさにほとんど影響を
与えていなかった。このように手掌部の投射
面積がほぼ同じと想定される B=90°とB=-90°
との間でSL に差が見られたのは、手部の表裏
の形状の違いによって手部周りの気流に変化
を生じていたためと考えられる。さらに、肩
関節外転角の大きい A=30°の条件においては
手掌部回旋角 B の違いが空気力に与える影響
は小さかったことから、このような手部の形
状の違いに由来する気流の変化が体幹部分へ
の干渉作用の違いを引き起こしていたものと
推察される。
	

	
	

	

3. まとめ
　スキージャンプ飛行姿勢における上肢の位
置に関する風洞実験の結果、上肢の位置は肩
関節の外転角を小さく体幹に沿うようにし、
手掌部を前方に向ける方が揚力を得やすいこ
とが明らかとなった。

参考文献
1）Meile	W.、	et	al.	Aerodynamics	of	ski	　
　jumping:	experiments	and	CFD	simulations.	
　Experiments	in	Fluids、	41.		949-964、	2006.
2）Seo	K.、	Watanabe	I.、	and	Murakami	M.	　
　Aerodynamic	 force	data	 for	a	V-style	ski	
　jumping	 flight.	 Sports	Engineering、	7(1).		
　31-39、	2004.
3）Watanabe	K.	and	Watanabe	I. 	 　Aerodynamics	　
　 of	ski-jumping	effect	of	"V-style"	to	distance.	in	　
　 Congress	of	the	ISB、	abstract	book.	1993.	Paris.
4）渡部	和彦 .	風洞実験によるスキージャンプ
　姿勢の解析 : 上肢の姿勢変化の影響 .	日本
　体育協会スポーツ医・科学研究報告集 .		325-
　327、	1981.

（文責　山辺　芳、明石　啓太、白﨑　啓太）
	
　

図1　人形模型の上肢位置条件

図 2　風洞実験における人形の姿勢および空気力の定義

図 3　手掌部条件（B -90、 0、 90°）における肩関節
外転角度（A）の大きさが空気力に及ぼす効果（極曲線）

図 4　肩外転角度（A 10、 20、 30°）における手掌部
の向きが空気力に及ぼす影響（極曲線）Ⅶ2
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（4）スポーツデータの解析に適した数理アルゴリズムの検討（4）スポーツデータの解析に適した数理アルゴリズムの検討

1.　背景・目的
　本研究課題における数理アルゴリズムと
は、機械学習で用いられる数学的、統計学（確
率論）的な計算手法を指す。機械学習とは、
指定された計算手法、アルゴリズム（判定基
準）に基づき、コンピューターが自動的に、

「データを分類」し、「パターンを学習」し、
パターンから「未来のデータを予測」する技
術のことである。
　機械学習技術の実社会での応用例には、デ
ジタルカメラでの顔検出や手書き文字や音声
の自動認識などが挙げられる。スポーツ分野
における機械学習技術は、球技種目での選手
能力のスカウティングや戦術分析といった面
で活用されている。また、体力テスト等の結
果から障害発生確率を予測し、選手の障害予
防の面でも利用されている。しかしながら、
機械学習技術のスポーツ分野への応用は歴史
が浅く、科学的計測での利用には、歩数検出
や運動識別の精度や識別対象の範囲（対象と
する運動の種類や分類したい動作の違い等）
といった面で解決すべき課題も存在する。こ
れらの課題を解決するためには、運動を計測
したデータと用いるアルゴリズムの適合度を
検討し、目的とする解析結果を得られる手法
を確立していく必要がある。
　本研究では、センサーデータをはじめとす
るスポーツ場面で計測される各種データを用
い、その解析に最適な数理的アルゴリズムを
精度、合目的性の観点から評価し、機械学習
によるスポーツデータ解析の標準的な手法を
確立することを目的としている。2015 年度は、
1）既存の機械学習アルゴリズムの評価（文
献研究）、2）スポーツトレーニングで用いら
れる運動の慣性センサーデータの収集と評価
方法の検討を研究課題とした。

2.　実施概要
（1）文献研究
　人の日常生活動作並びにスポーツ動作の自
動識別に関する先行研究のレビューを行い、
データ処理手法（採用されるアルゴリズム、
特徴量抽出の方法等）及びその識別精度に関
する知見を系統的に整理した。また、競技ス
ポーツで重要である運動の出来栄えやトレー
ニング運動の強度的負荷といった質的評価の
手法に関しても検討した。
　2001年〜 2015年までに発表された加速度
センサーデータによる運動の自動識別を扱っ
た論文 54 編を対象とし、対象動作、解析方法、
採用されたアルゴリズム、識別精度に関して
検討した結果、以下の点が明らかとなった。
• 対象となっている運動は日常生活運動（立つ、

寝る、座る、歩く等）やエクササイズ動作（ジョ
ギング、自転車、ジャンプ、筋力運動等）ま
で幅広いが、スポーツ運動、さらには競技ス
ポーツを対象とした研究は少ない。また、運
動の強度や出来栄えといった運動の質的評
価を行っている研究は無いに等しい。

• 5 年程前までの研究では識別精度を高めるた
めに複数部位にセンサーを装着していたが、
近年の研究では一部位のみへの装着であっ
ても90%以上の高い識別精度が得られている。

• 採用されたアルゴリズムに共通性はなく、識
別対象の運動（データ種類）によって異なっ
ている。また、アルゴリズムごとの識別精度
では、サポートベクターマシン、隠れマルコ
フモデル、ランダムフォレストが比較的高い
　値を示している。

　これらの先行研究の知見を踏まえ、本研究
で対象とする運動に合ったデータ処理方法及
びアルゴリズムの検証を進めていく。

（2）スポーツトレーニングで用いられる運動
　　の慣性センサーデータの収集
①ウェイトトレーニングエクササイズ
　ウェイトトレーニングエクササイズ 16 種

研究代表者　伊藤浩志（スポーツ科学研究部）
メンバー　　桜井義久、中川康二（以上、スポーツ科学研究部）
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Ⅷ２

① ウェイトトレーニングエクササイズ

ウェイトトレーニングエクササイズ 種目

（表 ）について、慣性センサー（ 軸加速度、

軸角速度、 軸地磁気）によるデータ収集を

行った。慣性センサーは身体 部位（胸部、

腰、左右の上腕、手首、大腿、足首）に装着

し、運動中はすべてのセンサーを同期させ計

測した。各種目につき、全力の 、 、

にあたる 段階の重量での試技と正しくない

とされる動作 種類による試技を行い、計

試技分のデータを収集した。意図した運動（正

確な動作や悪い動作）を遂行できるように被

験者として熟練のトレーニング指導員 名の

協力を得た。

計測されたデータを基にエクササイズの種

別や反復回数の自動認識といった機械学習の

方法を検証中である。また、装着センサー数

や部位に関する最適な計測方法についても併

せて検証を行っている。今後は、これらの結

果を踏まえ、本研究の新規性といえるエクサ

サイズの質的評価法（強度＝挙上重量の違い、

良い動作判定等）の検討を進めていく。

表１ 対象エクササイズ一覧

グループ エクササイズ

上肢系
ベンチプレス、ダンベルベンチプレス、ダン
ベルショルダープレス、ラットプルダウン

下肢系
バックスクワット、スクワットジャンプ、リ
バウンドスクワットジャンプ、バックラン

ジ、フロントランジ

全身系
ベントオーバーローイング、クリーン、クリ
ーン＆ジャーク、ハイプル、スナッチ

体幹系 シットアップ、バックエクステンション

図１ ウェイトトレーニング動作時の加速度データ

② 陸上競技跳躍種目のトレーニング運動

陸上競技走幅跳 三段跳を専門とする大学

トップレベルの女子競技者 名に被験者とし

て協力を得た。シーズン前のトレーニングキ

ャンプにおいて計 セッションのトレーニン

グ（表２）を対象に計測を行った。競技者の

非利き腕手首にリストバンド型の 軸加速度

センサーを装着してもらい、トレーニング中

のすべての運動の加速度データを にて

計測した。同時に全セッションのビデオ撮影

も行い、実際のトレーニング内容を加速度デ

ータのメタデータとして対応させた。現在、

これらのデータを基に、陸上競技のトレーニ

ングで実施される各種運動並びにそのトレー

ニング負荷（量および強度）を識別する手法

を検討中である。

表２ トレーニング内容の概要

課題 主なワークアウト

セッション 技術 加速走、跳躍練習

セッション
スピード

助走技術

トーイング、加速走、助

走走

セッション 専門的体力
ハードル走、ドリル運動、

補強運動

図２ 跳躍種目トレーニング動作時の加速度データ

３．今後の課題

年度はデータ収集が主な課題であった

ため、データ処理やアルゴリズムの検討が十

分であるとは言えない。今後は、これらを進

めるとともに、解析精度を向上させるための

基準値となる教師データを蓄積する必要があ

る。また、本研究の成果は、開発プロジェク

ト「ウェアラブルセンサー（ ）開発」

における解析技術としての活用を想定してい

る。

（文責 伊藤 浩志）

胸骨
上縁

手首

足首
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目（表 1）について、慣性センサー（3軸加速度、
3 軸角速度、3 軸地磁気）によるデータ収集を
行った。慣性センサーは身体 10 部位（胸部、
腰、左右の上腕、手首、大腿、足首）に装着し、
運動中はすべてのセンサーを同期させ計測し
た。各種目につき、全力の 90%、70%、50%
にあたる 3 段階の重量での試技と、正しくな
いとされる動作 3 種類による試技を行い、計
76 試技分のデータを収集した。意図した運動

（正確な動作や悪い動作）を遂行できるよう
に被験者として熟練のトレーニング指導員
1名の協力を得た。
　計測されたデータを基にエクササイズの種
別や反復回数の自動認識といった機械学習の
方法を検証中である。また、装着センサー数
や部位に関する最適な計測方法についても併
せて検証を行っている。今後は、これらの結
果を踏まえ、本研究の新規性といえるエクサ
サイズの質的評価法（強度 = 挙上重量の違い、
良い動作判定等）の検討を進めていく。

表 1　対象エクササイズ一覧

図 1　ウェイトトレーニング動作時の加速度データ

②陸上競技跳躍種目のトレーニング運動
　陸上競技走幅跳 / 三段跳を専門とする大学
トップレベルの女子競技者 3名に被験者とし
て協力を得た。シーズン前のトレーニング
キャンプにおいて計 3セッションのトレーニ
ング（表2）を対象に計測を行った。競技者
の非利き腕手首にリストバンド型の 3軸加速
度センサーを装着してもらい、トレーニング
中のすべての運動の加速度データを 100Hz に
て計測した。同時に全セッションのビデオ撮
影も行い、実際のトレーニング内容を加速度
データのメタデータとして対応させた。現在、
これらのデータを基に、陸上競技のトレーニ
ングで実施される各種運動並びにそのトレー
ニング負荷（量および強度）を識別する手法
を検討中である。	

表 2　トレーニング内容の概要

図 2　跳躍種目トレーニング動作時の加速度データ

3. 今後の課題
　2015 年度はデータ収集が主な課題であった
ため、データ処理やアルゴリズムの検討が十
分であるとは言えない。今後は、これらを進
めるとともに、解析精度を向上させるための
基準値となる教師データを蓄積する必要があ
る。また、本研究の成果は、開発プロジェク
ト「ウェアラブルセンサー（JISSBAND）開発」
における解析技術としての活用を想定してい
る。

（文責　伊藤　浩志）
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① ウェイトトレーニングエクササイズ

ウェイトトレーニングエクササイズ 種目

（表 ）について、慣性センサー（ 軸加速度、

軸角速度、 軸地磁気）によるデータ収集を

行った。慣性センサーは身体 部位（胸部、

腰、左右の上腕、手首、大腿、足首）に装着

し、運動中はすべてのセンサーを同期させ計

測した。各種目につき、全力の 、 、

にあたる 段階の重量での試技と正しくない

とされる動作 種類による試技を行い、計

試技分のデータを収集した。意図した運動（正

確な動作や悪い動作）を遂行できるように被

験者として熟練のトレーニング指導員 名の

協力を得た。

計測されたデータを基にエクササイズの種

別や反復回数の自動認識といった機械学習の

方法を検証中である。また、装着センサー数

や部位に関する最適な計測方法についても併

せて検証を行っている。今後は、これらの結

果を踏まえ、本研究の新規性といえるエクサ

サイズの質的評価法（強度＝挙上重量の違い、

良い動作判定等）の検討を進めていく。

表１ 対象エクササイズ一覧

グループ エクササイズ

上肢系
ベンチプレス、ダンベルベンチプレス、ダン
ベルショルダープレス、ラットプルダウン

下肢系
バックスクワット、スクワットジャンプ、リ
バウンドスクワットジャンプ、バックラン

ジ、フロントランジ

全身系
ベントオーバーローイング、クリーン、クリ
ーン＆ジャーク、ハイプル、スナッチ

体幹系 シットアップ、バックエクステンション

図１ ウェイトトレーニング動作時の加速度データ

② 陸上競技跳躍種目のトレーニング運動

陸上競技走幅跳 三段跳を専門とする大学

トップレベルの女子競技者 名に被験者とし

て協力を得た。シーズン前のトレーニングキ

ャンプにおいて計 セッションのトレーニン

グ（表２）を対象に計測を行った。競技者の

非利き腕手首にリストバンド型の 軸加速度

センサーを装着してもらい、トレーニング中

のすべての運動の加速度データを にて

計測した。同時に全セッションのビデオ撮影

も行い、実際のトレーニング内容を加速度デ

ータのメタデータとして対応させた。現在、

これらのデータを基に、陸上競技のトレーニ

ングで実施される各種運動並びにそのトレー

ニング負荷（量および強度）を識別する手法

を検討中である。

表２ トレーニング内容の概要

課題 主なワークアウト

セッション 技術 加速走、跳躍練習

セッション
スピード

助走技術

トーイング、加速走、助

走走

セッション 専門的体力
ハードル走、ドリル運動、

補強運動

図２ 跳躍種目トレーニング動作時の加速度データ

３．今後の課題

年度はデータ収集が主な課題であった

ため、データ処理やアルゴリズムの検討が十

分であるとは言えない。今後は、これらを進

めるとともに、解析精度を向上させるための

基準値となる教師データを蓄積する必要があ

る。また、本研究の成果は、開発プロジェク

ト「ウェアラブルセンサー（ ）開発」

における解析技術としての活用を想定してい

る。

（文責 伊藤 浩志）

胸骨
上縁

手首

足首

グループ エクササイズ

上肢系 ベンチプレス、ダンベルベンチプレス、ダン
ベルショルダープレス、ラットプルダウン

下肢系
バックスクワット、スクワットジャンプ、
リバウンドスクワットジャンプ、バックラ
ンジ、フロントランジ

全身系 ベントオーバーローイング、クリーン、ク
リーン&ジャーク、ハイプル、スナッチ

体幹系 シットアップ、バックエクステンション

グループ 課題 主なワークアウト
セッション1 技術 加速走、跳躍練習

セッション2 スピード
助走技術

トーイング、加速走、
助走走

セッション3 専門的体力 ハードル走、ドリル
運動、補強運動
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⑸トップアスリートにおける形態・機能データベースの構築⑸トップアスリートにおける形態・機能データベースの構築

1. 目的・背景
　JISS には、トップアスリートの貴重なデー
タが数多く蓄積されている。これらのデータ
を現場のコーチ・選手へ理解及び活用しても
らうためには、生データの提供に加え、JISS
研究員のトレーニング科学的視点を加味した
データの提供が必要になると考えられる。本
研究では、①種目横断的プロジェクト、②種
目及び個人縦断的プロジェクト、及び③各研
究員の専門的視点から検討を行うプロジェク
トの 3 つに着目して取り組む（課題 1）。
　次に、選手・コーチに提供するデータは、
できる限り正確なものを提供する必要があ
る。従って、既存データの精度検証及び測定
法の検証は欠かせないものである（課題 2）。
　最後に、既存のデータベースににない測定
値を、新たに収集・蓄積していく必要性もあ
る。これは、複合的な要因から成る競技パ
フォーマンス及びコーチングを深く理解する
ために必要となるからである。本研究では、
栄養情報、遺伝子情報及び海外トップアス
リートのデータ収集を目指す（課題 3）。
　本研究の目的は、JISS データを活用して国
際競技力向上に役立つ知見を創出することで
ある。

2. 実施概要
⑴　課題 1 : 日本人一流競技選手における形
　　態および身体組成の競技種目特性
　本研究では、日本人一流競技選手における
形態および身体組成の競技種目特性について
検討することを目的とした。オリンピック出
場候補選手 530 名を対象に、光学 3 次元人体
形状計測法による形態計測と、空気置換法に
よる身体組成測定を行った。形態および身体
組成に関する 12 変量に主成分分析を適用し、
抽出された主成分得点を競技種目間で比較し
た。その結果、体の太さ（F1）、長さ（F2）、
脂肪の多さ（F3）の 3 主成分が抽出された。

F1 の得点は、柔道選手で高く、陸上長距離で
低かった。F2 の得点は、バレーボール選手で
高く、体操競技選手で低かった。F3 の得点は、
男性では、馬術、陸上競歩およびセーリング
の選手で高く、体操競技、柔道およびレスリ
ングの選手で低かった。女性では、柔道選手
で高く、新体操および陸上長距離の選手で低
かった。以上の結果より、日本人一流競技選
手は競技種目特性を反映した形態および身体
組成を示すことが明らかとなった。

⑵　課題 2 : 身体組成の評価方法間にみられ
　　る体脂肪率の誤差の検討
　本研究では、水中体重秤量法（UWW 法）、
空気置換法（ADP 法）、生体電気インピーダ
ンス法（BIA 法）、キャリパー法（SKF 法）、
超音波法（US 法）、二重エネルギー X 線吸収
測定法（DXA 法）を用いて得られた測定デー
タを基に体脂肪率を算出し、UWW 法を基準
として各方法間にみられる体脂肪率の誤差に
ついて検討した。DXA 法以外の 5 つの方法
による測定は成人男性 73 名を対象として行
い、そのうち 27 名を対象として DXA 法に
よる測定を行った。その結果、ADP 法、BIA
法および DXA 法により得られた体脂肪率は、
UWW 法により算出された体脂肪率と有意差
がみられなかった。一方、SKF 法および US
法により得られた体脂肪率は、UWW 法に比
べ有意に高かった。各方法における UWW
法との誤差は、DXA 法、ADP 法、BIA 法、
SKF 法、US 法の順で高値を示した。形態別
に UWW 法との誤差をみると、BIA 法ではア
スリートに多くみられる体格指数（BMI）が
高く体脂肪率が低い集団において体脂肪率が
過大評価される傾向がみられた。

⑶　課題 3-1 : 食事記録調査より求めた競技
　　者のビタミン D、ビタミン K 摂取量及び
　　食品群別寄与率の検討
　競技者を対象とした秤量法食事記録調査よ

研究代表者　池田達昭（スポーツ科学研究部）
メンバー　　大岩奈青、熊川大介、袴田智子、秋山圭、設楽佳世、黄	 忠、中里浩介、石井泰光、山田亜沙妃、
　　　　　　吉本隆哉、西牧未央、亀井明子、石井美子、松本なぎさ、石橋	彩、岡田朋子、東	伸行（以上、スポー
　　　　　　ツ科学研究部）、吉﨑貴大（東洋大学）
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り、ビタミン D、ビタミン K 摂取量を中心と
した栄養素等摂取量と食品群別寄与率を明ら
かにし、競技者への栄養計画の基礎資料とす
ることを目的とした。
　競技者 65 名（男性 40 名、女性 25 名）を
対象に、2011 年に 3 日間の食事記録調査を実
施した。本研究はそのうちの練習日 2 日間の
値を抽出し再集計を行い、栄養素等摂取量、
食品群別寄与率等を算出した。また身長計測
と体重・体組成測定を行った。平均エネルギー
摂取量は、男性 3401 ± 863kcal、女性 2384
± 799kcal、ビタミン D 摂取量は男性 8.8 ±
11.0 μ g、女性 6.2 ± 4.9 μ g、ビタミン K 摂
取量は男性 295 ± 155 μ g、女性 228 ± 132
μ g となった。ビタミン D の食品群別寄与率
は、男女とも魚介類 30-40%、卵類 22-23% で
あり、ビタミン K は男女とも野菜類で 45%
以上となり、豆・豆製品では 12-14% であった。
摂取量は調査日数の影響もあってバラつきが
大きかった。摂取量が少ない者については、
寄与率の高い食品を日常的に摂取できるよう
な栄養計画および栄養教育が重要と考える。

⑷　課題 3-1-2	 : トップスポーツ選手における
　　食意識と期分け別食習慣の実態
　我が国のトップ選手における食意識と期分
け別食習慣の実態を明らかにすることを目的
とした。2014 年仁川アジア競技大会とユー
スオリンピック競技大会の派遣前メディカル
チェックの問診票を使用した。食意識等は「栄
養バランスの良い食事を心がけている」とい
う問いに対し、「はい」を食意識が高い選手

（H 群）、「いいえ」を低い選手（L 群）とし
た。食習慣は、トレーニング期と試合期別に

「食事内容」など計 11 項目について 3 件法で
スコアリングした。H 群は 1,031 名 (92.5%)、
L 群 84 名 (7.5%) であった。食意識と期分け別
の食習慣の関連結果は、｢食事回数｣、｢卵｣、
｢大豆製品｣、｢緑黄色野菜｣ で有意な交互作用
が認められた（p<0.05）。さらに多重比較の結
果、H 群の食習慣スコアは、両期別とも L 群
に比べ高値を示したが、試合期ではトレーニ
ング期と比べ有意に低値を示した（p<0.05）。
一方、L 群では期分け別に差が認められなかっ
た。食意識の高い選手の食習慣スコアは低い
選手と比べ高いことが認められた。また、トッ
プスポーツ選手の食習慣は、食意識や期分に
より変化することが示唆された。

(5)　課題 3-2　: パフォーマンスおよびトレー
　　ニング効果に影響する遺伝子情報活用に
　　関する研究
　近年、トップアスリートを対象とした遺伝
研究では、競技種目特性に関連した遺伝子多
型探索だけでなく、トレーニング応答の個人
差についての遺伝的背景や、肥大型心筋症や
脳震盪後の回復状況の個人差に関わる遺伝子
多型のスクリーニングといった傷害リスク評
価について報告されている。種目適性診断以
外にもトレーニング方法の選択や、トレーニ
ング時の傷害リスクマネジメントといった分
野において、個々人の遺伝情報を活用するた
めの研究が始まっている。そこで本課題では、
国内トップアスリートを対象とし、競技パ
フォーマンスおよびトレーニング応答等に関
わる遺伝子多型について研究するための遺伝
子データベースを構築することを目的とした。
本年度は、国内外の当該分野における研究動
向を調査するとともに、遺伝子データベース
を構築するための実施体制、採取サンプルお
よび遺伝子データの管理・解析方法等につい
て検討し、メディカルチェックおよび派遣前
チェックにおいて血液サンプルを採取し、遺
伝子多型解析を行った。次年度は、実際の運
用を継続しながら、国内トップアスリートの
遺伝子データベース構築を進める。

（6）　課題 3-3 : 海外トップアスリートのデー	
　　タ収集
　本プロジェクト全体を通して、日本人一流
競技者のデータは数多く蓄積されていくが、
今後、世界の一流競技者と競い合っていくた
めには、世界基準のパフォーマンス、形態、
体力、栄養摂取状況および遺伝子等のデータ
を収集していく必要がある。それらのデータ
は、今後、日本人一流競技者が競技力向上を
図る上で、最終的な目標値となるからである。
　本年度、JISS の各種目担当に声をかけ、世
界の一流競技者の測定協力に関する情報を集
めたが、その機会は得られなかった。次年度
も本プロジェクトを継続し、貴重なデータを
得られるよう準備していく予定である。

（文責　池田達昭、亀井明子、設楽佳世、
　　 石井美子、松本なぎさ、大岩奈青）
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1. 目的・背景
　JISS では、個人の自由な発想による競技力向上のための研究として課題研究を設けている。
研究期間は 1 年であり、原則として JISS に設置してある施設・設備・機器・装置等を活用して
実施できる研究である。課題研究の実施を希望する研究員は企画提案書を提出し、研究事業部
会で審議がなされた後に研究費が配分される。
　2015 年度は以下の 9 件の研究課題を採択した。

2. 実施概要

2-1-2　基盤研究 （課題研究 ）2-1-2　基盤研究 （課題研究 ）

研究課題名 研究代表者

体重階級制競技の減量時におけるコンディション評価指標の検討 清水　和弘

個人の特性に合わせた動作のばらつきに強い投射戦略の推定法 村田　宗紀

投球コースに応じたバットのスイング特性とそれを規定する体力要因 森下　義隆

短期間の高強度トレーニング期間中における鉄摂取量と鉄代謝動態の経時的変化の検討 石橋　彩

ウィルス学的指標を用いたコンディショニングの指標の検討 中村　大輔

シミュレーションからみる脛骨内側ストレス症候群発生機序の特定 秋山　圭

発育に伴う打撃技術の獲得と能力を引き出す最適バットの提案 城所　収二

床反力即時フィードバックを用いた膝関節前十字靭帯損傷予防トレーニングプログラム効果の検討 田中　章博

競技スポーツにおける撮影手法の分析
IT ユニット
映像技術G
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1. 目的・背景
　競技研究は、スポーツ医・科学支援事業に
おける医・科学サポート活動を実施する中で
JISS スタッフが発見した課題を解決するこ
とを目的として行うものである。個別性、一
回性が高いトップアスリートのパフォーマン
スやトレーニングの経過から、一般的、普遍
的に応用できる知見を得るための研究として
位置づけた。

2. 実施概要
　競技研究のテーマは、各種目のサポート担
当者が、NF とのコミュニケーションにより

確認した強化の課題とこれまでに JISS に蓄
積された研究とサポートの成果に基づいて決
定した。実施にあたっては、種目担当者が研
究プロジェクトチームを構成し、上に述べた
目的・背景を踏まえ、トップアスリートの体
力・技術・心的能力の特徴、トップアスリー
トのトレーニングに伴うパフォーマンスとそ
れを構成する要素の変化を主な研究課題とし
た。また、研究の進め方については、成功・
失敗に関わらず個別事例を重要視すること、
縦断的測定及び分析を重要視することを心が
けた。2015 年度の競技研究のテーマは、表
に示すとおりである。
　　　　　　　　　 　　（文責　窪　康之）

2-2　　競技研究2-2　　競技研究

競技 種目 テーマ

陸上 短距離、ハードル、混成 陸上競技選手の疾走能力と体力・スキルとの関係

水泳 競泳 競泳の競技力向上のための研究

サッカー ─　
エリートサッカー選手における唾液中ホルモンを用いた縦断的
コンディション評価の試み

ボート ─　 ボートの競技力向上のための研究

バスケットボール ─　 バスケットボールの競技力向上のための研究

レスリング ─　 レスリングのタックル技術に関する研究

セーリング ─　
セーリング競技における水上パフォーマンスの評価方法構築の
ためのトライアル

ウエイトリフティング ─　 ウエイトリフティング競技力向上のための研究

卓球 ─　
卓球の練習における効果的なフィードバックシステム作成のた
めの研究

卓球における最適な道具選定のための研究

バドミントン ─　 バドミントン選手の貧血予防と栄養摂取における事例研究

カヌー
スラローム カヌースラローム競技研究

スプリント カヌースプリント競技中の艇の挙動特性の検討

スキー

クロスカントリー スキー /クロスカントリーの競技力向上のための研究

ジャンプ スキー /ジャンプの競技力向上のための研究

コンバインド スキー /コンバインドの競技力向上のための研究

スケート スピードスケート スピードスケート選手の体力に関する研究

夏
季
競
技

冬
季
競
技

表　2015 年度　競技研究テーマ
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⑴　簡易的コンディション評価システムの開発⑴　簡易的コンディション評価システムの開発

1. はじめに
　競技力向上のためにアスリートが行う日々
のトレーニングにおいて、運動パフォーマン
スや身体の状態（コンディション）を常に正
確に把握しておくことは、トレーニング計画
を立てる上で重要なことである。レジスタン
ストレーニングにおける拳上重量や回数、イ
ンターバルトレーニングにおける各ステージ
のパフォーマンスなどを記録することは、こ
のような状態把握の一例である。身体の様々
な状態を全て詳細に把握することができれば
理想ではあるが、実際には評価することが難
しい要素のほうが多い。例えば、毎日同じ競
技動作を練習している中で、細かな動作の変
化が生じた際に気が付くことができるかなど
は、一見しただけでは把握することが難しい。
このような状況では、コーチや身体専門家（ト
レーナーなど）の知識や経験に頼り身体の状態
を判断することになるが、ここで客観的情報が
少しでも多く得られれば、判断の精度向上、効
率的な競技力向上に繋がると考えられる。
　生理学的側面でのコンディション把握のた
めのデバイスは、以前より市販レベルでいく
つか存在し、また現在も新しい物が次々と開
発され続けている。例えば、相対的運動強度
の指標として用いられる心拍数を計測するこ
とには、アスリート向けに市販されている心
拍モニタ（胸部ベルト式や腕時計式）を用い
ることができる。エネルギー代謝状態の指標
としてよく用いられる血中乳酸濃度の計測に
関しても、少量の採血にて即時（1 分以内）
に分析可能な小型計測器が活躍している。一
方で、運動学的な側面を把握するためのデバ
イスは、未だ発展途上にある。競技動作（ス
キル）の測定のため実験室等で最もよく用
いられる計測装置は光学式モーションキャプ
チャであるが、使用するためには専門的な知
識が必要であり、また測定準備の手間が多い
こと、被測定者となるアスリートへの負担も
少なくないこと（反射マーカーの貼付など）
などの欠点がある。日々のトレーニングにて

動作を評価し、その経年変化を把握しようと
考えた場合には、より簡便に利用できる新た
なデバイスの開発が必要である。

2. 開発概要
　本開発では、日常的に簡便に利用できる
モーションキャプチャシステムを製作するこ
とを目的とした。システムに課す要件として、
以下の 5 つを設定した。

①	アスリートの身体位置と姿勢を自動的に
キャプチャし、これを数値化（重心位置や
各関節の角度など）して出力することがで
きること

②	アスリートへのマーカー貼付を必要とせ
ず、一般的なトレーニングウェアのまま
で測定できること

③	様々な身長、体重、身体形状のアスリート
に対応すること

④	測定準備に多大な時間がかからないこと（5
分以内）

⑤	実験室で用いられている既存の光学式モー
ションキャプチャシステムと同程度の測
定精度を持つこと

【システム構想】
　既存の一般的な光学式モーションキャプ
チャシステムでは、身体ランドマーク上への
マーカー貼付と、このマーカー位置を基にし
た身体姿勢のモデリングが主要なアルゴリズ
ムとなっている。本開発においてはマーカー
貼付を必要としないシステムを前提とするた
め、異なるアルゴリズムを想定する必要が
あった。そこで、身体表面の形状を計測して、
各身体部位の姿勢をモデリングする方法を考
えた。JISS では、静止立位での身体形状から
形態計測（肢長、周径囲など）を行うシステ
ム（Body	Line	Scanner、1 回の測定に 5 秒ほ
どの静止が必要）を既に利用しているが、こ
れと同様の概念を、より動的な測定環境に対

研究代表者　松林武生（スポーツ科学研究部）
メンバー　　石毛勇介、伊藤良彦、高橋佐江子、中村真理子、熊川大輔、田中章博、西村徳恵、加藤英人、
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して構築することを目指すこととした。

【センサー】
　身体の表面形状の測定には、深度カメラと
呼ばれるセンサーを用いることとした。計測方
法やサンプリング周波数、測定可能距離などの
異なる数種類の深度カメラが市販されている
が（表 1）、このうち数種類について動作テス
トや開発環境の検討を行った。H27 年度は付
属 SDK（Software	Development	Kit）に複数
センサーの同時利用が想定されている Kinect	
v1（Microsoft 社製、図 1）を用いて、モーショ
ンセンサのプロトタイプを作成することとし
た。なお、開発言語は C++ とした。
深度カメラは、高いサンプリング周波数（30fps
以上）で形状の計測が可能であり、本開発に
適したセンサーであると言えるが、センサー
から見える側面の形状しか捉えることができ
ないという課題もある。このことは、姿勢推
定の精度にも不利点となる可能性があるが、
複数の深度センサーを用いて被測定者（アス
リート）を取り囲み、各センサーからの情報
を統合して全身形状を構築することで対処す
ることとした。

表 1　市販の深度センサーの例

	

	

【身体形状測定】
　3 台の深度センサーと PC を接続し、3 方向
からの身体形状計測を行うシステムを作成し
た。各センサーからの情報を統合する際に、
センサー相互の位置関係が必要となるが、こ
れには既知形状の校正用ファントムを事前に
撮影することで対応することとした。この方
法であれば、測定準備の所要時間も少なく済
ませることが可能である。図 2 に、3 方向そ
れぞれから得た身体形状と、これを統合した
ものを示す。全身形状を構築した後は、360°
視野を様々に変えつつ動作を確認することが
できる。

							図 2　深度カメラで取得した身体表面形状
  　（上 : 各センサー、下 : 統合後）

【身体モデリング】
　表面形状からの身体姿勢推定は、身体の各
セグメントを単純形状（楕円体や円柱など）
で仮定し、この組み合わせとして全身姿勢
を表すモデルを基とすることを考えている。
H28 年度には、このモデルを表面形状情報に
適合させるアルゴリズムを構築し、身体姿勢
パラメータ（重心高や関節角度など）を自動
的に算出することを目指す。

（文責　松林　武生）
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図２ 深度カメラで取得した身体表面形状

（上：各センサー、下：統合後）

【身体モデリング】

表面形状からの身体姿勢推定は、身体の各セ

グメントを単純形状（楕円体や円柱など）で仮

定し、この組み合わせとして全身姿勢を表すモ

デルを基とすることを考えている。 年度に

は、このモデルを表面形状情報に適合させるア

ルゴリズムを構築し、身体姿勢パラメータ（重

心高や関節角度など）を自動的に算出すること

を目指す。

（文責 松林 武生）

センサー名
サンプリング

周波数
測定レンジ

Microsoft社製

Microsoft社製

Intel社製

Intel社製

LeapMotion社製

図 1　深度センサー（Kinect v1）
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（2）IT を活用したトレーニング支援システムの開発（2）IT を活用したトレーニング支援システムの開発

1. 目的・背景
　JISS では研究やサポートプロジェクトの中
でスポーツ分野での利用を想定した映像・IT
システムの開発を行ってきた。その成果とし
て、NTC 施設内で撮影された映像のデータ
ベースへの自動アップロードシステムやそれ
らの閲覧システムが構築されたが、利用の手
軽さや即時フィードバック等の競技現場の個
別ニーズに応えられる仕様とはなっていない
のが現状である。	
　競技現場で求められるもう一つの客観的情
報として、トレーニング内容やトレーニング
効果の客観計測データが挙げられる。最近、
市場が活性化している活動量計等のウェアラ
ブルセンサー機器は、トレーニング中の活動
量を自動的に定量化する手段となる可能性を
持っている。しかしながら、既存の製品は、
取得できるデータが歩数や活動時間といっ
た一般的な項目のみであるものが多く、運動
内容や強度といった競技者のトレーニング評
価に必要とされる項目には対応していないた
め、十分な性能があるとは言えない。また、
エクササイズ中にデータを取得できる製品で
あっても、データ評価アプリケーションが単
に履歴を表示するだけといったものがほとん
どであり、トレーニング理論に基づいた系統
的な評価ができるものは皆無である。
　こうした現状から競技スポーツのトレーニ
ング場面で必要とされる映像システムやト
レーニング評価のための IT システムを開発
することは重要であると言える。本開発プロ
ジェクトでは、1）映像システム、2）ウェア
ラブルセンサー機器、3）データ評価 IT シス
テムの 3 分野それぞれでサブプロジェクトを
遂行し、トレーニング支援を目的とする IT
システムの構築を目指すものである。

2. 実施概要
（1）競技現場での利用を想定した映像システ
　 ムの開発

【目的】
　2014 年度までに個別に開発された Smart	
2.0 システム（配信サーバー及び映像プレーヤ）
とカメラシステムを統合し、撮影から配信、
閲覧までを一貫して行うことができる映像シ
ステムを構築する。また、競技者やコーチが
手軽に利用できるようにするため、スマート
フォンで動作する専用アプリも開発する。

図 1　開発された映像システムの全体像

【成果の概要】
　図 1 は、本プロジェクトで開発した映像シ
ステムの全体像を示したものである。実線で
記述された部分が 2015 年度の新規開発並び
に改修箇所を示している。2015 年度は、別々
に動作していた Smart-Player とカメラサー
バーを接続し、制御を可能とするための改修
を行った。また、これまで Windows 上でし
か動作しなかった Smart-Player の機能とカメ
ラ機能とを合わせた iOS 及び Android	OS 用
アプリを新規に開発した。さらに、新規開発
アプリ内のカメラ機能との連携を可能とする
ための既存カメラサーバーの改修を行った。
また、新たなシステム機能として、カメラ機
能は単に撮影するだけではなく、撮影映像を
即座に Smart2.0 映像サーバーにアップロード
できる仕組みにも対応した。

（2）ウェアラブルセンサー機器の開発
【目的】
　本プロジェクトでは、競技者のトレーニン

研究代表者　伊藤浩志（スポーツ科学研究部）
メンバー　　宮地力、清水潤、中村真理子、桜井義久、中川康二、松村真一、深尾拓生、杉山恵令奈
　　　　　　（以上、スポーツ科学研究部）
外部協力者　木村広 ( 九州工業大学 )、梅村恭司 ( 豊橋技術大学 )、渡辺啓太（日本バレーボール協会）
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て、 施設内で撮影された映像のデータベ
ースへの自動アップロードシステムやそれら
の閲覧システムが構築されたが、利用の手軽
さや即時フィードバック等の競技現場の個別
ニーズに応えられる仕様とはなっていないの
が現状である。
競技現場で求められるもう一つの客観的情

報として、トレーニング内容やトレーニング
効果の客観計測データが挙げられる。最近、
市場が活性化している活動量計等のウェアラ
ブルセンサー機器は、トレーニング中の活動
量を自動的に定量化する手段となる可能性を
持っている。しかしながら、既存の製品は、
取得できるデータが歩数や活動時間といった
一般的な項目のみであるものが多く、運動内
容や強度といった競技者のトレーニング評価
に必要とされる項目には対応していないため、
十分な性能があるとは言えない。また、エク
ササイズ中にデータを取得できる製品であっ
ても、データ評価アプリケーションが単に履
歴を表示するだけといったものがほとんどで
あり、トレーニング理論に基づいた系統的な
評価ができるものは皆無である。
こうした現状から競技スポーツのトレーニ
ング場面で必要とされる映像システムやトレ
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ステムを構築する。また、競技者やコーチが
手軽に利用できるようにするため、スマート
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図１ 開発された映像システムの全体像
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グ評価のために必要な運動情報、生体情報を
取得するウェアラブルセンサー機器としてリ
ストバンド型の活動量計「JISSBAND」の開
発を行うものである。

【成果の概要】
　既存の活動量計 7製品に関して、機能、性
能評価を実施し、本開発で目指す競技ス
ポーツを対象とした活動量計が備えるべき
要件の検討を行った。その結果を踏まえ、
JISSBAND では、トレーニングの定量、定
性的評価と生体情報に基づくコンディション
評価を可能とすることを基本コンセプトとし
た。
　既存の機器でも対応している運動時間や歩
数といったトレーニングの量的評価項目だけ
でなく、実施した運動種類やその出来栄え、
速度などの強度的負荷といった質的評価項目
への対応が JISSBAND の新規性として挙げ
られる。また、コンディション評価は、安静
時心拍数等の一般的な体調だけでなく、心拍
変動、酸素飽和度等のトレーニング効果の過
程（疲労、超過回復）をモニタリングできる
評価項目にも対応することとした。これらの
項目を計測するために、9 種類のセンサー（加
速度、角速度、地磁気、脈波、パルスオキシメー
ター、皮膚温、環境温度、湿度、気圧）を実
装することとした。これらの要件に基づき、
加速度、角速度、地磁気、脈波センサーにつ
いては 100Hz で、その他のセンサーは 1Hz で、
48 時間の連続データ測定が可能な試作機を製
作した（図 2 参照）。
　今後は、試作機を用いて実証実験を行い、
得られたデータを検証することで、センサー
そのものの測定精度向上、センサー動作の最
適化によるバッテリー利用効率（動作可能時
間）の向上、重量等の装着感の向上を目指す
予定である。2016 年度末には最終製品版に近
い機器を製作し、実際のトレーニング現場で
の実証実験を行う計画である。
	

（3）汎用的データ管理用 Web アプリケーショ
　　ンの開発

【目的】
　本プロジェクトでは、JISS が提供する NF
向け Web サイト構築サービスである JISS	
CMS に対して、体力テスト結果、形態測定
データ、市販のウェアラブルセンサー機器の

計測データ等、競技現場に蓄積されているデー
タを登録できる汎用データベース機能を追加
開発するものである。また、本開発での機能
追加により利用者の増加が想定されるため、
JISS	CMS の運用能力を向上させるためのサー
バー環境構築も併せて実施するものである。

【成果の概要】
　コーチやサポートスタッフが体力測定結果
等を管理、分析することを想定し、様々なデー
タ種類、利用方法に対応できるデータ管理機
能の開発を行った。様々な形式のデータを保
存できるようにするため、データ格納のため
の構造定義を必要としないデータベースエン
ジンを採用した。また、データ管理のための
アプリケーションは、ユーザーが直感的に操
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図 2　JISSBAND 試作機のデザイン図
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（1）暑熱対策に関する研究（1）暑熱対策に関する研究

1. 目的・背景
　東京 2020オリンピック・パラリンピックにお
いて、屋外競技の競技者は暑熱環境下でのパ
フォーマンス発揮が求められることが予想され
る。暑熱環境下での運動の継続は過度の深部
温の上昇を引き起こし、パフォーマンスの低下
を誘発するので、身体冷却や水分補給、暑熱
順化に代表される暑熱対策が重要となる。　
　そこで本研究では、東京 2020オリンピック・
パラリンピックにおける実践的な暑熱環境（高温
多湿）対策について、科学的根拠に基づいた、選
手に有益な知見を創出することを目的とする。

2. 実施概要
⑴暑熱環境下における高体温対策に関する研究

【目的・方法】
　暑熱環境下では、脳に対する暑熱の影響も
運動パフォーマンスを左右する一つの因子と
なると考えられる。本研究では、プロトン磁
気共鳴分光法（1H-MRS）を用いて、アイスス
ラリー摂取がヒトの脳内温度の変動に及ぼす
影響を評価することを目的とした｡ 本年度は、
アイスラリー摂取効果を評価する基礎的検討
として、1H-MRS を用いた脳内温度測定の妥
当性の検証を行った。　
　脳内温度の測定は、37℃の水が循環する
スーツを着用し、核心温を一定に維持した状
態で行った。測定項目は、核心温の指標である
直腸温、脳内温度（前頭葉および運動野）及び主
観的指標として温熱感覚（Gagge、1963）とした。

【結果および考察】
　直腸温および脳内温度の経時的変化を図 1
に示す（平均値±標準偏差、n=12）｡ 10分間の
測定中、直腸温は約 37℃の安定した値を維持
した。脳内温度は、前頭葉において 36.5℃程
度、運動野においては 37.5℃程度で比較的安

定した値を示した。温熱感覚も neutral から
slightly	warm の間の安定した値を示した。
　以上のことから、直腸温を一定にし、主観的
感覚も安定した環境条件においては脳内温度
は一定であり、それを 1H-MRS を用いて 1 分の
時間分解能で評価可能であることが示された。
　今後は、より実践的な冷却方法を用いて、
脳内温度を指標とした暑熱対策の基盤となる
データの収集を行う｡

図 1　直腸と前頭葉における温度変化

⑵ 暑熱環境下におけるパフォーマンス発揮に
　有効な方策の検討

【目的・方法】　
　カフェイン摂取が運動パフォーマンスを向上
させることが報告されているが、暑熱環境下
の運動パフォーマンスや認知機能においても
同様なプラスの効果を及ぼすかは明らかでは
ない｡ そこで本研究は、運動前の低濃度カフェ
イン（体重当たり3	mg）摂取が、 球技系種目
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い可能性が示された。
⑶　暑熱環境対策ガイドブックの作成

【目的】
　東京 2020オリンピック・パラリンピックを
見据え、暑熱環境下におけるアスリートのパ
フォーマンス発揮に主眼をおいたガイドブッ
クを作成することを目的とした｡

【進捗】
　本年度は以下の内容で作成を行うことを決定し、
2017年度の発刊を目指して作業を進めている｡
1. 暑熱対策に関する概論
2. 暑熱環境下における対策
　　1）暑熱順化
　　2）身体冷却
　　3）水分補給
3. アンケートに対する回答
⑷　暑熱対策に関するアンケートの実施

【目的】
　本研究は暑熱環境による影響が大きいと考
えられる競技種目の選手、コーチ・指導者及
び情報・医・科学スタッフを対象に、暑熱環
境・対策に関するアンケート調査を行い、東
京2020オリンピック・パラリンピックで活用
できる成果を創出するための研究の基礎資料
とすることを目的とした｡

【結果】
　2015年度末現在、8 競技団体、10 競技種目
にアンケート調査の実施協力を依頼し、3 競
技団体、5 競技種目関係者 58 名（選手 : 48 名、
コーチ・指導者 : 9名、情報・医・科学委員 : 1
名）から回答を得た（図 4）｡

図 4　アンケート調査の回答集計例

【まとめ】
　2 年計画の初年度、基礎的データの蓄積段
階として順調に進行している。

（文責　中村　大輔、髙橋　英幸）	
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をシミュレートした高強度間欠的運動パフォー
マンス発揮及び認知機能に及ぼす影響を検討
した｡ 	
　体育会に所属する男子大学生 8 名を対象と
して、高温多湿環境（温度 32℃、湿度 70%）
にて、高強度間欠的自転車ペダリング運動前
にカフェインを摂取する群と摂取しない群（プ
ラセボ）の 2 条件にて実験を行った｡ 運動は、
体重の 7.5% 負荷（kp）で 5 秒間の全力ペダリ
ング及びその後のアクティブレストで構成さ
れた 2分間を1セットとし、これを前後半各
21セット行わせるものであった。

【結果】
　両条件下におけるパフォーマンス発揮の変
動に交互作用は認められなかった。また、両
条件下における総仕事量にも有意な差は認め
られなかった（図2）。

　認知機能の指標となるグリッドテストの変
動に交互作用は認められなかったが、後半のグ
リッドテストの回答数を個別に検討した結果、
回答数が減少したのは 1 名のみであった（図3）。

　本研究の結果、暑熱環境条件における低濃
度のカフェイン摂取（3	mg/kg）は間欠的運
動パフォーマンス発揮に大きな影響を与えな
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図 2　両条件下における総仕事量（W/kg）
　　　平均値±標準偏差

図 3　両条件下における後半のグリッドテストの
　　　回答数（個別の検討）
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（2）競技会場でのサポートシステムの構築（2）競技会場でのサポートシステムの構築

1. 目的・背景
　競技中の効率的なデータ収集、分析スタッ
フからコーチへの情報フィードバック等の競
技会場でのサポート活動を効率化するために
は、各種の情報通信技術（以下「ICT」という。）
を導入することが極めて効果的である。
　本プロジェクトでは、ICT に関する各種情
報収集を行い、東京 2020 大会に向けた強化
への取り組みや支援活動に対して、情報なら
びにソリューション提供を行うことを目的と
する。こうした目的達成のために、1）オリ
ンピック大会における ICT 導入状況の調査、
2）ICT 関連の最先端技術動向の調査、3）競
技現場での ICT に対するニーズ調査、の3つの
サブプロジェクトを実施する。2015年度は、
情報やノウハウの収集とそれらを蓄積するた
めのデータベース構築を主な目標とした。

2. 実施概要
（1）　オリンピック大会の ICT 調査
　①　ロンドンオリンピック調査

【目的】
　ロンドンオリンピック / パラリンピックに
おけるスポーツ工学 / 情報技術面でのサポー
ト状況ならびに大会後のオリンピックレガ
シーの実施状況を調査することを目的とした。

【期間及び場所】
　2015 年 11月3日〜 9日のスケジュールで、
クィーンエリザベス・オリンピックパーク

（ ロ ン ド ン ）、Sports	Performance	&	Tech	
Summit（マンチェスター）、シェフィールド・
ハ ラ ム 大 学 Center	 for	Sports	Engineering	
Research（以下「CSER」という。）（シェフィー
ルド）を訪問した。

【成果の概要】
　English	Institute	of	Sports（以 下「EIS」 と
いう。）情報技術部門マネージャーである
Naomi	Stenhouse 氏と面会し、ロンドン大会
における EIS によるテクノロジーサポートの
内容のヒアリングを行った。パラリンピック

競技も含んだ競技間でのテクノロジーの転移
により効率的に開発を行うアプローチは JISS
での取り組みにも参考になるものであった。
　CSERでは Steve	Haake 教授、David	James
博士をはじめとするスタッフとの情報交換を
行い、大会後のサポートプロジェクト並びに
オリンピックレガシーとしての取り組みにつ
いてヒアリングした。CSERが担ったプロジェ
クトは唯一大会後も継続実施された。その要
因としては、成果は勿論だが、レガシー価
値が認められたことが大きいとのことであっ
た。スポーツ分野での開発成果を健康分野で
利活用し、具現化したのがオリンピックレガ
シーパーク（Advanced	Wellbeing	Research	
Centre）である。そこではアスリート支援を
目的として開発された画像解析等の技術を一
般の健康増進のために応用し、総合的診断の
提供等を行っている。CSER の活動はオリン
ピックレガシーの一つの成功事例と言える。
これらを参考に JISS でも日本社会にあった独
自のレガシー価値創出を検討していく必要が
ある。

②　リオデジャネイロオリンピック調査
【目的】
　リオデジャネイロオリンピックにおける組
織運営や競技会場での ICT 活用状況及びモバ
イル通信等の現地ネットワーク環境を調査す
ることを目的とした。

【期間及び場所】
　2016年2月26日〜3月13日の期間にオリンピッ
ク競 技 会 場（Barra、Copacabana、Deodoro、
Maracana 地区）、選手村、ブラジルオリンピッ
ク委員会を訪問し、各種調査を実施した。

【成果の概要】
・組織運営及び競技会場の ICT 導入調査
　リオデジャネイロ市内では監視カメラと
GPS を利用したナビゲートシステムが整備さ
れていた。このシステムにより組織委員会は
大会参加者の居場所をリアルタイムに把握で

研究代表者　伊藤浩志（スポーツ科学研究部）
メンバー　　清水潤、三浦智和、田中仁、桜井義久、中川康二、松村真一、深尾拓生、杉山恵玲奈、藤島遥香、　
　　　　　　澤田みのり、高橋美帆、阿部祥子、大坂則之、味吉貴大、加藤恭章（以上、スポーツ科学研究部）
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きることから、アスリートの事故の際に付近
の大会スタッフを急行させるといったサービ
ス提供を予定しているそうである。参加者の
安全確保やホスピタリティー向上のためのシ
ステムは東京大会でも必要となるであろう。
　いくつかの競技会場では会場内に NTC 施
設が併設されていた。体操競技 NTC のトレー
ニング場には複数カメラと分析ソフトウエア
を用いた即時フィードバックシステムが導入
されていた。トレーニング施設以外にも、食
堂、ドクターが常駐するケアルーム、ユース
選手向け学習施設も設置されていた。このよ
うに単に大会用の施設としてだけではなく、
大会後の強化や普及活動を視野に入れた整備

（レガシー価値）が進められていると考えら
れる。

写真　リオの体操競技 NTC のトレーニング場

・現地ネットワーク環境調査
　各競技会場周辺でのモバイル通信による
ネットワーク調査を行った。いずれの会
場でも 4G 接続が可能であり、映像のスト
リーミング再生も可能であった。ただし、
Maracana、Copacabana 地区は都市部のため
現状でも混線があり、Barra 地区は大会中の
回線利用増が予想されるため、大会中の利用
には通信会社や接続機器の選択に注意が必要
である。	
　ブラジルではインターネット接続での光回
線利用が少なくADSLかCATVが主流であっ
た。企業等では屋上に取り付けたラジオアン
テナによる無線接続方式が主流であった。電
波調査や大会関係者へのヒアリングを実施し
たが、スタジアム Wi-Fi や次世代無線ネット
ワークの導入は予定されていないようである。

（2）　	ICT 関連の最先端技術動向の調査
　技術動向調査として、一般には非公開なも
のをも含む 5 つの ICT 関連展示会に参加し、

情報収集を行った。データベース化されたレ
コード数は、先端技術情報 22 タイトル、製
品情報 111 点であった。また、スポーツに有
用と考えられるウェアラブルデバイスや映像
デバイス 19 製品に対して機能、性能、使い
易さ等に関する実機評価を行った。これらの
成果は JEATEC2016 において NF スタッフ
に情報提供を行った。

（3）　競技現場の ICT に関するニーズ調査
　競技現場における ICT の活用状況ならびに
興味のある技術等に関するアンケート調査を
実施した。対象者は 173 名でその内訳は、選
手 11.8%、コーチ 24.7%、サポートスタッフ
40.6%、研究者 8.2%、その他（施設管理者等）
14.7% であった。質問項目は 22 項目であり、
その内容は、トレーニング場面での映像・IT
デバイスの導入状況、SNS やクラウドサービ
スの利用状況、NF で利用したいインターネッ
トサービスに関するものであった。
　表は各デバイスの導入状況と利用したい
サービスについて上位の回答をまとめたもの
である。スマホやタブレットの利用率が高く、
スマートデバイス導入も行われつつあること
が伺える。JISS ではこれらのデバイスを競技
スポーツ場面でより効果的に利用できる開発
を行っていく必要がある。
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を利用したナビゲートシステムが整備さ

れていた。このシステムにより組織委員会は

大会参加者の居場所をリアルタイムに把握で

きることから、アスリートの事故の際に付近

の大会スタッフを急行させるといったサービ

ス提供を予定しているそうである。参加者の

安全確保やホスピタリティー向上のためのシ

ステムは東京大会でも必要となるであろう。

いくつかの競技会場では会場内に 施設

が併設されていた。体操競技 のトレーニ

ング場には複数カメラと分析ソフトウエアを

用いた即時フィードバックシステムが導入さ

れていた。トレーニング施設以外にも、食堂、

ドクターが常駐するケアルーム、ユース選手

向け学習施設も設置されていた。このように

単に大会用の施設としてだけではなく、大会

後の強化や普及活動を視野に入れた整備（レ

ガシー価値）が進められていると考えられる。

写真 体操競技 のトレーニング場

・現地ネットワーク環境調査

各競技会場周辺でのモバイル通信によるネ

ットワーク調査を行った。いずれの会場でも

接続が可能であり、映像のストリーミング

再生も可能であった。ただし、 、

地区は都市部のため現状でも混線

があり、 地区は大会中の回線利用増が予

想されるため、大会中の利用には通信会社や

接続機器の選択に注意が必要である。

ブラジルではインターネット接続での光回

線利用が少なく か が主流であった。

企業等では屋上に取り付けたラジオアンテナ

による無線接続方式が主流であった。電波調

査や大会関係者へのヒアリングを実施したが、

スタジアム や次世代無線ネットワーク

の導入は予定されていないようである。

関連の最先端技術動向の調査

技術動向調査として、一般には非公開なも

のをも含む つの 関連展示会に参加し、情

報収集を行った。データベース化されたレコ

ード数は、先端技術情報 タイトル、製品情

報 点であった。また、スポーツに有用と考

えられるウェアラブルデバイスや映像デバイ

ス 製品に対して機能、性能、使い易さ等に

関する実機評価を行った。これらの成果は

において スタッフに情報提供

を行った。

競技現場の に関するニーズ調査

競技現場における の活用状況ならびに

興味のある技術等に関するアンケート調査を

実施した。対象者は 名でその内訳は、選手

、コーチ 、サポートスタッフ 、

研究者 、その他（施設管理者等） で

あった。質問項目は 項目であり、その内容

は、トレーニング場面での映像・ デバイス

の導入状況、 やクラウドサービスの利用状

況、 で利用したいインターネットサービス

に関するものであった。

表 は各デバイスの導入状況と利用したい

サービスについて上位の回答をまとめたもの

である。スマホやタブレットの利用率が高く、

スマートデバイス導入も行われつつあること

が伺える。 ではこれらのデバイスを競技ス

ポーツ場面でより効果的に利用できる開発を

行っていく必要がある。

表１ 主な質問項目と上位 位の回答

撮影に使う機器

カメラ スマホ タブレット

映像閲覧に使う機器

タブレット スマホ

映像共有の方法

メモリ等 クラウド

スマートデバイスの利用率

腕時計型 用具型 シャツ型

スマートデバイスの利用目的 ※デバイス利用内での比率

心拍計測 走行距離 技術評価

が提供するネットサービス

競技会日程 競技結果 競技会申込

で利用したいネットサービス

競技会映像 統計データ 競技結果

（文責 伊藤 浩志）

撮影に使う機器
カメラ	71% スマホ	51% タブレット 38%

映像閲覧に使う機器
PC	58% タブレット	45% スマホ	44%

映像共有の方法
USBメモリ等	51% SNS	35% クラウド	34%
スマートデバイスの利用率
腕時計型	17% 用具型	13% シャツ型	2%

スマートデバイスの利用目的	　※デバイス利用内での比率
心拍計測	79% 走行距離	50% 技術評価	21%

NFが提供するネットサービス
競技会日程	87% 競技結果	84% 競技会申込	59%
NFで利用したいネットサービス
競技会映像	68% 統計データ	52% 競技結果	50%

表　ニーズ調査における主な質問項目と上位 3 位の回答

（文責　伊藤　浩志）
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1. 背景と目的
　自国開催という特殊な環境下において実力
を発揮するためには、そこでの実力発揮に関
わる心理的要因の解明が必要である。そこで
本研究では、東京 2020 オリンピック・パラ
リンピック時の実力発揮を促す心理的要因を
検討することを目的とした。そして、この目
的を達成するために、自国開催時に見られる
特徴的な心理的要因を明らかにすること（検
討課題 1）、東京 2020 オリンピック・パラリ
ンピックに出場すると思われる若手選手の心
理的特徴を明らかにすること（検討課題 2）、
という検討課題を設定した。2つの検討課題
を達成することで、東京 2020オリンピック・
パラリンピックにおける実力発揮やそこに向
けた若手育成の一助になるはずである。

（1）検討課題 1
【目的】
　ここでは、自国開催時に見られる特徴的な
心理的要因を明らかにすることを目的とし
た。この目的を達成するために、自国開催と
他国開催における外的要因の相違を明らかに
した後に、自国開催時の特徴的な心理的要因
を検討した。

【方法】
予備調査 : 本研究の面接調査に先立って、本
研究の対象者とは異なる自国開催と他国開
催の世界大会に出場経験のある5名の元アス
リートに 1 〜 2 時間の予備的な面接調査を
行った。そして、ここでの調査を参考に面接
マニュアル（質問項目）を作成した。
対象者 : 自国開催と他国開催のオリンピック
もしくは主要国際大会に出場した 7名の元ア
スリート（男性 3 名、女性 4 名）
面接調査 : 対象者に対して 2 〜 3 時間の半構
造化面接を実施した。面接調査では、自国開
催と他国開催の違い、そして自国開催におけ
る実力発揮までの過程を大会の数ヶ月前まで

遡って語ってもらった。ここでは、自国開催
においてプレッシャーと感じた要因、その心
理・身体的影響、さらにパフォーマンスへの
影響を時系列的に尋ねた。
　面接調査は対象者の同意を得た後、音声機
器に録音した。そして、得られた音声データ
は逐語化を行い、それらを分析資料として、
修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー
チ（M-GTA）を用いて分析した。

【結果と考察】
　分析の結果、自国開催と他国開催の違いと
して、観客、環境、時差、食事、気候、施設、
メディア、言語、文化、サポート体制、審判
という 11要因が同定された。そして、これら
の中で特に観客やメディアといった他者との
関係における問題がプレッシャーとなり、不
安・焦り・緊張の増幅やコンディションの悪
化につながることが示唆された。また、自国
開催において実力発揮できる際には、自身の
課題に意識が向くことによって、自己への気
づきが高まり、集中力や自信の向上につなが
ると考えられた。一方、実力発揮できない際
には、外的要因に注意が向き、自己疎外的な
思考に陥ることによって、集中力の欠如に

研究代表者　立谷泰久（スポーツ科学研究部）
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背景と目的

自国開催という特殊な環境下において実力

を発揮するためには、そこでの実力発揮に関わ

る心理的要因の解明が必要である。そこで本研

究では、 年東京オリンピック・パラリンピ

ック時の実力発揮を促す心理的要因を検討す

ることを目的とした。そして、この目的を達成

するために、自国開催時に見られる特徴的な心

理的要因を明らかにすること（検討課題 ）、

年の東京オリンピック・パラリンピックに

出場すると思われる若手選手の心理的特徴を

明らかにすること（検討課題 ）、という検討課

題を設定した。 つの検討課題を達成すること

で、 年の東京大会における実力発揮やそこ

に向けた若手育成の一助になるはずである。

（１）検討課題

【目的】

ここでは、自国開催時に見られる特徴的な心

理的要因を明らかにすることを目的とした。こ

の目的を達成するために、自国開催と他国開催

における外的要因の相違を明らかにした後に、

自国開催時の特徴的な心理的要因を検討した。

【方法】

予備調査 本研究の面接調査に先立って、本

研究の対象者とは異なる自国開催と他国開催

の世界大会に出場経験のある 名の元アスリー

トに 〜 時間の予備的な面接調査を行った。そ

して、ここでの調査を参考に面接マニュアル

（質問項目）を作成した。

対象者 自国開催と他国開催のオリンピッ

クもしくは主要国際大会に出場した 名の元ア

スリート（男性 名、女性 名）

面接調査 対象者に対して ～ 時間の半構

造化面接を実施した。面接調査では、自国開催

と他国開催の違い、そして自国開催における実

力発揮までの過程を大会の数ヶ月前まで遡っ

て語ってもらった。ここでは、自国開催におい

てプレッシャーと感じた要因、その心理・身体

的影響、さらにパフォーマンスへの影響を時系

列的に尋ねた。

面接調査は対象者の同意を得た後、音声機器

に録音した。そして、得られた音声データは逐

語化を行い、それらを分析資料として、修正版

グラウンデット・セオリー・アプローチ

（ ）を用いて分析した。

【結果と考察】

分析の結果、自国開催と他国開催の違いとし

て、観客、環境、時差、食事、気候、施設、メ

ディア、言語、文化、サポート体制、審判とい

う 要因が同定された。そして、これらの中で

特に観客やメディアといった他者との関係に

おける問題がプレッシャーとなり、不安・焦

り・緊張の増幅やコンディションの悪化につな

がることが示唆された。また、自国開催におい

て実力発揮できる際には、自身の課題に意識が

向くことによって、自己への気づきが高まり、

集中力や自信の向上につながると考えられた。

一方、実力発揮できない際には、外的要因に注

意が向き、自己疎外的な思考に陥ることによっ

図 自国開催における実力発揮・不発揮のプロセス

⑶自国開催オリンピック・パラリンピックにおける実力発揮を促進する心理的要因の検討

観客 環境 時差 食事

気候 施設 メディア 言語

審判 サポート体制 文化

緊張感

自国開催と他国開催の違い（11要因）

焦り不安

心身へのネガティブな影響

外的要因への注意

自己疎外的・自己

否定的な思考

自信・集中力欠如

実力不発揮

課題への注意

気づき

自信・集中力

実力発揮

コンディションの悪化

【自我】や【自己信頼感】

強い弱い

図 1　自国開催における実力発揮・不発揮のプロセス
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【結果と考察】
　全体の印象評定は、バウムテストの評定順
序による影響が出ないように、評定順序をラ
ンダム化し、本研究者 6名が独立して評定し
た。そして、それぞれのバウムの各項目につ
いて、6名の評定値の平均値をバウムの印象
得点として用いた。その結果、若手選手のバ
ウムは活力量（力強さ）、力動性（エネルギッ
シュさ）、及び巧緻性（明確さ）の得点が高かっ
た。使用領域（サイズ）からは相対的に大き
なバウムが多く、アスリートのエネルギーの
強さが窺えた（表 1）。各指標の分析結果から
は、実の数、雲状の樹冠、地面線や根、開放
された幹先端処理が多い傾向にあった（表 2）。
これらの傾向から外的評価（競技結果）に左
右された自己形成をしている可能性のあるこ
とが示唆された。
　バウムを全体の印象、サイズや位置、各指
標を総合的に考察すると、若手トップアス
リートにはエネルギーの強さ、創造性の高さ、
思い切りの良さだけでなく、自己表現する方
法の拙さといった心理的特徴が考えられた。

2. まとめと今後の課題
　上記の検討課題 1 と 2 の結果から、自国開
催時に実力発揮するためには選手が日常的
に主体的に自身の課題に意識を向け、自我
の発達を促す体験が必要であることが示唆さ
れた。今後は、対象人数の拡大、バウムテス
トや心理サポートに精通した専門家からの指
導、学会や各種研修会での発表等を通して分
析の精度を高めていく予定である。

（文責　鈴木　敦、立谷　泰久）	
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陥ることが示唆された。これらの実力発揮を規
定する心理的要因として、自我や自己信頼感の
強さが考えられた（図1）。

（2）検討課題 2
【目的】
　東京 2020オリンピック・パラリンピックに
出場すると思われる若手選手の心理的特徴を
明らかにすることを目的とした。

【方法】
対象者 : 世界大会に出場経験のある 16 〜 27
歳までのトップアスリート 32 名（男性 15 名、
女性 17 名）を対象にバウムテスト（Baumtest:

「一本の木の絵」からその人のパーソナリティ
を検査する方法）を施行した。以下、バウム
テストで描かれた木をバウムと表記する。
分析 : バウムを全体の印象、サイズや位置、
各指標（樹冠、実、幹先端処理、地面、根、
付加物）から分析した。全体の印象は SD 法

（Semantic	Differential	Method）によるバウ
ムテストの評定尺度（山口・横山、2003）を
用いて評定した。この尺度は 30 語の形容詞
対を用いて 7 段階評定を行い、バウムを緊張
度、活力量、力動性、形態、巧緻性、柔軟性
という 6 側面から評定できる尺度である。
　木のサイズや位置はバウムテスト透視図

（ルネ・ストラ、2011）を用いて算出した。
バウムテスト透視図は、バウムの描かれた
A4用紙を 32分割し、その使用領域を調べる
ものである。各指標は先行研究（例えば、岸本、
2002 ; カール・コッホ、2010）を参考に樹冠、
実、幹先端処理、地面、根、付加物に分類した。
各指標の分析は心理サポート経験のある 6 名
が合議を繰り返し、最終的な分類とした。
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指標 樹冠 実 幹先端処理 地面 根 付加物

雲状 個以上 開放 あり あり あり

人数（％） （ ）

※各指標の人数（％）を示した。

使用領域

※全体の使用領域（最大 マス）、及び 分割した際の各使用領域（最大 マス）に対する平均使用領域を示した。数値は付加

物（太陽や人など）も合わせた全体の使用領域の平均（ ）、括弧内にバウムのみの使用領域の平均（ ）を表記した。

全体 右上 右下 左上 左下

表 バウムの使用領域の平均

表 各指標の分類

て、集中力の欠如に陥ることが示唆された。こ

れらの実力発揮を規定する心理的要因として、

自我や自己信頼感の強さが考えられた（図 ）。

（２）検討課題

【目的】
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【方法】
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歳までのトップアスリート 名（男性 名、女

性 名）を対象にバウムテスト（ ：「一
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査する方法）を施行した。以下、バウムテスト

で描かれた木をバウムと表記する。

分析 バウムを全体の印象、サイズや位置、

各指標（樹冠、実、幹先端処理、地面、根、付

加物）から分析した。全体の印象は 法

（ ）によるバウムテ

ストの評定尺度（山口・横山、 ）を用いて

評定した。この尺度は 語の形容語対を用いて

段階評定を行い、バウムを緊張度、活力量、

力動性、形態、巧緻性、柔軟性という 側面か

ら評定できる尺度である。

木のサイズや位置はバウムテスト透視図（ル

ネ・ストラ、 ）を用いて算出した。バウム

テスト透視図は、バウムの描かれた 用紙を

分割し、その使用領域を調べるものである。

各指標は先行研究（例えば、岸本、 ；カー

ル・コッホ、 ）を参考に樹冠、実、幹先端

処理、地面、根、付加物に分類した。各指標の

分析は心理サポート経験のある 名が合議を繰

り返し、最終的な分類とした。

【結果と考察】

全体の印象評定は、バウムテストの評定順序

による影響が出ないように、評定順序をランダ

ム化し、本研究者 名が独立して評定した。そ

して、それぞれのバウムの各項目について、

名の評定値の平均値をバウムの印象得点とし

て用いた。その結果、若手選手のバウムは活力

量（力強さ）、力動性（エネルギッシュさ）、及

び巧緻性（明確さ）の得点が高かった。使用領

域（サイズ）からは相対的に大きなバウムが多

く、アスリートのエネルギーの強さが窺えた

（表 ）。各指標の分析結果からは、実の数、雲

状の樹冠、地面線や根、開放された幹先端処理

が多い傾向にあった（表 ）。これらの傾向から

外的評価（競技結果）に左右された自己形成を

している可能性のあることが示唆された。

バウムを全体の印象、サイズや位置、各指標

を総合的に考察すると、若手トップアスリート

にはエネルギーの強さ、創造性の高さ、思い切

りの良さだけでなく、自己表現する方法の拙さ

といった心理的特徴が考えられた。

まとめと今後の課題

上記の検討課題 と の結果から、自国開催時

に実力発揮するためには選手が日常的に主体

的に自身の課題に意識を向け、自我の発達を促

す体験が必要であることが示唆された。今後は、

対象人数の拡大、バウムテストや心理サポート

に精通した専門家からの指導、学会や各種研修

会での発表等を通して分析の精度を高めてい

く予定である。

（文責 鈴木敦・立谷泰久）
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1. 目的・背景
　競技会で最高のパフォーマンスを発揮する
ためには最適なコンディショニングが必要不
可欠となる。特に、2020 年の東京オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会では、地元開催
として地の利を活かしたコンディショニング
が可能となり、JISS・NTC もその一環として
のコンディショニングセンターあるいはハイ
パフォーマンスセンターとして機能すること
も期待される。そこで本研究では、東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会、そして、
出場権獲得までの国外大会に向けたコンディ
ショニング方策を検討することを目的として
3 つのテーマに関する研究を行った。

2. 実施概要
⑴ 全身冷却治療（whole	body	cryotherapy:	
　WBC）の最適なプロトコールに関する研究
　（主担当 : 土肥美智子）

【背景・目的】　運動後のリカバリー処方に利
用される WBC の効果の出現機序として、我々
が 2014 年度までに検討した結果、運動後の急
性的な影響よりも長時間経過後にみられる抗
酸化力の増加などを介したものが中心となる
可能性が示唆された。本研究では、レジスタ
ンス運動後に実施される単回の WBC の影響
について検討し、スポーツ現場において効果
的・効率的な処方を具体的かつ実現可能なプロ
トコールとして提案することを目的とする。

【対象および方法】健常男性 6 名（年齢 31.8	
±	2.2 歳、身長 170.8	±	6.4cm、体重 70.5	±	
10.6kg）を対象として、レジスタンス運動 3
日後までの長期的影響に関して、WBC あり、
なしのクロスオーバー比較試験で検討した。
2016 年 3月現在で検討ができている検査項
目は、筋スティフネス（大腿直筋と腓腹筋）、
大腿部前面の皮膚温および皮膚血流量、乳酸

濃度、心拍数、血圧、血液検査指標（ノルア
ドレナリン、SOD）、最大等尺性筋力、唾液
分泌型免疫グロブリンAである。

【結果】現時点では、WBC あり群ではなし群
より冷却後のノルアドレナリンの分泌が亢進
していることが明らかとなった ( 図 1)。これ
以外の項目には明らかな群間差は認められな
かった。

【まとめ】ノルアドレナリンの分泌がリカバ
リーとしてどのような効果をもたらしている
のか、また現時点で検討されていない他の項
目においてどのような群間差がみられるの
か、被験者を追加し検討していく予定である。

	

図1 　運動前後のノルアドレナリン濃度の変化

⑵アスリートの睡眠に関する研究（主担当 :
　星川雅子）
　本研究は、①日常生活におけるアスリート
の睡眠健康維持に重要な生活習慣の改善に関
する研究、②低酸素環境での睡眠時間と免疫
に関する指標との関連についての研究、③時
差調整に関する研究の 3 つから構成される。
　①日常生活におけるアスリートの睡眠健康
維持に重要な生活習慣の改善に関する研究で
は、アスリートが自身の睡眠習慣を振り返る
機会を提供することを目的に、アスリートの
睡眠の特徴と課題、解決策の例に関して小冊
子を作成して配布した。

研究代表者　髙橋英幸（スポーツ科学研究部）
メンバー　　亀井明子、土肥美智子、星川雅子、石毛勇介、清水和弘、中村真理子、松林武生、元永恵子、
　　　　　　石橋彩、大内志織、大澤拓也、塩瀬圭佑、田名辺陽子、千野謙太郎（以上、スポーツ科学研究部）、
　　　　　　川原貴、　中嶋耕平（以上、メディカルセンター）
外部協力者　内田直（早稲田大学）、岡村浩嗣、近藤衣美（大阪体育大学）、禰屋光男（静岡産業大学）、
　　　　　　山田陽介（医薬基盤・健康・栄養研究所国立健康・栄養研究所）

（4）競技会に向けたコンディショニング（4）競技会に向けたコンディショニング
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うち軽量級選手 2名の変化を図3に示す。初
回の筋 Gly 濃度を 100% とした場合、14% の
筋 Gly 低下となった B は翌朝 106% まで回復
した。しかし、40% の筋 Gly 低下となった A
は翌朝 82% までの回復にとどまった。
	

　体重階級制競技の計量後の効果的な回復食
の内容を検討するために、「天皇杯平成 27 年
度全日本レスリング選手権大会」にて日本の
トップレスリング選手の減量の実施状況と計
量後の回復食の内容について質問紙調査を実
施した。162 名（54.2%）の選手から回答を得た。
計量 1 か月前からの体重減少量の違いによっ
て 3 群に分けて回復食の摂取内容の違いを検
討した結果、体重減少量の多い群は回復食の
総摂取重量が多い傾向がみられた。しかし、
その内容は男女で異なり、男子では白飯、お
かゆ・おじや、麺類、飲料が多く、女子では
肉料理、野菜・きのこ・海藻類、果物、乳製品、
菓子類が多い傾向にあった。体重階級による
3 群（軽量級・中量級・重量級）の比較では、
回復食の内容に違いは認められなかった。今
後、減量方法や回復食の内容、試合当日の体
調関連についても検討し、試合に向けた回復
食摂取の現状を明らかにする。

3. まとめ
　2 年計画の初年度の研究として、各研究テー
マで着実にデータの蓄積が行われている。今
後のさらなる取り組みにより、コンディショ
ニングセンター・ハイパフォーマンスセン
ターとしての JISS の機能向上に繋がる知見が
得られることが期待される。

　　　　（文責　亀井　明子、土肥　美智子、
　　　　　星川　雅子、髙橋　英幸）
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　②低酸素環境での睡眠時間と免疫に関す
る指標との関連についての研究では、標高
3,000m 相当の低酸素環境で 7 時間 30 分ある
いは 8 時間〜 8 時間 30 分睡眠した場合の免疫
関連指標について検討している。睡眠時間 7
時間30分の場合については、5名の測定を行っ
たところ、低酸素宿泊 6日目に血中 IL-6、網
状赤血球、血小板の上昇が観察された（図 2）。
血中の C 反応性蛋白、TNF- α、コルチゾル、
カテコラミン濃度、唾液分泌型免疫グロブ
リン A の分泌速度は変化しなかった。また、
低酸素環境での宿泊 6日目に、夜間睡眠中の
SpO2 が上昇、心拍数が低下するという低酸
素への適応が観察された一方、日中の常酸素
環境での安静時および運動中の心拍数、RPE
は上昇し、PWC150 が低下する傾向にあった

（p<0.10）。反応時間は変化しなかった。現在
睡眠時間 8 時間〜 8 時間30分の条件での実験
を実施中である。

図 2　低酸素宿泊期間中の血中 IL-6 濃度の変化

　③時差調整に関する研究では、リオデジャ
ネイロやアメリカ合衆国へ海外遠征する選手
を対象に、高照度光照射、ラメルテオン服用、
睡眠スケジュールの調整を行った場合の睡眠
の変化について調べている。

⑶最適な栄養摂取に関する研究（主担当 :
　亀井明子）
　トップアスリートの通常練習時の筋グリ
コーゲン（Gly）動態を確認し、各競技種目に
適した筋 Gly の回復に必要な日常練習時の炭
水化物摂取量について検討するため、男子記
録系種目を対象として瞬発系 4 名と持久系 1
名を対象として事例調査を行った。練習前

（朝）、午前練習後、午後練習後、翌朝に外側
広筋の Gly 含有量を測定するとともに、エネ
ルギー及び栄養摂取量を評価した。瞬発系の
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③時差調整に関する研究では、リオデジャネ
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⑶ 最適な栄養摂取に関する研究（主担当：

亀井明子）

トップアスリートの通常練習時の筋グリコ

ーゲン 動態を確認し、各競技種目に適した

筋 の回復に必要な日常練習時の糖質摂取量

について検討するため、男子記録系種目を対象

として瞬発系 名と持久系 名を対象として事

例調査を行った。練習前（朝）、午前練習後、

午後練習後、翌朝に外側広筋の 含有量を測

定するとともに、エネルギー及び栄養摂取量を

評価した。瞬発系のうち軽量級選手 名の変化

を図 に示す。初回の筋 濃度を とした場

合、 の筋 低下となったＢは翌朝 ％ま

で回復した。しかし、 の筋 低下となった

Ａは翌朝 までの回復にとどまった。

体重階級制競技の計量後の効果的な回復食

の内容を検討するために、「天皇杯平成 年度

全日本レスリング選手権大会」にて日本のトッ

プレスリング選手の減量の実施状況と計量後

の回復食の内容について質問紙調査を実施し

た。 名（ ）の選手から回答を得た。計

量 か月前からの体重減少量の違いによって

群に分けて回復食の摂取内容の違いを検討し

た結果、体重減少量の多い群は回復食の総摂取

重量が多い傾向がみられた。しかし、その内容

は男女で異なり、男子では白飯、おかゆ・おじ

や、麺類、飲料が多く、女子では肉料理、野菜・

きのこ・海藻類、果物、乳製品、菓子類が多い

傾向にあった。体重階級による 群（軽量級・

中量級・重量級）の比較では、回復食の内容に

違いは認められなかった。今後、減量方法や回

復食の内容、試合当日の体調関連についても検

討し、試合に向けた回復食摂取の現状を明らか

にする。

３．まとめ

年計画の初年度の研究として、各研究テー

マで着実にデータの蓄積が行われている。今後

のさらなる取り組みにより、コンディショニン

グセンター・ハイパフォーマンスセンターとし

ての の機能向上に繋がる知見が得られる

ことが期待される。

（文責 亀井明子、土肥美智子、星川雅子、

髙橋英幸

図 実際のトレーニング・食事摂取による筋 の変化
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Ⅷ２

②低酸素環境での睡眠時間と免疫に関する指

標との関連についての研究では、標高

相当の低酸素環境で 時間 分あるいは 時間

～ 時間 分睡眠した場合の免疫関連指標につ

いて検討している。睡眠時間 時間 分の場合

については、 名の測定を行ったところ、低酸

素宿泊 日目に血中 、網状赤血球、血小板

の上昇が観察された 図 。血中の 反応性蛋白、

α、コルチゾル、カテコラミン濃度、唾液

分泌型免疫グロブリン の分泌速度は変化しな

かった。また、低酸素環境での宿泊 日目に、

夜間睡眠中の が上昇、心拍数が低下すると

いう低酸素への適応が観察された一方、日中の

常酸素環境での安静時および運動中の心拍数、

は上昇し、 が低下する傾向にあった

。反応時間は変化しなかった。現在睡

眠時間 時間～ 時間 分の条件での実験を実

施中である。

図 低酸素宿泊期間中の血中 濃度の変化

③時差調整に関する研究では、リオデジャネ

イロやアメリカ合衆国へ海外遠征する選手を

対象に、高照度光照射、ラメルテオン服用、睡

眠スケジュールの調整を行った場合の睡眠の

変化について調べている。

⑶ 最適な栄養摂取に関する研究（主担当：

亀井明子）

トップアスリートの通常練習時の筋グリコ

ーゲン 動態を確認し、各競技種目に適した

筋 の回復に必要な日常練習時の糖質摂取量

について検討するため、男子記録系種目を対象

として瞬発系 名と持久系 名を対象として事

例調査を行った。練習前（朝）、午前練習後、

午後練習後、翌朝に外側広筋の 含有量を測

定するとともに、エネルギー及び栄養摂取量を

評価した。瞬発系のうち軽量級選手 名の変化

を図 に示す。初回の筋 濃度を とした場

合、 の筋 低下となったＢは翌朝 ％ま

で回復した。しかし、 の筋 低下となった

Ａは翌朝 までの回復にとどまった。

体重階級制競技の計量後の効果的な回復食

の内容を検討するために、「天皇杯平成 年度

全日本レスリング選手権大会」にて日本のトッ

プレスリング選手の減量の実施状況と計量後

の回復食の内容について質問紙調査を実施し

た。 名（ ）の選手から回答を得た。計

量 か月前からの体重減少量の違いによって

群に分けて回復食の摂取内容の違いを検討し

た結果、体重減少量の多い群は回復食の総摂取

重量が多い傾向がみられた。しかし、その内容

は男女で異なり、男子では白飯、おかゆ・おじ

や、麺類、飲料が多く、女子では肉料理、野菜・

きのこ・海藻類、果物、乳製品、菓子類が多い

傾向にあった。体重階級による 群（軽量級・

中量級・重量級）の比較では、回復食の内容に

違いは認められなかった。今後、減量方法や回

復食の内容、試合当日の体調関連についても検

討し、試合に向けた回復食摂取の現状を明らか

にする。

３．まとめ

年計画の初年度の研究として、各研究テー

マで着実にデータの蓄積が行われている。今後

のさらなる取り組みにより、コンディショニン

グセンター・ハイパフォーマンスセンターとし

ての の機能向上に繋がる知見が得られる

ことが期待される。

（文責 亀井明子、土肥美智子、星川雅子、

髙橋英幸

図 実際のトレーニング・食事摂取による筋 の変化

図 3　実際のトレーニング・食事摂取による筋 Glyの変化
Ⅶ2



　Ⅶ　事業報告╱ 2　スポーツ医・科学研究事業　 55

1. 目的・背景
　JISS では、JISS 単独で実施するよりも時間的・経済的に有利であり、国際競技力向上のため
に優れた成果が得られると期待できる場合、外部団体と共同で研究を実施している。
　2015 年度は、以下の 16 件の共同研究を実施した。

2. 実施概要

2-5　　共同研究2-5　　共同研究

研　究　課　題　名 共同研究相手先

競泳における水着設計要素を含んだ筋骨格モデルシミュレーションを用いた関節
トルクと筋張力算出の妥当性の検証

美津濃株式会社

実践知と科学知との融合に基づいた走パフォーマンス向上のためのトレーニング
モデルの構築

青山学院大学

超音波エラストグラフィーを用いた筋肉、腱の硬さの計測
順天堂大学医学部附属
浦安病院

競技スポーツの指導を目的としたセンサ内蔵スポーツ用具の開発 ユーテック株式会社

アーチェリー矢の空力特性の解明に関する基礎的研究 電気通信大学

障害リスクの軽減と投球パフォーマンス（投球速度と制球力）向上に関与する関節運動
の同定とそれを基にした発展型シミュレーション動作の生成

大阪大学

陸上用義足板バネの特性と走行性能に関する研究 美津濃株式会社

サウナ式クライオセラピー装置とチャンバー式クライオセラピー装置による生体反応に
ついての比較

株式会社前川製作所

スキー競技用衣類の表面加工の違いが空気力に及ぼす影響 オンヨネ株式会社

コンプレッションガーメント（コンプレッションウェア）が疲労回復とパフォーマンスに
及ぼす効果に関する研究

株式会社
マッキャンエリクソン

スノーボード競技用衣類の表面加工の違いが空気力に及ぼす影響 全日本スキー連盟

自転車のペダル間隔と空気抵抗との関係 名古屋市立大学

チェアスキー用カウルの研究開発
東北大学
流体科学研究所

IT を活用したトレーニング支援システムの開発（ウェアラブルセンサー機器の開発） 株式会社日立製作所

タンデム自転車―選手系の抗力最小化 山形大学

陸上競技用車いすの空力特性および身体負荷評価に関する研究 東京工業大学

（文責　研究・支援協力課）
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1. 目的・背景
　JISS では、内部の研究費以外に科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学
研究費補助金を積極的に獲得するよう努めている。
　2015 年度は、以下の 36 件（内、新規 10 件、継続 22 件、延長 1 件、分担 3 件）の研究課題
で研究費の交付を受けた。

2. 実施概要

2-6　　科学研究費助成事業2-6　　科学研究費助成事業

区　分 研　究　課　題　名 研　究　員　名

基盤研究 (B)
炭素磁気共鳴分光法を活用した筋グリコーゲン枯渇運動モデルの構築と
応用

髙橋　英幸（科学研究部）

基盤研究 (C) スキージャンプ踏み切り動作終了時の姿勢が飛行局面に及ぼす影響 山辺　芳（科学研究部）

基盤研究 (C) トップアスリートにおける心理的競技能力評価尺度の開発に関する研究 立谷　泰久（科学研究部）

基盤研究 (C) インターネットを利用したスポーツ指導の方法論的検討 宮地　力（科学研究部）

基盤研究 (C) アスリートの睡眠の問題の改善に関する研究 星川　雅子（科学研究部）

基盤研究 (C) 筋骨格モデルを用いた一流競技者の多角的動作評価システムの考案 横澤　俊治（科学研究部）

基盤研究 (C)
全身のセグメント間相互作用に着目した野球の投球における運動スキル
評価法の開発

内藤　耕三（科学研究部）

若手研究 (B) 姿勢調整能力と下腿の筋特性の加齢変化に関する研究 加藤　えみか（科学研究部）

若手研究 (B)
ジュニア競技者の適性診断と育成システムの開発 : タレント発掘事業へ
の応用を目指して

池田　達昭（科学研究部）

若手研究 (B)
実用的なスポーツトレーニング用小型・高精度 GPS センサの開発とそ
の応用

桜井　義久（科学研究部）

若手研究 (B) 低酸素環境が運動・回復時における筋内グリコーゲン代謝に及ぼす影響 大澤　拓也（科学研究部）

若手研究 (B) 唾液コルチゾールを用いた新たなコンディション評価法の確立 大岩　奈青（科学研究部）

若手研究 (B) 日本人一流競技選手における筋分布パターンの競技種目特性 設楽　佳世（科学研究部）

若手研究 (B)
運動刺激と低酸素刺激が持久性パフォーマンスおよび心血管機能に及ぼ
す影響

黄　忠（科学研究部）

若手研究 (B) 低酸素環境が運動神経適応に及ぼす影響 松林　武生（科学研究部）

若手研究 (B) 筋エネルギー消費効率の新評価方法の確立 有光　琢磨（科学研究部）

若手研究 (B)
間欠的短時間高強度運動におけるリカバリー条件とパフォーマンスとの
関係

大家　利之（科学研究部）
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区　分 研　究　課　題　名 研　究　員　名

若手研究 (B) アルペンスキー傷害発生のメカニクス解明 中里　浩介（科学研究部）

若手研究 (B) 低酸素環境を利用した短期間トレーニング合宿デザインの開発 鈴木　康弘（科学研究部）

若手研究 (B)
競泳の指導・競技現場利用を目的とした経時的な重心速度変化における
基盤研究

松田　有司（科学研究部）

若手研究 (B) 女性アスリートにおける運動後低血圧応答 中村真理子（科学研究部）

若手研究 (B)
生体電気インピーダンス測定による体水分量評価を利用した筋グリコー
ゲン測定法の確立

塩瀬　圭佑（科学研究部）

若手研究 (B) トレーニングによる運動パフォーマンス向上に対する中枢性機能の関与 山中　　亮（科学研究部）

若手研究 (B) 競技力向上に有効な心理サポートの検討 - 熟練者の視点を手掛かりに - 米丸　健太（科学研究部）

若手研究 (B) 悲観的認知方略の肯定的側面―競技場面における防衛的悲観主義― 奥野　真由（科学研究部）

若手研究 (B)
バスケットボール試合中のシュート成功率を高める " 良い " シュート動作
の解明

稲葉　優希（科学研究部）

若手研究 (B) エリートジュニアアスリートにおける形態と筋力の縦断的調査 熊川　大介（科学研究部）

若手研究 (B) ジュニアアスリートにおける身体体分節パラメーターの特徴 袴田　智子（科学研究部）

若手研究 (B)
超音波エラストグラフィを用いて測定した筋硬度に基づく筋のコンディ
ション評価

千野謙太郎（科学研究部）

研究活動
スタート支援

受傷経験後のアスリートの心理的変容・成長過程の検討 鈴木　　敦（科学研究部）

研究活動
スタート支援

急激な方向転換を可能にする左右肢の制御メカニズムの解明 山下　大地（科学研究部）

研究活動
スタート支援

スリングエクササイズによる大腰筋の変化が疾走能力に与える影響 吉本　隆哉（科学研究部）

若 手 研 究 (B)
（延長）

悲観的認知はアスリートの実力発揮に貢献するのか―防衛的悲観主義の
観点から―

奥野　真由（科学研究部）

挑戦的萌芽研
究（分担者）

低酸素環境を利用した呼吸筋トレーニングの開発と持久的パフォーマン
スへの効果

鈴木　康弘（科学研究部）
大家　利之（科学研究部）

基 盤 研 究 (C)
（分担者）

継続性運動トレーニングの実施時間帯による自然免疫増強効果の検討 清水　和弘（科学研究部）

（文責　研究・支援協力課）
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（文責　研究・支援協力課）

1. 目的・背景
　JISS では、内部の研究費や科学研究費助成事業による学術研究助成基金助成金及び科学研究
費補助金以外に、民間団体の研究助成金等外部研究資金を積極的に獲得するよう努めている。
　2015 年度は、以下のとおり JISS として 1 件、個人として 2 件の民間団体研究助成金等の交
付を受けた。

2. 実施概要
〈JISS〉

2-7　　民間団体研究助成金等2-7　　民間団体研究助成金等

研　究　テ　ー　マ 助　成　団　体　名

全身冷却治療 (Whole body cryotherapy, WBC)
の最適なプロトコールに関する研究

公益財団法人ミズノスポーツ振興財団

研　究　テ　ー　マ　等 助　成　団　体　名 研　究　員　名

生化学的指標を用いたコンディション評価の試み～
リオ五輪カヌースラローム競技でのメダル獲得を目
指して～

公益財団法人ヤマハ発動機
スポーツ振興財団

大岩　奈青（科学研究部）

高校生脛骨内側ストレス症候群に対する傷害予防ト
レーニングが足関節筋力に及ぼす影響

特定非営利活動法人 NSCA
ジャパン

秋山　　圭（科学研究部）

〈個人（研究助成）〉
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　診療事業は、JOC 強化指定選手をはじめとするトップレベル競技者を対象として、内科、整形
外科（以上、週 5 日）、心療内科（月 2 日）、歯科（週 4 日）、皮膚科（月 6 日）、眼科（週 1 日）、
婦人科（月 6 日）、耳鼻科（週 1 日）及びアスレティック・リハビリテーション（週 5日）を開設
して実施している。さらに心理カウンセリングを週 2 日、栄養相談を週 5 日行っている。なお、
2010 年度から 2014 年度まで行っていた休日診療（午後のみ、医師 1 名、看護師 1 名）は、2014
年 10 月から看護師1名の体制としていたが、受診者が少なく 2015 年度からは中止した。
　診療は、外来のみの予約制の自由診療で、保険診療は行わないが、料金は原則として保険診療
点数に基づいて算出し、保険診療と同様に 3 割相当額を徴収している。
　2015 年度の延べ受診件数は 15,700 件、延べ受診者数は 14,976 名であった。
　なお、JISS メディカルセンターでは、診療事業のほかにメディカルチェックも担当しており、
2015 年度は、延べ 1,607 名実施した（詳細はスポーツ医・科学支援事業参照）。

⑴　月別受診件数（延べ件数）	 （単位 : 件）
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

件数 1,337 1,131 1,390 1,262 1,069 1,091 1,502 1,435 1,334 1,150 1,445 1,554 15,700

⑵　対象者別受診者数（延べ人数）
区分 JOC 強化指定選手 NF 強化対象選手 その他 合計

受診者数 7,738 7,037 201 14,976

割合 52% 47% 1% 100%

⑶　診療部門別受診件数（延べ件数）
診療部門 受診件数 診療部門 受診件数

内科 2,425 皮膚科 323

整形外科 3,466 耳鼻科 71

リハビリテーション 7,367 眼科 82

歯科 942 心理カウンセリング＊ 169

婦人科 608 栄養相談 247

合計 15,700

3　スポーツ診療事業

メンバー　　【医師】川原貴、土肥美智子、蒲原一之、能瀬さやか、遠藤直哉（以上、内科）
　　　　　　　　　　奥脇透、中嶋耕平、半谷美夏、水谷有里、藤木崇史、福田直子（以上、整形外科）
　　　　　　【リハビリテーション】松田直樹、高嶋直美、鈴木章、中本亮二、三富陽輔、須藤隆之、
　　　　　　　　　　　　　　　　　田中彩乃、中川慶彦、大桃結花、高橋佐江子（スポーツ科学研究部）
　　　　　　【臨床検査】岩原康こ、鳴海絵美、田名辺陽子（2月より小椋 真理子）
　　　　　　【画像検査】大西貴弘、鷲山英司（12 月より國友義史）、苅田朋子
　　　　　　【薬剤】上東悦子、錦織功延
　　　　　　【看護部】先﨑陽子、佐藤由美子、鈴木佳奈実
　　　　　　【歯科衛生】豊島由佳子、添島沙夜香、田中沙織
　　　　　　【医事課】石井抄子、斎藤久珠子、木下佳栄、大平晶子（1月より今井理恵）

※ 1 日 1 人の選手が 2 科受診の場合 2 件とした。

※ 1 日 1 人の選手が複数科受診の場合でも 1人とした。
　その他 : JISS の認めた者。

＊心療内科 33 件を含む

 （単位 : 件）

 （単位 : 件）

（単位 : 人）
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⑸　薬剤部門月別件数（延べ件数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 件）

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

処方数 273 253 251 223 200 229 292 249 213 225 240 270 2,918

⑷　検査部門の実績
①臨床検査部門月別件数（延べ件数） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 件）

検査 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

検体検査 980 3,353 1,103 5,436
生理検査 428 3,017 　　56 3,501

②画像検査部門モダリティ別件数（延べ件数）                        　　　　　　　　　　　  　（単位 : 件）　
モダリティ 診療 チェック・支援 研究・その他 合計

MR 1,536　　　　 1,310　　　　 53　　　　 2,899　　　　
一般撮影 836　　　　 1,908　　　　 0　　　　 2,744　　　　

CT/ 断層 150　　　　 0　　　　 0　　　　 150　　　　

骨塩定量 151　　　　 0　　　　 840　　　　 991　　　　

③ MRI の部位別件数                        　　　　　　　　　　　          　　　　　　 　（単位 : 件）　
頭頚部 肩甲帯 上腕・肘関節 前腕・手指 胸・背・腹部 腰仙部

75 165 69 78 29 225
骨盤・股関節 大腿 膝関節 下腿 足関節 足・趾

83 151 301 141 111 108

⑹　アスレティック・リハビリテーション競技種目別利用状況（延べ件数）　　　 　（単位 : 件）　

競技種目名 人　数 競技種目名 人　数

陸上 1077 ラグビー 387
フェンシング 475

自転車

トラック 88

203

スキー

アルペン 263

465

個人ロードレース 84
クロスカントリー 14 マウンテンバイク 6
ジャンプ 51 BMX 25
ノルディック複合 0 テニス 460
スノーボード 36

体操
体操競技 68

146フリースタイル 101 新体操 5

サッカー
サッカー 963

1,161
トランポリン 73

フットサル 174 バスケットボール 40
ビーチサッカー 24 アイスホッケー 138

柔道 401
バレーボール

バレーボール 157
163

レスリング
フリースタイル 322

389
ビーチバレー 6

グレコローマン 67 卓球 119

水泳

競泳 487

721

バドミントン 136
オープンウオーター 108 ハンドボール 116
飛込み 60 パラリンピックアスリート 161
水球 43 その他 609
シンクロ 23 合　計 7,367

※検体検査 : 血液検査、尿検査等
　生理検査 : 心電図、運動負荷心電図、呼吸機能検査、超音波検査等

※その他に遠征用準備品を延べ 298 件供給した。

※延べ件数の多い順より、競技種目を列挙した。
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⑺　メディカルネットワーク事業
　メディカルネットワーク事業は、JOC 及び NF のメディカルスタッフや競技現場とのネットワー
ク構築に向けて、国内外での競技大会等へドクターやトレーナー等を派遣したり、NF のメディ
カルスタッフとの会議を開催したりして連携を図るものである。
　2015年度は、競技団体との連携にて、夏季競技6種目10大会（レスリング3回、女子サッカー2回、
体操、水泳、フェンシング 2 回、ウエイトリフティング）で計 10 か所（海外 8 か所、国内 2 か所）
に延べ 10 名を派遣した。また、JOC の依頼により第 28 回ユニバーシアード競技大会（光州 / 韓国）
に本部ドクター 2 名を派遣し、Rio2016 Medical Service Open Day および Rio 事前視察にドクター
1 名を派遣した。
　NF のメディカルスタッフとの連携を高めるための会合として、平成 27 年度 JISS-NF ドクター
協議会、IF（国際競技連盟）スポーツ医学委員協議会（2 回）、及び女性スポーツメディカルネッ
トワークのワークショップ（日本臨床スポーツ医学会時）をそれぞれ開催した。
　また IOC（国際オリンピック委員会） Advanced Team Physician Course（カタール）、IOC 
Sport&Active Society Meeting、FIFA（国際サッカー連盟）Medical of Excellence Meeting、
FIFA Medical Committee（2回）、FIFA Women's World Cup 2015-Football Turf Debrief Meeting、
アジアサッカー連盟 Medical Conference および IWF（世界ウエイトリフティング連盟）Medical 
Committee にそれぞれドクターを派遣し、情報収集を行うとともに各国医師との交流を図った。
　さらに、女性アスリート専用電話相談では、延べ 124 件の相談に対応した。

⑻　メディカルセンター部会
　2015 年度は 12 回開催し、スポーツ診療事業やメディカルチェック等について検討を行った。
　また、アドバイザリー・ボード（外部有識者 4 名に委嘱）を開催し、現状報告と来年度以降に
向けた取り組みについて提案した。
　さらに、障がい者スポーツに関連して国立障害者リハビリテーションセンターとの協力、パラ
リンピック選手のメディカルチェック等について、障害者スポーツ協会医事委員会のメディカル
チェック部会部会長の田島文博教授（和歌山県立医大リハビリテーション医学）を招聘して勉強
会を行った（なお、第 1 回の勉強会は、昨年度末に、国立障害者リハビリテーションセンターの
緒方徹先生を招聘して行っている）。

（文責　奥脇　透）
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1. 背景
　これまで、障がい者スポーツ支援のため、
施設や体制について整備し準備をしてきた。
今年度は、実際に選手を対象にトライアルと
して各支援事業を実施した。対象とした競技
は障がい者スキー連盟アルペン競技、クロス
カントリー / バイアスロン競技、障がい者水
泳であった。今年度実施した内容について以
下に報告する。

2. 目的
　競技性の高い障がい者スポーツ支援事業を
具体化するにあたり、各チェック・サポー
ト及び講習会等をトライアルとして実施し、
JISS が実施する上での課題や問題点等につい
て抽出するとともに、今後の JISS 内での支援
体制を検討する事を目的とした。

3. 実施概要
（1）メディカルチェック
　アルペンスキー選手、競泳選手を対象に実
施した。実施項目は、JPC が実施しているメ
ディカルチェック項目を基本とした。JISS の
電子カルテと JPC 指定の診断書を両方作成
し、選手へフィードバックした。

（2）フィットネスチェック
　今年度はトライアルとして、アルペンス
キー競技及びクロスカントリー / バイアスロ
ン競技のフィットネスチェックを実施した。
両競技ともに、春・秋の 2 回測定を行い、オ
フシーズン時のトレーニングを評価するこ

とを目的とした。測定項目は、身体組成、上
肢パワー、下肢筋力、跳躍力、有酸素性能
力、姿勢チェック等（図2 : 左）であり、両競
技ともに、オリンピック選手のフィットネス
チェックを参考に項目を選定した。アルペン
スキー競技では座位選手が多いことから、上
肢パワーの測定を取り入れた。ロープエルゴ

（牽引方向可変式ロープエルゴ : アポワテック
社）を使用し、それぞれ異なる3～ 4の負荷
で測定を行った。ロープエルゴから得られた
各々の負荷条件でのパワーから、最大パワー・
最大パワー時の負荷について算出した（図2 :
右）。

　 図 2　立位選手による姿勢チェック（左）と座位選手
　によるロープエルゴを用いた上肢パワー測定（右）

また、競技に特化した測定項目として、アル
ペンスキー競技では、傾斜のある台を制限時
間内にジャンプする測定（図3 : 左）を実施し
た（立位選手のみ）。また、クロスカントリー
/ バイアスロン競技では滑走動作の分析を目
的として、ローラースキーとポールに各種
センサーを取り付け、ローラーおよびポール
にかかる反力を測定した。反力データとモー
ションキャプチャーシステムとを同期し、動
きと力から、トレッドミル上でのローラース
キーの滑走技術について評価した（図3 : 右）。
測定結果については測定時にフィードバック
の時間を設け、全体と個々に向けてそれぞれ
の課題を提示した。

図 3　競技に特化した測定項目（左:アルペンスキー選手（立位）
の傾斜ジャンプ、右 : クロスカントリー選手の滑走動作測定）

4　競技性の高い障がい者スポーツに対する医・科学研究 / 支援事業

図 1　メディカルチェックの様子
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（3）講習会・相談会
　各講習会・相談会については、フィットネ
スチェックと同時期に実施した。
①心理講習会
　基本的なメンタルトレーニング方法等につ
いて講習会を実施した。また要望に応じて個
別相談も行った。
②栄養講習会
　基本的な栄養に関する講習および JISS にお
ける栄養管理システム（mellon）の紹介を行っ
た。
③ IT 相談会
　指導者・コーチを対象に、雪上での映像の
撮影方法等の紹介を行った。
④トレーニング相談会
　姿勢チェックやフィットネスチェックの結
果を踏まえて、トレーニング方法の講習を実
施した。各障害のレベルに合わせて個別で対
応した。

図 4　トレーニング相談会（上）、栄養講習会（左下）
及び mellon を用いたレストラン「R3」の利用（右下）

（4）フィットネスサポート
①アルペンスキー競技
　アルペンスキー競技の特性から、高地環境
下での運動にできるだけ早く順応するため、
JISS 内にある施設を利用し、高地順化合宿を
行った。選手は、宿泊施設ならびに有酸素ト
レーニング時において低酸素室を利用した。
以下に第二回目に実施した合宿時の設定高度
を示す。

表 1　高地順化トレーニング時の設定高度

　就寝時、起床時およびトレーニング時に、
それぞれ心拍数（HR モニター : polar 社）、
SpO2（パルスオキシメーター : コニカミノル
タ社）の測定を行い、コンディションのチェッ
クおよびモニタリングをした。高地順化ト
レーニングについては、初めて実施する選手
ばかりであったが、すべて予定通り実施する
ことができた。
　また、雪上でのトレーニングや実際のレー
ス中にサポートを実施した。本サポートの目
的は、①雪上でのレース及びトレーニング時
の運動強度について、生理学的指標から検討
すること②シーズン中のコンディショニング
について検討すること③競技種目（大回転や
回転種目等）による運動強度の違いを明らか
にすることの3点であった。本サポートは今
年度春と秋に実施したフィットネスチェック
と関連付けられ、個人のトレーニング指標の
確認に用いた。
　雪上トレーニング時の血中乳酸濃度は、主
に 4mmol から 6mmol 程度であった。種目別
にみてみると、高速系のスーパー大回転より技
術系の回転種目で乳酸値や心拍数が高く、身体
への負荷も大きい傾向にあった。個人差は大き
く、特に立位選手と座位選手では、立位選手の
方が心拍数・血中乳酸濃度値ともに高い値を
示した。日々のコンディショニングにおいては、
心拍数および SpO2 は非常に安定しており、長
距離移動や高地環境下における身体への負荷に
ついては、あまり影響がないようであった。本
サポートの結果を受けて、フィットネスチェッ
クでは、より実際の競技に近い運動強度の測定
を取り入れていく必要性が示された。

図5　トレーニング前後（左）及び、測定起床時・夕
食前（右）の血中乳酸濃度

②競泳競技
　体脂肪率や除脂肪体重といった身体組成
は、パラアスリートにとっても関心が高く測
定の要望が多く挙がっている。しかしながら
その測定方法や算出方法等についてはスタン

　　　　　　16日　　17日　　18日　　19日　　20日
トレーニング　　　3000m				3000m　　　3500m　　3500m　　3500m

　宿泊　　　 2000m　　2200m　 2400m　　2600m　　　ー
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ダードが存在していないのが現状である。
　本サポートは、四肢欠損選手の身体組成を
測定し、選手のコンディション管理の一助
となる知見を得ることを目的とした。また、
空気置換法と水中体重秤量法の両方法を用い
て測定し、身体組成測定の方法論について検
討した。
　空気置換法および水中体重秤量法から得ら
れた測定値については、どちらの値も選手に
フィードバックした。
　今回、BODPOD より得られた体積（46.18
ℓ）が水中体重から得られた体積（45.76ℓ）
より約 1% 大きい値を示した。 2 つの方法間
に差が生じた原因として、①ボイルの法則を
用いて算出している空気置換法とアルキメデ
スの原理から求めている水中体重秤量法との
方法論上の違い、②残気量測定の測定誤差、
③空気置換法における体積算出に使用する補
正式の妥当性が考えられる。今後フィットネ
スチェックでパラリンピック選手の体組成を
測定する場合に向け、より簡易的な方法で実
施できるように引き続き準備が必要である。

4. まとめ
　今年度トライアルとして行った各チェッ
ク・サポート及び講習会については、滞りな
く実施することができた。各分野で課題を抽
出し、さらに事業が円滑に進むよう取り組ま
なくてはならない。また本格的に様々な競技
を対象に実施していく為には、さらに準備を
進める必要がある。その為には、障がい者に
関連する専門機関（障がい者施設、病院、大
学）と協力し、専門機関の持つ知見と JISS
の持つトップアスリートのサポートのノウハ
ウとそれらを相互に連携し、支援を実施して
いかなければならないと考える。

　（文責　石毛　勇介、半谷　美夏、鈴木　章、
　立谷　泰久、大石　益代、元永　恵子、
　清水　潤、清水　和弘、袴田　智子）

図6　競技選手における残気量測定の様子
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1. 射撃、アーチェリー実験・練習場、低酸素トレーニング室、ハイパフォーマンス・ジム、
　トレーニング体育館
　2014 年度と比べ、射撃練習場、低酸素トレーニング室及びハイパフォーマンス・ジムは利用者
が増加した。

5　サービス事業

　 区分

月

射　　撃 アーチェリー
実験・練習場

低酸素
トレーニング室

ハイパフォーマンス・
ジム

トレーニング体育
館

利用者合計
利用
日数

利用者数 利用
日数

利用者数 利用
日数

利用者数 利用
日数

利用者数 利用
日数

利用者数

NF NF NF NF NF

4 25 233 15 48 24 134 27 728 30 1,905 3,048

5 31 120 18 273 22 57 27 870 31 1,789 3,109

6 27 107 18 228 25 103 29 886 30 1,928 3,247

7 30 193 20 189 25 88 27 545 31 1,550 2,565

8 26 87 14 91 23 130 25 498 31 1,576 2,382

9 27 116 8 57 27 91 29 652 30 1,527 2,443

10 29 139 13 70 20 132 30 568 31 1,539 2,448

11 29 192 15 97 22 53 30 774 30 1,682 2,798

12 30 221 14 153 22 56 27 553 28 1,557 2,540

1 23 119 25 309 26 108 28 622 28 1,481 2,639

2 24 138 17 134 28 158 28 759 28 1,645 2,834

3 31 218 27 341 20 81 27 745 31 1,437 2,822

計 332 1,883 204 1,990 284 1,191 334 8,200 359 19,611 32,875

月平均 27.7 156.9 17.0 165.8 23.7 99.25 27.8 683.3 29.9 1,634.3 2,739.6

利用状況

利用状況

（単位 : 日・人）

（単位 : 日・人）

2. 研修室・特別会議室
　NF の合宿時のミーティングや指導者研修会、競技者育成講習会、関係団体の総会等に利用さ
れた。

区分

月

 研修室 A 研修室 B 研修室 C 研修室 D 特別会議室
利用者
合計利用

日数
利用
者数

利用
日数

利用
者数

利用
日数

利用
者数

利用
日数

利用
者数

利用
日数

利用
者数

4 13 370 4 120 12 134 14 120 2 30 770

5 11 325 7 210 14 213 12 122 4 51 921

6 17 579 8 109 18 255 14 77 7 115 1,135

7 11 290 5 45 10 89 9 100 3 50 574

8 11 547 9 50 15 179 10 68 4 54 898

9 20 981 15 291 19 291 14 91 5 57 1,711

10 16 451 9 270 8 133 9 136 7 144 1,134

11 18 560 11 127 19 282 13 125 5 135 1,229

12 15 714 10 165 17 270 13 177 7 113 1,439

1 16 630 12 201 11 147 9 87 3 32 1,097

2 14 662 7 25 14 287 13 128 4 34 1,136

3 17 509 10 255 17 269 13 76 10 195 1,304

計 179 6,618 107 1,868 174 2,545 143 1,307 61 1,010 13,348

月平均 14.9 551.5 8.9 155.7 14.5 212.1 11.9 108.9 5.1 84.2 1,112.3

※研修室 AB を結合しての利用者数は、研修室 A にカウント。
※研修室 CD を結合しての利用者数は、研修室 C にカウント。
※本表の数字（データ）は、外部利用者による有料利用カウントであり、JISS の業務での利用は含まれていない。
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3. 宿泊室（JISS）
　2015年4月から、改修工事により総客室数は5室減ったが、バリアフリー対応室が13室に増えた。

利用状況

利用状況
⑴　栄養指導食堂レストラン「R3」

（単位 : 日・室・%）

  区分

月
利用可能日数 利用日数 利用可能客室数 客室利用数 客室稼働率

4 30 30 2,190 1,249 57.0
5 31 31 2,263 1,403 62.0
6 30 30 2,190 1,453 66.3
7 31 31 2,263 1,204 53.2
8 31 31 2,263 1,028 45.4
9 30 30 2,190 803 36.7
10 31 31 2,263 1,408 62.2
11 30 30 2,190 1,482 67.7
12 31 31 2,263 1,441 63.7
1 31 31 2,263 1,346 59.5
2 28 28 2,044 1,442 70.5
3 31 31 2,263 1,482 65.5
計 365 365 26,645 15,741 59.1

月平均 30.4 30.4 2,220.4 1,311.8 ―

区　　分 客室数
シ ン グ ル 70 室
ツ イ ン 1 室
和 室  2 室
合 計 73 室

【宿泊室数】

4. 栄養指導食堂	レストラン「R3」・喫茶室「New	Spirit」
　競技者のコンディショニングに重要な役割を果たす栄養指導食堂は、栄養管理システム「mellon」
を活用した栄養指導がその場で受けられることと、それらのデータを蓄積し、継続的な食事指導
を受けられることが特徴になっている。
　栄養指導食堂については、2014 年度に比べ利用者数が約 5% 減少した。また、喫茶室の利用に
ついては、2014 年度に売店をコンビニ化してから、安定してよく利用されている。

　 区分

月 　
朝　食

昼　食 夕　食
合　計 月 利用者数

アスリート食 セット
メニュー アスリート食 セット

メニュー
4 1,331 2,151 1,614 1,633 183 6,912 4 4,156
5 1,393 2,285 1,201 1,524 196 6,599 5 4,112
6 1,308 2,083 1,524 1,576 207 6,698 6 4,861
7 1,065 1,327 1,580 1,080 199 5,251 7 4,488
8 1,166 1,454 1,544 1,095 212 5,471 8 3,757
9 821 1,495 1,548 1,014 238 5,116 9 4,588
10 1,308 1,785 1,627 1,411 260 6,391 10 4,615
11 1,490 1,909 1,570 1,635 300 6,904 11 4,111
12 1,410 2,397 1,338 1,869 247 7,261 12 3,660
1 1,205 1,488 1,550 1,499 216 5,958 1 3,821
2 1,272 1,753 1,631 1,576 258 6,490 2 4,126
3 1,390 2,083 1,677 1,464 276 6,890 3 4,526
計 15,159 22,210 18,404 17,376 2,792 75,941 計 50,821

月平均 1,263.3 1,850.8 1,533.7 1,448.0 232.7 6,328.4 月平均 4,235.1
※セットメニューには職員の利用も含む

　　（単位 : 食） 　　（単位 : 人）
⑵喫茶室「New Spirit」
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5. ビジターセンター
　一般及び専門的な立場で JISS の見学を希望する方々を対象として、予約制により毎月第 2・第
4 木曜日と日曜日にビジターセンター（施設見学会）を開催している。
　また、その他にも国内外のスポーツ関係機関等から多くの視察を受け入れた。

利用状況

利用状況

（単位 : 人）

  区分

月
ビジターセンター 視察（件数） 合計

4 64 149　　(4) 213
5 88 160　　(3) 248
6 84 7　　(2) 91
7 86 41　　(3) 127
8 153 104　　(2) 257
9 129 36　　(3) 165
10 135 0　　(0) 135
11 111 89　　(4) 200
12 157 15　　(1) 172
1 78 29　　(3) 107
2 71 66　　(7) 137
3 51 46　　(5) 97
計 1,207 742 　(37) 1,949

月平均 100.6 61.8　(3.1) 162.4

6. 屋外施設設
⑴味の素フィールド西が丘（専用利用）
　改修工事で約 2ヶ月間利用を中止していたが、利用日数や利用者数は 2014 年度に比べ、大きく
減少することはなかった。

区分

月

専　用　利　用（1　日） 専用利用（時間）
利　用　日　数

試合数 総入場者数 有　　料
入場者数

利用
日数

利用
時間

利用
者数平日 平日以外 計

4 2 6 8 13 11,362 2,779 1 4 185
5 0 9 9 17 11,287 6,828 1 3 200
6 2 2 4 8 8,143 806 0 0 0
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 1 3 4 8 6,946 2,840 0 0 0
9 0 6 6 8 10,819 6,902 3 7 225
10 0 4 4 6 8,506 3,939 0 0 0
11 0 6 6 11 26,380 22,580 0 0 0
12 1 4 5 8 12,668 8,503 0 0 0
1 1 3 4 8 11,938 4,604 3 9 1,875
2 0 4 4 9 5,132 0 1 4 120
3 0 5 5 6 6,804 4,800 3 8 295
計 7 52 59 102 119,985 64,581 12 35 2,900

月平均 0.6 4.3 4.9 8.5 9,998.8 5,381.8 1.0 2.9 241.7
※ 6 月中旬～ 8 月中旬は、自動散水装置改修工事のため利用を中止した。

（単位 : 日・試合・人・時間）
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⑵フットサルコート
　2014 年度に比べ、利用時間は微増したが、利用人数は 1,725 名減少した。JISS 主催のフットサ
ル大会（一般・キッズ向け）は好評で、大会参加キャンセル待ちが出ることもあった。

利用状況

利用状況
（年間利用）

（単位 : 日・時間・人）

（単位 : 日・人）

※ 2015 年度登録団体数は 166 団体、うち新規登録は 122 団体である。

※年間利用登録者数は全日 286 名、平日 164 名、計 450 名である。

区分

月
利用日数

利用時間 利用人数
NF 一般 計 NF 一般 計

4 26 3 207 210 3 1,552 1,582
5 27 0 213 213 0 1,622 1,622
6 26 0 243 243 0 1,825 1,825
7 28 0 271 271 0 1,892 1,892
8 26 5 195 200 50 1,418 1,468
9 26 9 175 184 58 1,210 1,268
10 26 2 224 226 10 1,794 1,804
11 24 0 230 230 0 1,647 1,647
12 20 12 197 209 40 1,422 1,462
1 17 0 128 128 0 954 954
2 26 0 245 245 0 1,669 1,669
3 24 0 167 167 0 1,232 1,232
計 296 31 2,495 2,526 188 18,237 18,425

月平均 24.7 2.6 207.9 210.5 15.7 1,519.8 1,535.4

⑶屋外テニスコート（年間利用・ビジター利用）
　2014 年度に比べ、平日利用者数及びビジター利用者数は減少したが、平日以外の利用者数は増
加した。

区分

月

利用
日数

登録別利用者数
計

平日 平日以外

全日 平日 利用者 利用者数 1 日平均 利用
日数 利用者数 1 日平均

4 27 1,954 954 2,908 18 1,987 110.4 9 921 102.3
5 29 2,480 973 3,453 16 1,993 124.6 13 1,460 112.3
6 28 2,111 1,173 3,284 20 2,361 118.1 8 923 115.4
7 28 1,857 825 2,682 19 1,778 93.6 9 904 100.4
8 29 2,088 860 2,948 19 1,913 100.7 10 1,035 103.5
9 27 2,156 869 3,025 16 1,749 109.3 11 1,276 116.0
10 27 2,109 1,140 3,249 19 2,350 123.7 8 899 112.4
11 28 2,056 970 3,026 17 1,992 117.2 11 1,034 94.0
12 25 1,888 945 2,833 16 1,908 119.3 9 925 102.8
1 23 1,911 876 2,787 14 1,809 129.2 9 978 108.7
2 26 1,972 1,204 3,176 18 2,387 132.6 8 789 98.6
3 28 2,038 997 3,035 19 2,111 111.1 9 924 102.7
計 325 24,620 11,786 36,406 211 24,338 115.3 114 12,068 105.9

月平均 27.1 2,051.7 982.2 3,033.8 17.6 2,028.2 115.2 9.5 1,005.7 105.9
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7. 戸田艇庫（個人利用）
　艇の保管数及び合宿室利用については 2014 年度に比べ増加した。

（ビジター利用）

  区分

月
利用日数 利用者数 1 日平均

4 3 4 1.3
5 5 8 1.6
6 1 1 1.0
7 4 4 1.0
8 11 14 1.3
9 5 6 1.2
10 3 3 1.0
11 3 4 1.3
12 8 8 1.0
1 12 14 1.2
2 5 5 1.0
3 7 8 1.1
計 67 79 1.2

月平均 5.6 6.6 ―

（単位 : 日・人）

区分

 月
エイト フォア スカル その他 計

4 8 52 101 5 166
5 8 52 101 5 166
6 8 52 101 5 166
7 8 52 101 5 166
8 8 52 101 5 166
9 8 52 101 5 166
10 8 51 104 11 174
11 8 51 104 11 174
12 8 51 104 11 174
1 8 51 104 11 174
2 8 51 104 11 174
3 8 51 104 11 174
計 96 618 1,230 96 2,040

月平均 8.0 51.5 102.5 8.0 170.0

（単位 : 艇）ア　艇庫利用状況	
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8. 戸田艇庫（トレーニングルーム）
　2014 年度と比べ、利用日数及び利用人数が増加した。競技別強化拠点施設として高い頻度で利
用された。

イ　合宿室利用状況

  区分

月
一　般 大　　学 高　　校 計

4 140 32 307 479
5 52 742 91 885
6 54 214 145 413
7 43 17 561 621
8 21 1,659 116 1,796
9 94 868 61 1,023
10 99 1,028 375 1,502
11 154 227 115 496
12 72 281 622 975
1 239 46 641 926
2 182 33 322 537
3 57 679 777 1,513
計 1,207 5,826 4,133 11,166

月平均 100.6 485.5 344.4 930.5

  区分

月
利用日数 利用者数

4 26 590
5 22 982
6 23 538
7 22 1,061
8 13 76
9 14 75
10 21 647
11 25 1,296
12 22 1,466
1 20 876
2 25 1,042
3 23 593
計 256 9,242

月平均 21.3 770.2

（単位 : 人）

70　 Ⅶ　事業報告╱ 5　サービス事業　　　

※上記以外に一般 134 人、大学生 1,445 人、高校生 755 人、計 2,334 人の休憩利用があった。

（単位 : 日・人）
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9. 託児室
　2015 年度からサービス事業として JISS・NTC を利用する子育て中の女性アスリート等が安心
して練習に専念できる環境を整備することを目的とした託児室を開始した。

利用状況 （単位 : 日・人）

  区分

月
利用日数 利用者数

（保護者数） 託児数

4 15 15 15
5 1 1 1
6 15 15 15
7 1 1 1
8 1 2 2
9 18 25 25
10 17 21 21
11 7 7 7
12 8 16 17
1 18 22 24
2 15 16 16
3 17 24 24
計 133 165 168

月平均 11.1 13.8 14.0
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月

陸上
トレーニング場

屋内
テニスコート

屋内トレーニングセンター

ボクシング バレーボール 体操競技 バスケット
ボール レスリング ウエイト

リフティング ハンドボール 卓　球

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

4 30 810 30 228 30 140 30 914 30 409 30 297 28 889 28 393 28 1,018 30 1,401

5 31 1,345 29 212 29 251 30 931 31 855 31 346 31 602 29 411 30 1,295 25 592

6 30 1,123 29 244 30 249 30 937 30 736 30 1,509 30 498 26 290 30 1,787 30 1,220

7 31 1,188 31 212 20 176 31 1,063 31 707 30 1,326 31 526 29 404 31 1,090 31 970

8 31 1,216 30 126 15 63 31 2,777 31 881 29 961 29 2,120 30 396 28 625 31 860

9 30 1,314 30 226 20 275 29 901 30 616 29 492 30 685 28 611 30 1,446 30 990

10 31 4,994 31 179 18 123 30 660 31 1,033 28 691 31 528 29 550 31 1,400 31 1,150

11 29 1,436 28 196 18 53 25 784 30 736 27 511 28 965 28 494 27 772 30 1,105

12 31 2,092 31 491 25 431 31 884 31 1,159 31 289 31 947 28 654 20 441 31 1,405

1 30 2,573 31 491 29 303 31 870 31 995 29 443 30 1,150 26 529 26 682 28 753

2 28 1,891 28 415 20 163 28 1,821 28 1,089 28 1,221 28 1,958 27 528 21 215 28 1,395

3 31 1,333 30 927 30 157 31 1,300 31 996 31 786 31 1,298 31 510 26 760 31 1,030

計 363 21,315 358 3,947 284 2,384 357 13,842 365 10,212 353 8,872 358 12,166 339 5,770 328 11,531 356 12,871

月平均 30.3 1,776.3 29.8 328.9 23.7 198.7 29.8 1,153.5 30.4 851.0 29.4 739.3 29.8 1,013.8 28.3 480.8 27.3 960.9 29.7 1,072.6

月

屋内トレーニングセンター JISS 内専用トレーニング施設
合　　　計

柔　道 バドミントン 競　泳 競泳（団体利用） シンクロ 新体操 トランポリン フェンシング

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

利用
日数

利用
人数

専用
利用計

団体
利用計 総計

4 17 433 24 1,002 30 1,210 13 817 30 516 22 319 30 359 30 1,550 11,888 817 12,705

5 18 1,164 27 1,165 31 1,200 23 1,311 30 596 28 247 29 359 31 1,710 13,281 1,311 14,592

6 23 650 30 1,210 30 1,035 25 1,495 30 621 30 397 27 285 30 1,850 14,641 1,495 16,136

7 8 680 26 985 31 670 19 1,080 31 600 22 391 29 252 31 1,790 13,030 1,080 14,110

8 21 2,274 31 1,135 31 565 26 1,468 28 551 13 103 31 1,044 31 1,160 16,857 1,468 18,325

9 15 434 25 1,080 30 925 22 1,235 30 849 18 106 30 264 30 1,780 12,994 1,235 14,229

10 14 196 31 1,015 31 1,840 18 1,007 31 762 30 432 29 434 31 1,550 17,537 1,007 18,544

11 19 749 27 1,080 30 1,960 18 1,114 30 653 28 369 30 342 30 1,910 14,115 1,114 15,229

12 14 2,117 22 847 31 1,585 3 159 30 835 23 131 29 490 30 1,520 16,318 159 16,477

1 18 1,107 28 1,200 31 945 17 975 26 1,045 27 547 29 344 28 1,410 15,387 975 16,362

2 18 2,409 25 1,181 28 1,715 16 887 28 865 26 221 25 716 28 1,470 19,273 887 20,160

3 7 1,074 30 874 31 1,080 12 665 31 860 28 464 31 830 31 1,610 15,889 665 16,554

計 192 13,287 326 12,774 365 14,730 212 12,213 355 8,753 295 3,727 349 5,719 361 19,310 181,210 12,213 193,423

月平均 16.0 1,107.3 27.2 1,064.5 30.4 1,227.5 17.7 1,017.8 29.6 729.4 24.6 310.6 29.1 476.6 30.1 1,609.2 15,100.8 1,017.8 16,118.6

（参考）NTC
1. 専用トレーニング施設
　NTC 及び JISS 内専用トレーニング施設は、年間を通じてよく活用された。

利用状況 （単位 : 日・人）
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2. アスリートヴィレッジ（NTC宿泊室）
　2014 年度に比べ、稼働率が 62.6% と低かった。

利用状況 （単位 : 日・室・%）

  区分

月
利用可能

日数 利用日数 利用可能
客室数

客室
利用数 稼働率

4 30 30 6,660 4,391 65.9
5 31 31 6,882 4,109 59.7
6 30 30 6,660 4,827 72.5
7 31 31 6,882 4,063 59.0
8 31 31 6,882 4,130 60.0
9 30 30 6,660 4,322 64.9
10 31 31 6,882 4,170 60.6
11 30 30 6,660 4,043 60.7
12 31 31 6,882 4,607 66.9
1 31 31 6,882 3,444 50.0
2 28 28 6,216 4,142 66.6
3 31 31 6,882 4,510 65.5
計 365 365 81,030 50,758 62.6

月平均 30.4 30.4 6,752.5 4,229.8 ―

区　　分 部屋数
シングル 144 室
ツイン  66 室

マンション   8 室
和　　室   4 室

合　　計 222 室

【宿泊室数】

（448 名）

（文責　事業課）
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Ⅷ

1. 女性アスリートの戦略的強化に向けた　
　 調査研究
　本調査研究では、女性アスリートが抱える
ドーピング検査時の精神的ストレスや無月経
に伴う疲労骨折、競技会に向けた月経調整、
骨盤帯不安定性などの特有の課題や疾患・症
状に対して、スポーツ医学の観点から調査研
究を実施した。また、女性アスリートが真に
希望するサポート内容の把握と利用しやすい
資金制度の確立を目指して調査を実施した。
これらの調査研究で得られた成果を現場に
フィードバックすることで、我が国の女性ア
スリートの国際競技力向上に寄与することを
目的として、文部科学省からこの事業を受託
した。

⑴女性トップアスリートの試合時のコンディ
　ショニングに関する研究～ドーピング検査
　によるコンディショニング悪化の防止～
　現在、興奮剤を含めドーピング禁止物質の
検出には、尿試料が使用されているが、尿試
料採取は、競技者のコンディションに影響し、
心理的負担増等を生じさせる欠点がある。そ
こで女性アスリートにとって精神的・肉体的
に負担の多い手順で得られる尿ではなく、血
液を分析試料としたドーピング禁止物質の分
析について文献調査、並びに血液中ドーピン
グ禁止物質の分析方法の開発を、LSI メディ
エンス株式会社アンチドーピングラボラト
リーと共同研究として実施している。2013 年
度事業において興奮剤のドーピング検査に
おける乾燥血液スポット（Dried Blood Spot: 
DBS）の有用性について、2014 年度は 2 種
類の血漿増量剤 HES と Dextran の分析法を
確立し、報告した。2015 年度は、飛行時間型
質量分析装置を採用し、網羅的な興奮剤の一
斉分析法について検討した。従来型の液体ク
ロマトグラフトリプル四重極型質量分析装置
を使用した分析とは異なり、本研究では、精
密質量スペクトル解析機能を活用し、共存す
る内因性物質と禁止物質の僅かな質量差を識
別することで分析対象範囲の大幅な拡大を試

みた。複数のモニターイオンを設定する工夫
を加え、また血液試料の直接注入を可能とす
る 2 次元 UPLC を使用することで、精度の向
上、高感度化及び前処理の簡略化を達成した。
DBS を用いた血液試料の場合、1 回の分析に
より興奮薬 54 種の高感度一斉分析を可能と
なった。本法の実試料への適応性については、
興奮剤を投与した健康成人男性から採取した
血液試料の分析を試み、その確証を得た。さ
らに本法で採用した飛行時間型質量分析装置
による分析では、試料を廃棄した後に新たな
禁止物質が指定されたとしても、分析データ
を再解析することで対応することが可能と
なった。2015 年度の本研究成果は Forensic 
Science International という学術誌にておい
て Effects of intravenous infusion of glycerol 
on blood parameters and urinary glycerol 
concentrations（M.Okada et al, 2016）という
タイトルで報告されている。

⑵無月経時に変動する物質が、身体へ与え
　る影響についての研究　　　　　　　　
①実態調査　　　　　　　　　　　　　　　
　日本産科婦人科学会との共同研究で、大学
生アスリート 2,321 名、コントロール 515 名
の計 2,836 名に対し、月経周期異常や疲労骨
折についてアンケート調査を実施した。一部
の項目は独自に実施したデータを追加し解析
を行った。本調査結果は、調査報告書とし
て日本産科婦人科学会全会員に配布予定であ
る。　　　　　　　　　　　　　

【結果】　　　　　　　　　　　　　　　　　
ⅰ月経周期異常
　月経周期異常の割合は、A:日本代表レベル
38.0 %（367 名/965 名）、B : 全国大会レベル
40.7 %（136 名/334 名）、C : 地方大会レベル
43.3 %（150 名/347 名）、D : A～C 以外のレベ
ル 39.6 %（243 名/613 名）と競技レベル間で
差は認められなかった。競技特性別にみた無
月経の検討では、技術系 5.2 %（14 名/271 名）、
持久系 11.6 %（35 名/301 名）、審美系 16.7 %（30
名 /180 名 ）、 体 重- 階 級 系 2.8 %（3 名/107
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名）、球技系 2.7 %（23 名/858 名）、瞬発系 3.8 
%（8 名/212 名）だった。BMI 別の比較では、
BMI 18.5 以上のアスリートと比較し、18.5 未
満のアスリートで有意に無月経の割合が高い
結果となった。無月経に影響を与える因子に
ついて多変量解析を行った結果、練習量が多
いこと、BMI が低いことがリスク因子として
挙げられた。
ⅱ疲労骨折
　疲労骨折既往選手の割合は、A: 日本代表レ
ベル 14.8 %（144 名 /976 名）、B: 全国大会レ
ベル 23.0 %（80 名 /348 名）、C: 地方大会レ
ベル 20.7 %（73 名 /353 名）、D: その他のレ
ベル 17.5 %（113 名 /644 名）だった。競技特
性別の比較では、技術系 8.7 %（24 名 /276 名）、
持久系 26.4 %（81 名 /307 名）、審美系 24.5 
%（45 名 /184 名）、体重 - 階級系 11.3 %（13
名 /115 名）、球技系 16.5%（143 名 /867 名）、
瞬発系 21.7%（46 名 /212 名）だった。疲労
骨折時の好発年齢は、競技レベルを問わず 16
～ 17 歳だった。
②無月経時の骨密度、骨代謝マーカー
  無月経群の骨密度と骨代謝マーカーについ
て、有月経群との比較を行った。

【結果】　
ⅰ骨密度　　　　　　　　　　　　　　　
　有月経群 233 名と無月経群 181 名の骨密度
を、橈骨、腰椎、骨盤、下肢に分け部位別に
比較を行った結果、無月経群では全部位で有
月経群と比較し骨密度が低い結果となった。
ⅱ骨代謝マーカー　
　有月経群 252 名、無月経 381 名を対象に、
骨吸収マーカーである TRACP-5b、NTX、骨
形成マーカーである BAP を測定した。20 歳
未満では、有月経群および無月経群ともに高
回転の骨代謝を示したが、無月経群でより高
回転の傾向がみられた。　
③疲労骨折のリスク因子についての検討
　低骨量は疲労骨折のリスク因子となること
が報告されており、骨量を含む 35 因子と疲
労骨折の関連について前方視的に検討を行っ
た。

【結果】
　有月経群 214 名、無月経群 98 名の計 312
名に対し登録後 1年以内の疲労骨折の有無を
前方視的に調査し、単変量及び多変量解析を

行った。この結果、練習量（1 日の練習時間
×頻度）が多いこと、また低い BMI が疲労
骨折のリスク因子として挙げられた。
④無月経アスリートへの介入研究
　エネルギー不足が原因と考えられる無月経
のアスリートに対し、管理栄養士による定期
的な食事調査及び食事介入を実施した。また、
ホルモン療法を施行したアスリートでは、治
療前後の骨量の変化について検討を行った。

【結果】
ⅰ食事調査・指導
　無月経アスリート 7 名に対し食事調査を実
施し、全例で energy availability（EA）が低
い結果となった。定期的な食事摂取量及び活
動量の把握と栄養指導を行うことで EA の改
善がみられ、ホルモン値の回復を認めた症例
もあった。
ⅱホルモン療法による骨量の変化
　無月経群のうち未治療群 13 名、経皮的エ
ストラジオール製剤投与群 8 名、有月経群（コ
ントロール）13 名を対象に経時的な骨量の変
化を調査した。初回測定日から 1 年後の骨量
を測定した結果、骨密度の増加量は、有月経
群 > 経皮的エストラジオール製剤投与群 > 未
治療群の順に高い結果となった。　　　　　

【まとめ】　　　　　　　　　　　　　　　　
　本調査結果より、アスリートの月経周期異
常はトップ選手特有の問題ではないことが明
らかとなった。無月経に伴う低エストロゲン
状態のアスリートでは有月経群と比較し、全
身の骨密度の低下がみられた。低骨量は、疲
労骨折のリスク因子となることが報告されて
いるが、我々の調査結果では、低 BMI とオー
バーユースが疲労骨折のリスク因子として挙
げられた。低骨量 / 骨粗鬆症は競技生活のみ
ならず生涯に渡り骨折のリスクを高める可能
性があり、若年アスリートの骨量増加に寄与
する治療法が確立していないことからも、そ
の予防に向けた取り組みが必要である。本
調査結果から練習量が多く BMI が低いこと、
つまり「運動による消費エネルギーに見合っ
た摂取エネルギーが確保されていない状態」
が無月経のリスク因子となり、結果として低
エストロゲン状態に伴う低骨量 / 骨粗鬆症を
もたらすことが示された。無月経アスリートでは
EA が低いケースが多く、医学的介入の際は、
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管理栄養士との連携が必須である。今後、更
なる解析を進め本調査結果をもとに産婦人科
学会と連携を取り、無月経アスリートの治療
指針を作成する予定である。

⑶ LEP 製剤服用に伴う女性アスリートのコ
　ンディション及びパフォーマンスへの影響
　月経困難症や月経前症候群、月経周期調
整のため経口避妊薬（ Oral Contraceptives :
OC）・低用量エストロゲン・プロゲスチン
配合薬（Low-dose Estrogen Progestin 配合
薬 : LEP）を用いて治療を開始する正常月経
周期を有する女性アスリート 14 名（22.6 ± 3.8
歳、159.2 ± 5.4cm）を対象に、月経周期に
伴うホルモンの変動及び OC・LEP 服用がコ
ンディション及び運動パフォーマンスに及ぼ
す影響について縦断的に検討した。対象者の
種目は球技系 2名、持久系 3名、標的系 4名、
記録系 5名であった。
　測定時期は、自然月経周期の卵胞期と黄体
期、OC・LEP 服用開始 2ヶ月後の OC・LEP
服用期並びに消退出血期の 4 期とし、各期に
おいて、体重、体脂肪率（BODPOD を使用）、
周 囲 径（Body Line Scanner; BLS を 使 用 ）、
安静時心拍数、心臓自律神経活動を測定した。
安静時測定の終了後、有酸素性作業能力の評
価指標である最大酸素摂取量、運動負荷に対
する乳酸応答を測定した。また、下肢筋力及
びパワーの評価指標として 60deg/sec 及び
180deg/sec の角速度における膝関節屈曲伸展
筋力（BIODEX を使用）、マルチジャンプテ
スト（垂直跳び、カウンタームーブメントジャ
ンプ、スクワットジャンプ、リバウンドジャ
ンプ）の跳躍高を測定した。さらに、体重の
75% 負荷で 30 秒間の全力ペダリングテスト

（ウィンゲートテスト）を実施し、無酸素作
業能力を評価した。
　体重、体脂肪率並びに身体各部の周径囲は
OC・LEP 服用に伴い変化しなかった。また、
安静時心拍数及び心臓自律神経活動において
も OC・LEP 服用に伴う変化は認められなかっ
た。
　有酸素性能力の指標である最大酸素摂取
量、最大換気量、運動継続時間、4mmol/L 時
の負荷並びに心拍数において、OC・LEP 服
用に伴う変化は認められなかった。ただし、

2mmol/L 以下の低負荷時の血中乳酸濃度が
自然周期に比べて OC・LEP 服用期に高値を
示した。膝関節屈曲伸展筋力及びマルチジャ
ンプテストにおける跳躍高においては、OC・
LEP 服用に伴う変化は認められなかった。
ウィンゲートテストの結果、最大パワー、平
均パワー（それぞれの体重割含）、最大回転数、
ピーク到達時間などパフォーマンスには差が
認められなかったが、運動終了後の最大乳酸
値が OC・LEP 服用期に自然周期より高値を
示した。
　本研究結果から、OC・LEP 服用に伴うコ
ンディションの悪化や運動パフォーマンスの
低下は認められず、OC・LEP の服用が月経
困難症や月経前症候群、子宮内膜症などの症
状を訴える女性アスリートのコンディション
調整の一助として活用できる可能性が示され
た。
　運動に伴う乳酸応答については、今後、種
目特異的かつ長期的な検討が必要である。

⑷ 女性アスリートの骨盤輪不安定性の評価法
　並びに対処法の確立に向けて
　2013 年度～ 2015 年度で、仙腸関節部痛を
有した 24 選手（女性 19 選手、男性 5 選手）、
有しなかった 28 選手（女性 22 選手、男性 6
選手）の計 52 選手に対し、症状の有無と疼
痛誘発テストや MRI 検査での仙腸関節部の
信号変化などついて検討を行った。疼痛誘発
テストは、検査により感度・特異度が異なっ
ていた。MRI 検査では、有症状選手の方が仙
腸関節部に信号変化を認めた割合が高かった
が、無症状でも信号変化を認めた選手もおり
有意差はなかった。そこで、選手の有症状期
間を 1 ヶ月未満と以上に分けて検討したとこ
ろ、1 ヶ月以上の群で有意に信号変化が高率
であった。また、初回撮像時に高信号を認め
た有症状 5選手に複数回 MRI の撮像を行い、
3 選手で症状の改善時に高信号域や強度が改
善していた。したがって、有症状期間が長い
選手では、高信号変化を生じやすく、症状の
改善と信号変化が一致する可能性が示唆され
た。
　さらに、2014 年度～ 2015 年度で出産後早
期の選手、元選手、一般女性の計 10 名に、1
～ 3 回、自記式質問表、体組成評価、徒手的
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検査、MRI 検査を行った。ほとんどの対象者
で妊娠中や出産後早期に仙腸関節部や恥骨部
の痛みを自覚していた。MRI 検査では、仙腸
関節内に関節液の貯留や結合織のダメージが
疑われる高信号を認めた対象者がおり、一般
選手と出産後の対象者の違いを詳細に検討す
ることで、出産後のアスリートが競技復帰す
るにあたってのトレーニングなどの提案の一
助になればと考えている。
　2015 年度は、骨盤帯の不安定性などへの
寄与が疑われる腹直筋の筋硬度も測定してお
り、その男女差や月経周期との関係も今後解
析予定である。

⑸実態に即した女性アスリート支援のための
　調査研究
　JOC オリンピック強化指定選手及び NF 強
化対象選手 856 名、JOC 強化スタッフ 598 名、
計 1,454 名からアンケート調査の回答を得た。
女性アスリートの支援体制に関して 3 点の改
善ポイントが示唆された。①身体面 : 月経不
順や貧血対処等、②心理面 : スポーツカウン
セリングやメンタルトレーニング等、③金銭
面 : 就職支援やスポンサー契約等。指導者は
特に金銭的な支援が必要とされた。女性アス
リートの 5 割、指導者の 8 割が支援をほとん
ど利用しておらず、自由記述における不満の
理由から、サポート体制の多様性、周知方法、
利用する機会の創出が必要と考えられる。
　金銭的支援への必要性の高さから資金制度
を模索検討した結果、クラウドファンディン
グの活用やライフプランセミナーの開催など
が現実的であることが分かった。今後の課題
を以下に提案する。①女性アスリート及び指
導者 : 主体的な支援制度に関する情報収集、
② NF : 選手や指導者へのヒアリング、サポー
トに対する情報提供、民間団体と連携した資
金調達及び運用等、③都道府県体協 : NF と
協力し、中央研修の情報や知識を地方へ発信、
④スポーツ庁 : 政策立案及び制度拡充により
NF を支援、⑤ JSC（JISS）: スポーツ医科学・
情報など先端的な研究から得られた知見を現
場にフィードバックすることにより、国際競
技力向上に貢献、⑥ JOC : 選手強化の観点で
情報提供等。

2. 女性特有の課題に対応した支援プログ　
　ラム
　月経や妊娠・出産・育児等、女性特有の課
題に対する支援体制が十分に整っていない状
況である。そこで、リオデジャネイロ 2016
オリンピックや平昌 2018 オリンピックを見
据え、国際競技大会で活躍が期待できる女性
アスリートのうち、女性特有の課題を抱えて
いる選手を対象に、各課題に対応した医・科
学サポートに関するモデル支援プログラムを
実施することを目的として、文部科学省から
この事業を受託した。
　本プログラムでは、⑴ LiLi 女性アスリート
サポートシステムの運用 / 活用による医学サ
ポートプログラム、⑵成長期における医・科
学サポートプログラム、⑶妊娠期、産前・産
後期、子育て期のトレーニングサポートプロ
グラム、⑷女性アスリートネットワーク支援
プログラム、⑸ワークショップ（事業報告会）
の開催を行った。⑵～⑶のプログラムにおい
てサポートを必要とするアスリートは、NF
から推薦され、本事業の有識者委員会におい
て選定された。

⑴ LiLi 女性アスリートサポートシステムの運
　 用/ 活用による医学サポートプログラム
　「LiLi 女性アスリートサポートシステム」

（JISS メディカルセンターでの検査結果や選
手が入力する基礎体温等のデータを一元管理
するシステム）を利用して、選手の月経周期
による身体の変化等の日々のコンディション
をドクターが把握し、選手に適宜アドバイス
を行っている。このシステムは 2013 年度に
JISS で構築、運用を開始し、現在、利用中の
選手は 96 名である。利用目的の多くは、薬
物療法による副作用の確認、ホルモンの変動
によるコンディションの把握、無月経、月経
不順、大会に合わせた月経周期の調整（月経
をずらす）等である。2015 年度は、整形外
科に関する入力項目の追加などの機能追加を
行ったので、今後は新機能の利用拡大を図り、
より包括的な選手サポートをおこなっていく
予定である。

⑵成長期における医・科学サポートプログラム
①個別サポートプログラム
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　成長期の女性アスリートのうち、オリン
ピック種目の NF から推薦があった選手 14 名
を支援対象者とし、運動器メディカルチェッ
ク、心理、栄養及びトレーニング各分野のサ
ポートを継続的に実施した。2014 年度から継
続の支援対象者 12 名は、改めてヒアリング
は行わず、サポートを実施した。2015 年度新
規支援対象者 2 名については、選手、指導者、
保護者に対し、現在の状況や希望する支援内
容等のヒアリングを行った。（運動器メディ
カルチェック + トレーニング 2 名、心理 10 名、
全分野 2 名）
　2015 年度は全分野サポート希望の選手が 2
名いたため、分野間連携を取りながらサポー
トを進め、情報を共有しそれぞれのサポート
に活かすことができた。このように支援対象
者となる者に関しては、全分野のサポートを
受けることが、よりよい成果を得られること
につながると考えられる。将来的には、各
NF が成長期女性アスリートへの支援を実施
できるよう、モデルプログラムの構築が必要
であると考えられる。
②講習会の開催
　成長期女性アスリート及び保護者を対象と
した講習会「女性ジュニアアスリート及び保
護者のための講習会」を中学生（2015 年 9 月
26 日）、高校生（2015 年 10 月 17 日）それぞ
れを対象に開催した。内容は婦人科、栄養、
心理、トレーニングの 4 分野の講義や実践を
おりまぜての形式で行った。参加者からは「と
ても勉強になった」、「参加してよかった」等、
高い評価を得られた。また、本講習会のよう
な知見提供の場が今後各地で広く展開されれ
ばと考え、2015 年度は NF や都道府県体育協
会のスタッフにも見学してもらった。スタッ
フからも「自分のところでも実施したい」、「ア
スリートに伝えていきたい」等高い評価を得
られた。
　成長期女性アスリート指導者を対象とした
講習会「女性ジュニアアスリート指導者講習
会 」（2015 年 6 月 13 日、2016 年 2 月 2 日、
JISS）を開催した。2013 年度に作成した、「成
長期女性アスリート　指導者のためのハンド
ブック」を活用し、小児科編、外傷・障害 /
トレーニング編、婦人科 / コンディショニン
グ編、栄養編、心理編と、成長期女性アス

リートに関連性のある分野をまとめ、焦点を
しぼったテーマで講習会を実施した。当日は、
6 月 : 107 名、2 月 : 87 名と多くの指導者、関
係者の方に参加いただき、「非常に役に立っ
た」、「現場に即した内容になっている」等、
好意的な感想を多数いただいた。また、6 月
に開催した講習会を撮影し、JISS の Web サイ
トにてストリーミング配信を実施している。

⑶妊娠期、産前・産後期、子育て期における
　トレーニングサポートプログラム
①事例調査
　妊娠・出産経験のある女性アスリート及び
審判員や、そのトレーニング指導にあたった
競技スタッフに対し、妊娠期、産前・産後期
に実施していたトレーニングの内容、身体の
変化の感じ方、復帰に必要なサポート内容を
調査するため、面談による事例調査とアン
ケート調査を実施した。（現役アスリート 4
名、引退 1 名、スタッフ 2 名）また、アンケー
ト調査は FIFA Medical Center of Excellence
のネットワークにも展開し実施した。今後も
事例調査を行い、収集した情報を事例集とし
てまとめる。
②産前・産後期トレーニングサポート
　妊娠中及び出産後の女性アスリートに対
し、トレーニングサポートを実施した。2015
年度は産後のアスリート 2 名、産前・産後の
アスリート 1 名に対しトレーニングサポート
を実施した。また、産前・産後のアスリート
から希望があり、栄養、心理サポートも合わ
せて実施した。
　2014 年度は実施できなかった、出産後間も
ないアスリートのトレーニングサポートを実
施することができた。産後 2 か月の、年齢、
競技、出産時の状況等が全く異なるアスリー
ト 2 名を、短期間であってもサポートできた
ことは大きな成果と考える。今後、妊娠期等
のトレーニング指導に関する事例を蓄積し続
け、得た事例を JISS 外とも共有していくこと
が課題となる。

78　Ⅷ　文部科学省委託事業　女性アスリートの育成・支援プロジェクトにおける JISS の活動

Ⅸ 文部科学省委託事業 女性アスリートの育成・支援プロジェクトにおける の活動

Ⅸ

るシステム を利用して、選手の月経周期によ

る身体の変化等の日々のコンディションをド

クターが把握し、選手に適宜アドバイスを

行っている。このシステムは 年度に

で構築、運用を開始し、現在、利用中の選手

は 名である。利用目的の多くは、薬物療法

による副作用の確認、ホルモンの変動による

コンディションの把握、無月経、月経不順、

大会に合わせた月経周期の調整（月経をずら

す）等である。 年度は、整形外科に関す

る入力項目の追加などの機能追加を行ったの

で、今後は新機能の利用拡大を図り、より包

括的な選手サポートをおこなっていく予定で

ある。

⑵ 成長期における医・科学サポートプログ

ラム

① 個別サポートプログラム

成長期の女性アスリートのうち、オリン

ピック種目の から推薦があった選手を支

援対象者とし、運動器メディカルチェック、

心理、栄養及びトレーニング各分野のサポー

トを継続的に実施した。 年度から継続の

支援対象者 名は、改めてヒアリングは行わ

ず、サポートを開始した。 年度新規支援

対象者 名については、選手、指導者、保護者

に対し、現在の状況や希望する支援内容等の

ヒアリングを行った。（運動器メディカル

チェック＋トレーニング 名、心理 名、全分

野 名）

年度は全分野サポート希望の選手が

名いたため、分野間連携を取りながらサポー

トを進め、情報を共有しそれぞれのサポート

に活かすことができた。このように支援対象

者となる者に関しては、全分野のサポートを

受けることが、よりよい成果を得られること

につながると考えられる。将来的には、各

が成長期女性アスリートへの支援を実施でき

るよう、モデルプログラムの構築が必要であ

ると考えられる。

② 講習会の開催

成長期女性アスリート及び保護者を対象と

した講習会「女性ジュニアアスリート及び保

護者のための講習会」を中学生（ 年 月

日）、高校生（ 年 月 日）それぞれを対

象に開催した。内容は婦人科、栄養、心理、

トレーニングの 分野の講義や実践をおりま

ぜての形式で行った。参加者からは「とても

勉強になった」「参加してよかった」等、高い

評価を得られた。また、本講習会のような知

見提供の場が今後各地で広く展開されればと

考え、 年度は や都道府県体育協会のス

タッフにも見学してもらった。スタッフから

も「自分のところでも実施したい」「アスリー

トに伝えていきたい」等高い評価を得られた。

成長期女性アスリート指導者を対象とした

講習会「女性ジュニアアスリート指導者講習

会」（ 年 月 日、 年 月 日、 ）を

開催した。 年度に作成した、「成長期女性

アスリート 指導者のためのハンドブック」

を活用し、小児科編、外傷・障害／トレーニ

ング編、婦人科／コンディショニング編、栄

養編、心理編と、成長期女性アスリートに関

連性のある分野をまとめ、焦点をしぼった

テーマで講習会を実施した。当日は、月：

名、 月： 名と多くの指導者、関係者の方に

参加いただき、「非常に役に立った」「現場に

即した内容になっている」等、好意的な感想

を多数いただいた。また、 月に開催した講習

会を撮影し、 の サイトにてストリーミ

ング配信を実施している。

⑶ 妊娠期、産前・産後期、子育て期におけ

るトレーニングサポートプログラム

① 事例調査

妊娠・出産経験のある女性アスリート及び

審判員や、そのトレーニング指導にあたった

競技スタッフに対し、妊娠期、産前・産後期

に実施していたトレーニングの内容、身体の

変化の感じ方、復帰に必要なサポート内容を

調査するため、面談による事例調査とアン

ケート調査を実施した。（現役アスリート 名、

引退 名、スタッフ 名）また、アンケート調
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③子育て期トレーニングサポート（育児サ　
　ポート）
　子育てを行いながらトップアスリートとし
て競技を継続できるよう、トレーニング環境
等を整備することを目的に、育児サポートを
実施した。3つの NF から推薦のあった 6 名
のうち 5 名の選手に対し 29 件の支援を行っ
た。5 名は国際大会に参加し、活躍しており、
またアンケートからも「競技に集中できる」
といった声が挙がった。

⑷女性アスリートのネットワーク支援プログ
　ラム
　ママアスリートに関する情報不足を解消す
るために 2014 年度に「ママアスリートネッ
トワーク（MAN）」を立ち上げ、2015 年度
は 2 回のワークショップを行った。ワーク
ショップでは、ママアスリート（含スタッフ）
の座談会や、現役ママアスリートへのインタ
ビューを行うことにより、ママアスリートの
ロールモデルの紹介ができた。また、グルー
プディスカッションにより、「競技と妊娠・
出産・子育て」に関する課題を抽出すること
ができた。さらに、産婦人科医師による産後
の身体に関する講義や、マタニティジャケッ
トを着用してのマタニティトレーニング体験
を行い、妊娠期・産後期の身体に関する情報
提供を行った。
　JOC 女性スポーツ専門部会との意見交換会
を行い、今後の活動について多くの示唆が得
られると同時に、協力体制の構築ができた。
今後も、妊娠・出産・育児と競技を両立する
女性アスリートやスタッフに対するサポート
として、さらなる情報提供や情報交換の場が
必要であると考えられる。

⑸ワークショップ（事業報告会）の開催
　2013 年度から JISS が受託事業で実施した、

「女性特有の課題に対応した支援プログラ
ム」、「女性アスリートの戦略的強化に向けた
調査研究」の 2 つのプログラムについて、活
動概要及び各活動から得られた成果・知見等
を報告するために、NF、都道府県体育協会、
地域医科学センター等に案内を送付し、女性
アスリートの育成支援に携わる医・科学ス
タッフ、事務局スタッフ等を対象に事業報告

会を開催した。
　また、3 年間行ってきた事業内容をまとめ、
NF や各都道府県体育協会、各スポーツ団体
等が同じような事業を行えるよう、マニュア
ルとしてリーフレットを作成し、関係団体へ
送付した。

　　　（文責　土肥　美智子、能瀬　さやか、
　　　　中村　真理子、半谷　美夏、松永　梢）
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　マルチサポート戦略事業は文部科学省から
受託して、スポーツ開発事業推進部が実施て
いるもので、アスリート支援、マルチサポー
トハウスの設置などがある。JISS はこの事
業に協力している。
　以下、2015年度に実施したマルチサポー
ト戦略事業に対する JISS の活動について説
明する。

1. コンディショニングサポート
　パラリンピック競技におけるコンディショ
ニングサポートとして、ブラインドサッカー
アジア選手権に帯同した。今後に向けての取
り組みとして、JISS トレーナー及びパラマ
ルチサポートスタッフが各競技団体との連携
を図った。

（1）ブラインドサッカーアジア選手権
　2015 年 9月2日から 7日まで国立代々木競
技場フットサルコートで開催されたブライン
ドサッカーアジア選手権および事前合宿にお
けるコンディショニングサポートを実施し
た。JISS からはトレーナー1名、管理栄養士
1名が参加し、ブラインドサッカー協会（NF）
のスタッフと協力しコンディショニングサ
ポートを実施した。
①事前合宿
会場 : クーバーフットボールパーク八王子富
士森公園
期間 : 2015 年 8月 26日（水）～ 29日（土）
活動内容 :
・試合前ウォーミングアップの補助
・テーピング
・試合後のアイスバスの実施
・バス移動中の高濃度酸素吸引設置の設定
・宿泊先でのコンディショニング
・移動時の誘導
・食事準備

選手がベストコンディションで試合に臨める
よう、NF のトレーナーを中心に活動を行っ
た。本大会での試合がナイトゲームであるこ
とが多いため、合宿後半からは練習時間を夜
に移動し、起床時間を遅らせるなど本番に向
けての調整を行った。それに伴い、宿舎での
ケア時間も深夜となることから、同じ宿舎に
泊まり選手対応を行った。
②アジア選手権
会場 : 国立代々木競技場フットサルコート
期間 : 2015 年 8月 31日（月）～ 9月7日（月）内
試合は 9月2日～ 7日
活動内容 : 事前合宿と同様
8月31日～ 9月1日は会場練習等の期間であっ
たが、悪天候の影響で十分な運動量が確保で
きない状況であった。そこで宿舎が池袋だっ
たこともあり、8月31日には JISS トレーニン
グ体育館を利用し、有酸素運動を中心とした
コンディショニングを行った。また 9月3日に
は試合に出ていない運動量が不足していると
思われる選手のために、宿舎隣のスポーツク
ラブを手配しコンディショニングを行った。
障がい者スポーツにおけるサポートは、競技
だけではなく、障がいに応じた対応も必要で
ある。視覚障害を有する選手への対応は初め
てということもあり、誘導など日常生活に
おける対応は不慣れなことが多かった。パ
ラアスリートをサポートするには競技だけ
ではなく日常生活での状況も含めて NF ス
タッフとの情報共有が必要であると感じた。

（2）パラマルチサポート・ケアスタッフとの
　 連携
　2016 年 1月よりパラマルチサポートにケア
スタッフが 2名就任した。パラマルチにおけ
るターゲット競技は 18 競技（内夏競技 15、
冬競技 3）である。種目は以下とおりである。
・水泳　男女（肢体、視覚）
・水泳　男女（知的）
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・ウィルチェアラグビー　混合（肢体）
・パワーリフティング　男子（肢体）
・自転車　男子（肢体、視覚）　女子（視覚）
・トライアスロン　男子（肢体）
・視覚柔道　男女（視覚）
・ゴールボール　女子（視覚）
・陸上　男女（肢体、視覚）
・陸上　男女（知的）
・車いすテニス　男女（肢体）
・盲人マラソン　
・ボッチャ　混合（肢体）
・アーチェリー　女子（肢体）
・アルペンスキー　男女（肢体）
・クロスカントリースキー　男女（肢体）
・バイアスロン　男女　（肢体）
・5人制サッカー　男子　（視覚）
上記競技を担当スタッフが各競技団体との　
顔合わせを行い、合宿等に帯同した。
<1月 >
・アーチェリー強化合宿（大阪）
・JPC トレーナー部会との顔合わせ（横浜）
・水泳　リレー合宿　練習視察、選手個別ケ
　アおよびコンディショニング（JISS）
・ボッチャ強化合宿（大阪）
<2月 >
・ウィルチェアラグビー合宿（国立障害者リ
　ハビリテーションセンター）
・パラサイクリング合宿（静岡）
・JPC トレーナーとの打ち合わせ（東京）
・パラアルペンスキー合宿（秋田）
・アーチェリー練習視察（東京）
・知的陸上強化合宿（愛知）
・ゴールボール強化合宿（東京）
<3月 >
・ボッチャ強化合宿（大阪）
・パラサイクリング合宿（静岡）
・パラ水泳記録会兼リオパラリンピック選考
　会大会視察（静岡）
・視覚柔道強化合宿（東京）
・パラアルペンスキージャパンパラ（長野）
・ボッチャ世界選手権（北京）
これら合宿等に帯同した内容を定期的に
JISS アスリートリハビリテーションパラ担
当スタッフと情報を共有し、パラアスリート
が JISS を利用した際に円滑に対応できるよ
うな環境を整えている。また、オリンピック

と共通する種目に関しては、パラアスリート
のアスレティックリハビリテーションに活か
せるよう部門全体での勉強会を開催し、個別
対応が必要な選手の状況等については各担当
スタッフと情報共有することで、JISS のオ
リンピック選手における知見やノウハウをパ
ラアスリートの競技力向上に役立てるよう取
り組んでいる。

2. 栄養サポート
　栄養ではパラマルチサポート事業への支援
として、ブラインドサッカーおよび陸上身体

（車いすブロック）の帯同サポートを行った。
ブラインドサッカーでは、アジア選手権直前
から大会期間中の食事調整のための献立作成
や、全盲である選手のための配膳およびレイ
アウトの工夫を行った。陸上身体（車いすブ
ロック）では、合宿に帯同して選手の練習
状況やサポートの要望をヒアリングした後、
NF と相談の上、指定の選手に対して個別サ
ポートを展開し、献立作成や栄養セミナーな
どを実施した。
　またパラマルチ栄養スタッフとの連携や情
報共有も随時行い、得られた知見は JISS で
のサポートにも反映させている。
　さらにリオ 2016オリンピック・パラリン
ピック、平昌 2018オリンピック・パラリン
ピックのマルチサポート・ハウスのモール機
能設置に向けた準備を行った。

3. 心理サポート
　JISS 心理グループでは、パラリンピック
選手のサポート活動として、心理講習会を 2
回行った。対象の競技団体は、アルペンス
キー（10/6、参加者 : 選手 7 名、コーチ・スタッ
フ2名）とクロスカントリー・バイアスロン

（11/4、参加者 : 選手 7名、コーチ・スタッフ
3名）であった。担当は、立谷（JISS 研究員）
と山田（JSC パラリンピック・マルチサポー
ト心理スタッフ）で、協働という形で行った。
内容は、アルペンスキーでは、パフォーマン
スルーティンと JISS の心理サポートについ
てなど、クロスカントリー・バイアスロンで
は、ピークパフォーマンス分析などを行っ
た。参加者全員が意欲的に取り組み、帯同の
サポートや個別サポートの希望も聞かれた。
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4. 映像・IT サポート
（1）アスリート支援
　マルチサポートパフォーマンス分析スタッ
フに対し、映像・情報技術を活用したサポー
トに関する助言、技術提案などを適宜行なっ
た。夏季競技については JISS SMART edge
を利用する競技が多いため、スタッフへの運
用面でのフォローを行なった。また冬季競技
については、スキージャンプ女子チーム及び
コンバインドチームが活用しているビデオシ
ステムのバージョンアップや、コーチやサ
ポートスタッフのシステム運用に関するフォ
ローを、サマージャンプ及びウインターシー
ズンを通して行なった。

（2）マルチサポートハウス
　JISS オリンピック特別プロジェクトにて、
リオオリンピック会場及びサポートハウス周
辺のインターネット環境に関する調査を 3 月
に実施し、有用な情報が得られた。それらの
情報をマルチサポートスタッフへ展開し、来
年度のリオオリンピックで円滑なサポートが
できるようフォローしたい。また同タイミン
グで、サポートハウス内のネットワーク環境
整備に関する打ち合わせを関係ベンダーと
行った。マルチサポート IT スタッフととも
に、オリンピック前の短期間でハウス IT イ
ンフラ構築が行えるようしっかりと準備した
い。
　映像・情報技術の分野については、JISS
の IT ユニットの経験や技術的な知見を、マ
ルチサポートスタッフが実践に取り入れるこ
とで、競技現場でのサポートが円滑かつス
ピーディーに行えるようになった。来年度の
リオオリンピック、再来年度の平昌2018オリ
ンピックへ向け、さらなる連携を図りなが
ら、共にサポートの質向上を目指したい。

5. その他
　その他の活動としてマルチスタッフ研修会
に JISS 研究員が講師として参加した（3回実
施）。JISS でのスポーツ医・科学支援とマル
チサポートアスリート支援との関係を説明し
たうえで、どのように協力していくのかとい
う点や、より良いサポートを提供するために
どうしたらよいかという点について、これま

での JISS での知見やノウハウを活用した具
体例を基に説明した。

（文責　石毛　勇介、鈴木　章、亀井　明子、
　元永　恵子、立谷　泰久、三浦　智和）
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1. 目的・背景
　JSC は、「スポーツ基本法」の理念に基づ
き、スポーツの推進の中心的な役割を果たす
独立行政法人として、スポーツ界全体の連携・
協働に資することが求められている。JISS が
行うスポーツ医・科学に関する支援・研究を
含め、大学や国際的スポーツ団体との連携等
を行うことで、我が国の国際競技力の向上や、
国際的なスポーツ振興等を図っている。
　2015年度は3件の連携協定の締結等があった。

2. 実施概要
⑴大阪大学と包括連携協定の締結
　締結日 : 2015 年 5 月 21 日
　概　要 : JSC と「スポーツ研究新拠点」作

りを目指す大阪大学が、両者の特
性・強み及び資源を活かし連携・
協力することによって、学術研究
や人材育成、知識・情報の有効活
用等について推進し、我が国のス
ポーツ、学術及び科学技術の振興
並びに人材育成の推進を図ること
により社会貢献を果たす。

写真 1　大阪大学との包括連携協定締結式

⑵奈良先端科学技術大学院大学、鹿屋体育大
　学と包括連携協定の締結
　締結日 : 2015 年 6 月 12 日
　概　要 : JSC と大学院大学としてエンジニ

アリング分野に係る研究を推進す
る奈良先端科学技術大学院大学、
我が国唯一の国立体育大学である

鹿屋体育大学の三者が、スポーツ
エンジニアリング分野（スポーツ
と技術工学を融合した研究分野）
における相互協力を円滑かつ効果
的に実施することにより、当該分
野の研究の推進及び人材の育成並
びに社会の発展に寄与する。

⑶大阪体育大学と包括連携協定の締結
　認定日 : 2016 年 3 月 1 日
　概　要 : JSC と競技力向上を支える関西の

「サポート環境拠点」構築を目指
す大阪体育大学が人的・知的資源
の交流と物的資源の活用を図り、
相互に連携及び協力することで我
が国のスポーツ振興及びスポーツ
医・科学等の発展による社会貢献
を果たす。

写真 2　大阪体育大学との包括連携協定締結式

3. まとめ
　これまでも JISS のスポーツ医・科学支援・
研究事業において、大学等様々な機関に協力
いただいているが、今後もこれらの連携協定
に基づき、円滑かつ効率良く事業を実施し、
我が国の国際競技力の向上や、国際的なス
ポーツ振興へ貢献していきたい。

（文責　運営調整課）

2　連携協定等
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84　 Ⅸ　連携事業╱ 3　国立競技場との連携事業　

1. 目的・背景
　国立競技場（国立代々木競技場）との連携
事業は、日本スポーツ振興センター（以下

「JSC」という。）の保有する大規模スポーツ
施設を、JISS による国際競技力向上のための
研究・支援事業を行う際の実験・実証の場と
して、競技大会開催時のサポートを中心に活
用することを目的としている。

2. 実施概要
　天皇杯 2015 年全日本レスリング選手権大会
出場選手に対する減量と回復食に関する調査
　
　実 施  日 : 2015 年 12月 20日～ 23 日
　実施場所 : 国立代々木競技場第 2 体育館
　実施概要 : 試合前日に実施される計量時に
　　　　　　選手及び指導者に研究内容を説
　　　　　　明し、質問紙を配布した。試合
　　　　　　当日に質問紙を回収し、データ
　　　　　　整理を行った。また、希望者の
　　　　　　み体重実測を実施した。
　　　　　　
　この活動は 2020 年東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会に向けた事業である特
別プロジェクト「競技会に向けたコンディショ
ニングに関する研究」の一環として行った。
　国立競技場より、大会主催者との連絡調整、
会場での電源確保、測定場所の下見や準備の
調整、取得したデータの整理を行うための執
務室の提供、コピー機等の機器や備品の貸し
出し等、円滑な事業実施のための協力を得た。

3. まとめ
　JISS 及び NTC はスポーツ一大拠点として、
競技種目に特化した複数の専用練習場が備え
られている。特に JISS は、スポーツ医・科学
研究を推進し、その成果を踏まえた総合的な
支援を実施している。
　2020 年東京オリンピック・パラリンピック
競技大会でメインスタジアムに位置づけられ
ている新国立競技場は現在建設中のため、国
立代々木競技場における競技大会開催時の
データ取得によるサポートを中心に、国立競
技場との連携を強めていく。

 

写真　会場内の様子

（文責　研究・支援協力課）

3　国立競技場との連携事業
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参加者 : 中嶋　耕平　（メディカルセンター）
　　　　
1. 目的
　国際オリンピック委員会（以下 IOC）の医事
委員会では、3 年毎に IOC World Conference
と毎年 IOC Advanced Team Physician 
Course（以下IOC-ATPC という。）とを開催
しており、2015 年は IOC-ATPC（7回目）の
みが 5月4-7日カタール（ドーハ）で開催された。
本研修会ではアスリートを対象とした臨床
医学全般について講義が行われることから、
最新の知見の収集と、他国のスポーツドク
ターとの情報交換も目的として参加した。

2. 場所
　Sharq Village and Spa. Qatar 国（Doha 市）

3. 日程

4. 概要
　本研修会は、日常からアスリートのメ
ディカルサポートに従事するスポーツ医が、
国際標準、もしくは最新の知見の収集と情
報交換を目的とした研修会となっており、
2008 年から開催されている。過去の開催国

（地）は下記の通りである。

 

　研修は競技スポーツ医学における代表的
疾患（外傷、障害、疾病）ごとにテーマを設け、
セッション毎に症例を提示し、2～4人の
小グループに分かれてディスカッションを
行った後に、4、5人の講師によって関連した
文献や知見のレビューが行われ、最後に提
示症例について全体討議を行うといった方
針で行われた（各セッション90分～120分）。
会期 3 日間で計 12 セッションが展開され、
チームドクターとしての活動指針（S1）に
始まり、頭部外傷への対応（S2）、鼠径部痛

（S3）、定期的メディカルチェックの有用性
（S4）、熱中症（S5）、アキレス腱疾患（S6）、
スポーツ外傷における薬物療法（S7）、ハム
ストリングの肉離れ（S8）、競技復帰時期の
判定（S9）、心臓疾患におけるスポーツ活動
中のリスク（S10）、足関節の外傷（S11）、
アスリートにおける呼吸器疾患（S12）につ
いての症例検討と講義が行われた。
　
5. まとめ
　各診療科単位のスポーツ医学といった日
本のスポーツ医学事情とは異なり、スポー
ツ医学という広域的専門的知見として各疾
患に対応する海外のスポーツ医学の在り方は、
診療科間の人員的格差といった課題を解決す
るひとつの手法としては有用であると感じた。
　また、研修期間の中日にはカタールのス
ポ ー ツ 医 学 セ ン タ ー（Aspetar Hospital）
と隣接するトレーニングセンター（Aspire 
Dome）の施設見学が行われた。

（文責　中嶋　耕平）

1-1　　第 7 回 IOC　ADVANCED　TEAM　PHYSICIAN　COURSE(ATPC)　への参加1-1　　第 7 回 IOC　ADVANCED　TEAM　PHYSICIAN　COURSE(ATPC)　への参加

　回数 年度 開催地 開催国
第 1 回 2008 Svinoya NOR
第 2 回 2009 Stanford USA
第 3 回 2011 Calvi Corsica（FRA）
第 4 回 2012 Soria Moria NOR
第 5 回 2013 Stockholm SWE
第 6 回 2014 Mandel ieu FRA
第 7 回 2015 Doha QAT

Ⅺ 国際関係／１ 海外調査・国際会議

Ⅹ１

参加者：中嶋 耕平 （メディカルセンター）

１．目的

国際オリンピック委員会（以下 ）の医事
委員会では， （ 年毎）
と （毎
年）とを開催しており， 年は （
回目）のみが 月 日カタール（ドーハ）で
開催された．
本研修会ではアスリートを対象とした臨床

医学全般について講義が行われることから，
最新の知見の収集と，他国のスポーツドク
ターとの情報交換も目的として参加した．

２．場所

国（ 市），

３．日程

期 日 行 程

月 日 羽田発

月 日 ドーハ着，受付

月 ～ 日 研修会参加

月 日 （帰国）他用務地移動

４．概要

本研修会は，日常からアスリートのメ

ディカルサポートに従事するスポーツ医が，

国際標準，もしくは最新の知見の収集と情報

交換を目的とした研修会となっており，

年から開催されている．過去の開催国（地）

は下記の通りである．

回数 年度 開催地 開催国
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回

研修は競技スポーツ医学における代表的疾

患（外傷，障害，疾病）ごとにテーマを設け， 

セッション毎に症例を提示し，2~4人の小グ

ループに分かれてディスカッションを行った

後に，4-5人の講師によって関連した文献や知

見のレビューが行われ，最後に提示症例につ

いて全体討議を行うといった方針で行われた

（各セッション90分～120分）．会期3日間で計

12セッションが展開され，チームドクターと

しての活動指針（S1）に始まり，頭部外傷へ

の対応（S2），鼠径部痛（S3），定期的メディ

カルチェックの有用性（S4），熱中症（S5），
アキレス腱疾患（S6），スポーツ外傷における

薬物療法（S7），ハムストリングの肉離れ（S8），
競技復帰時期の判定（S9），心臓疾患における

スポーツ活動中のリスク（S10），足関節の外

傷（S11），アスリートにおける呼吸器疾患

（S12）についての症例検討と講義が行われた． 
 

５．まとめ

各診療科単位のスポーツ医学といった日本

のスポーツ医学事情とは異なり、スポーツ医

学という広域的専門的知見として各疾患に対

応する海外のスポーツ医学の在り方は、診療

科間の人員的格差といった課題を解決するひ

とつの手法としては有用であると感じた． 
また，研修期間の中日にはカタールのス

ポーツ医学センター（Aspetar Hospital）と隣

接するトレーニングセンター（Aspire Dome）
の施設見学が行われた．

（文責 中嶋耕平）

Ⅹ 国際関係

海外調査・国際会議１

１ １ 第 回 への参加

写真： 研修会（日本からの）参加者（左）

施設見学 （右）

写真　 研修会（日本からの）参加者（左）
　　　 　　Aspetar Hospital ( 施設見学 )（右）

期　日 行　　　　程
5 月 4 日 羽田発　
5 月 4 日 ドーハ着 , 受付

5 月 5 ～ 7日 研修会参加
5 月 8 日 （帰国）他用務地移動
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　 86　　Ⅹ　国際関係╱ 1　海外調査・国際会議　 　 　

参加者 : 川原　貴（JISS センター長）
　　　　宮地　力（スポーツ科学研究部）
　　　　
1.ASPC のフォーラムについて
　ASPC（Association of Sport Performance 
Centres）は、エリートスポーツのためのト
レーニングセンター（ハイパフォーマンスセ
ンター）の世界協会であり、川原はアジア大
陸代表理事となっている。ASPC では 2 年に
1回のフォーラムを開催しており、今回はプ
エルトリコでの開催となった。

2. 場所
　San Juan, Pueruto Rico
　

3. 日程

　

4. 概要
⑴フォーラム第 1日目
・講演「プエルトリコのスポーツ」
・キーノート 1「リーダーシップ」
⑵フォーラム第 2日目
・講演「リオ 2016 アップデート」
・キーノート 2「スポーツにおけるインター
　ネットメディアの将来」
・ショートプレゼンテーション
　「FC バルセロナの勝利戦略」
　「情報分析に関する考察」
　「JISS の映像 DB」
　「ハイパフォーマンスセンター同士の新た
　なコミュニケーションアプローチ」

　「情報共有における AIS （Australian  Institute 
　of Sports）の役割」
・キーノート 3「パフォーマンスセンターの
　役割」
・講演「ハイパフォーマンスの資源配分」
・講演「IOC のアスリート・アントラージュ」
（3）フォーラム第 3 日目
・キーノート 4「栄養、休養、リカバリー」
・キーノート5「継続可能なパフォーマンスパ
　スウェイの構築」
・講演「プエルトリコにおける統合的医学
　サービス」

5. まとめ
　フォーラムにおけるプレゼンテーションの
内容は多岐にわたるが、各国のハイパフォー
マンスセンターの問題意識や課題が伺え、参
考になることが多い。また、多くの海外のハ
イパフォーマンスセンター関係者と直接コン
タクトをとることにより、ネットワークを広
げるよい機会でもある。アジアからはフィリ
ピンとインドが今回新たに参加した。
　日本からは宮地研究員が JISS の映像 DB
に関する発表を行った。川原は今回のフォー
ラムでアジア代表理事から退くことになって
いたが、香港、シンガポールが不参加であっ
たため、アジア大陸代表理事の後任を決める
ことができず、後日決定することになった。

 
　写真　フォーラム参加者全員の記念撮影

（文責　川原　貴） 

1-2　　ASPC International Foeum on Elite Sport への参加1-2　　ASPC International Foeum on Elite Sport への参加

期　日 行　　　　　程
 8 月23日 成田発、プエルトリコ着
　　24日 ASPC 理事会
 　 25 日 ASPC 理事会、委員会
 　26 日 ASPC 理事会、2017 年フォーラムプレゼン
 　27 日 フォーラム第 1日目
 　28 日 フォーラム第 2 日目、総会、大陸会議
 　29 日 フォーラム第 3日目、総会
　　30 日 施設見学
　　31 日 プエルトリコ発
 9月 1日 成田着Ⅹ1



参加者 : 川原　貴（JISS センター長）
　　　　平野　裕一（スポーツ科学研究部長）
　　　　亀井　明子（スポーツ科学研究部）
　　　　山辺　芳（スポーツ科学研究部）
　　　　能瀬　さやか（メディカルセンター）
　　　　窪田　しおり（スポーツ科学研究部）

1. 目的
　 本 会 議 は JISS（ 日 本 ）、CISS（ 中 国 ）、
KISS（韓国）が核となり、アジアのスポー
ツ科学研究機関の交流を大きな目的として、
2000 年から開催されている。

2. 場所
　Seoul Olympic Parktel: 韓国

3. 日程

4. 概要
　2015 年は、ホスト国の韓国において KISS
主 催 で 開 催 さ れ た。 会 場 と な っ た Seoul 
Olympic Parktel は、KSPO（韓国スポーツ
振興財団）により運営されているホテル、国
際会議場、レストラン等も取り揃える施設で
ある。
　9月17日、アジアスポーツ科学会議は、日本、
中国、韓国のほか、香港、ネパール、フィリ
ピンのアジア諸国に加え、イギリスから講演
者を招いて発表が行われた。
　JISS からは平野裕一スポーツ科学研究部
長がキーノートスピーチを、亀井明子先任研
究員がアスリートのための栄養評価システム
について、山辺芳研究員がスキージャンプの

飛行姿勢における上肢の位置が空気力に与え
る影響について、能瀬さやか研究員が女性
トップアスリートにおけるリラキシンの変化
についての発表を行った。
　その他の国では、スポーツ科学の学際的研
究から、他の科学と連携した競技パフォーマ
ンスの強化に係るもの等、幅広い内容で発表
が行われた。午後のディレクターズミーティ
ングでは、日本、中国、韓国 3 カ国のスポー
ツ科学を取り巻く現状や、今後の展望につい
て話し合われた。具体策については、日本、
中国、韓国を中心に継続的に話し合っていく
こととなった。

5. まとめ
　2016 年はリオデジャネイロオリンピック
競技大会が開催されるため、次回は 2017 年
に日本での開催となる。
 

写真　　主要 3 カ国代表者

（文責 窪田　しおり） 

1-3　　第10 回アジアスポーツ科学会議への参加1-3　　第10 回アジアスポーツ科学会議への参加

期　日 行　　　　　程

9 月 16 日 韓国着、ウェルカムパーティ

　　17 日
AM: アジアスポーツ科学会議
PM: アジアスポーツ科学会議
ディレクターズミーティング

　　18 日
施設見学（Korea Institute of Sport 
Science、Korea Sports Council）
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2　海外からの JISS 訪問者

　2015 年度の海外からの JISS 訪問者は、278 名であった。なお、来訪者は以下のとおりである。

訪問日 団体（所属）名 人　　数

4/13 アメリカ・スタンフォード大学 　　3 名　　

4/17 フランス・スポーツ大臣 　30 名　　

5/8 イギリス・ロンドン大学 　　2 名　　

6/5 韓国・ソウル市立大学校産業経営研究所 　　4 名　　

7/7 韓国・東亜大学 健康管理学科 　13 名　　

7/25 アメリカ・ウィスコンシン大学 　13 名　　

8/12 ドイツ・スポーツ少年団（日独交流事業） 　100 名　　

8/15 アメリカ・カリフォルニア州立大学 　　1名　　

8/24 オーストラリア・スポーツ・コミッション（ASC） 4 名　　

9/4 アメリカ・オレゴン大学 7 名　　

9/7 イギリス・ラフバラ大学 2 名　　

9/29 世界アンチ・ドーピング機関（WADA） 1名　　

11/12 オランダ・スポーツ科学研究者 35 名　　

1/28 クウェート・新聞社 アル・アンバー紙 2 名　　

2/18 イギリス・アンチドーピング機関（UKAD） 2 名　　

2/19 タイ・スポーツ・オーソリティー・オブ・タイランド 15 名　　

2/26 国際パラリンピック委員会（IPC） 2 名　　

3/1 オセアニア国内オリンピック委員会（ONOC） 20 名　　

3/14 ロシア・ディナモ　プロニチェフ総裁ほか 4 名　　

3/15 ウクライナ・プラトノフ教授ほか 4 名　　

3/17 アジアコングレス（香港・シンガポール） 11名　　

3/22 つくば国際アカデミー（TIAS） 3 名　　

（文責　運営調整課） 
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Ⅺ　平成 27年度 ｢体育の日｣ 中央記念行事/スポーツ祭り2015

　10 月 12 日の「体育の日」に、JISS 及び
NTC において、平成 27 年度「体育の日」中
央記念行事スポーツ祭り 2015 を開催した。

（主催 : 文部科学省、日本体育協会、JOC、
日本レクリエーション協会、JPC、JSC ほか）

　開会式は、鈴木大地スポーツ庁長官の開会
宣言、馳浩文部科学大臣の主催者あいさつで
始まり、オリンピアン、パラリンピアンの入
場の後、上田藍選手、山田拓朗選手による「ス
ポーツ祭りの火」が点火された。
　その後、オリンピアンの田中琴乃選手の模
範で、JISS トレーニング体育館オリジナル
の準備体操を行い、子供も大人も一緒に見よ
う見まねで、楽しそうに全身を動かした。
　トップアスリートの練習施設でオリンピア
ンから直接指導を受けられる貴重な体験企画
であるスポーツ教室は、2015 年度も多数の
応募があり、子供たちは楽しみながらも真剣
に取り組んでいる様子であった。
　当日参加として、ディスクゴルフやタッチ
ラグビー等、誰もが気軽に楽しめるスポーツ
の体験コーナーやボート体験コーナー、「憩
いの広場」では、吉本興業の協力により例年
以上に多彩なステージイベント等も開催し
た。「憩いの広場」に出展した JSC のブース
では、オリジナルゲーム、各事業の展示を行
い、大盛況であった。
　JISS 企画では、「親子でアスリート食体験」
と「キッズ・スポーツ科学ランド」に加え、
新企画の「風の科学ランド」と「キックター
ゲット」を行った。「親子でアスリート食体
験」は、スポーツにおける食事の大切さを実
際にオリンピアンと一緒に食べながら学ぶ企
画で、参加親子は真剣に話しを聞きながら楽

しそうに食事をしていた。「キッズ・スポー
ツ科学ランド」は、アスリートが利用してい
る世界でも数少ない大型トレッドミル等によ
るトレーニングや最先端機器に科学的測定・
評価を体験でき、子供たちは興味津々であっ
た。「風の科学ランド」では、飛行機模型に
よる実験やスキージャンプ競技の映像で風の
力を学び、巨大風洞装置の風を親子で体験し
た。「キックターゲット」は、子供から大人
まで楽しめる的当てが好評で珍プレーも飛び
出しフットサルコートが歓声に沸いていた。
　また、2014 年度に引き続き、東日本大震
災により被災した地域のスポーツ少年団を招
待した。子供たちは天然芝の上で存分に体を
動かし喜んでいた。
　トップアスリートと一緒にスポーツを楽し
んだことが子供たちにとって心に残る体験と
なり、これからもスポーツに親しみスポーツ
の裾野が更に広がることを願いたい。

写真 1　準備体操の様子

写真 3　キッズ・スポーツ科学ランドの様子

写真 2　風の科学ランド
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イベント名 出場者 内　容

アスリートふれあ
い大運動会

宮下純一（水泳・競泳）
大山加奈（バレーボー
ル）伊藤華英（水泳・
競泳）上田藍（トライ
アスロン）ほか

アスリート、参加者（小学生）
を 5 チームに分け、チーム対抗
の大運動会を実施。リーダーの
アスリートとふれあいながら汗
を流す。

イベント名 出場者 内　容

アスリートふれあ
いジョギング

荻原次晴（スキー・複
合）田中光（体操）中
村礼子（水泳・競泳）
ほか

陸上トレーニング場を中心にオ
リンピアンとのふれあいジョギ
ングを開催。約 1.8km のコー
スをオリンピアンとともにジョ
ギングを楽しみ、完走を目指す。

教室名 内　容

科 学 的 測 定・ ト
レーニング体験

身長、体重、体脂肪率、骨強度をからだの指標として測
定し、筋肉を画像化する。さらに、機能評価として垂直
跳びと全身反応時間を測定するとともに、世界でも数少
ない大型トレッドミルでの歩行を体験する。

コーナー名 内　容
親子でアスリート
食体験

トップアスリートが普段食べている食事を、管理栄養士
の解説を聞きながらオリンピアンと一緒に食べる。

コーナー名 内　容

風の科学ランド スキージャンプや自転車競技等における空気抵抗や風の
影響を研究するための施設・巨大風洞装置を体験。

イベント名 内　容

新体力テスト
子供たちと一緒に、保護者や一般の方も対象に、体力テ
スト（上体起こし、握力、長座体前屈、反復横とび、立
ち幅とび）を実施する。

コーナー名 内　容

レッツ・チャレンジ!
おもしろスポーツ

カバディ、キンボール、クリケット、ゲートボール、ス
ポーツチャンバラ、ダーツ、タッチラグビー、ディスク
ゴルフ、ビリヤード、ブーメラン、ティーボールを体験
することができる。※当日参加可

コーナー名 内　容

憩いの広場
アスリートのトークショーや地元の方々による音楽パ
フォーマンスなど、ステージイベントを中心とした休憩コー
ナー。また、地元の方々によるフードコートも実施する。

コーナー名 内　容

日本ラグビー応援
コーナー

2020 東京オリンピック・パラリンピック及び 2019 ラグ
ビー W 杯の開催の機運を高めるため、関連資料やパネ
ル等の展示を行なった。

コーナー名 内　容

お も し ろ 自 転 車
コーナー

子供から大人まで、様々な変り自転車を楽しむ。
※当日参加可

主なプログラム

1. アスリートふれあい大運動会 スポーツ祭り 2015 実施種目・会場

2. アスリートふれあいジョギング

4. キッズ・スポーツ科学ランド

5. 親子でアスリート食体験

6. 風の科学ランド

7. 新体力テスト

8. レッツ・チャレンジ ! おもしろスポーツ

9. 憩いの広場　

10.「日本ラグビー応援コーナー」

11. おもしろ自転車コーナー

3. 各種スポーツ教室

種目・会場

種目名 出場者 内　容
陸上競技教室 右代啓祐、藤光謙司ほか

各教室とも、オリンピアン等を
特別コーチとして起用。国を代
表する選手が練習を行う NTC、
JISS の練習場を使用すること
で、トップアスリート気分も味
わえる。
各教室共通の基本方針は①対象
者は、原則として小学生とする、
②技術向上を目指すよりも、当
該種目のおもしろさ、楽しさを
発見できる内容とする、③トッ
プレベルのパフォーマンスを披
露（デモンストレーション）す
ることで、より深い感動・感激
を与える、ことをコンセプトと
している。

水泳（競泳）教室 瀬戸大也、渡部香生子ほか
サッカー教室 大谷未央、矢野喬子ほか
テニス教室 岩渕聡
体操教室 渡邊光昭、田中光
新体操教室 村田由香里、田中琴乃
バスケットボール教室 長南真由美、紺野麻里ほか
レスリング教室 田南部力、本田原明ほか
トランポリン教室 伊藤正樹
ウエイトリフティ
ング教室 山田政晴

ハンドボール教室 おりひめ JAPAN

卓球教室 宮崎義仁

フェンシング教室 平田京美

柔道教室 越野忠則、佐藤愛子ほか

バドミントン教室 池田信太郎、廣瀬栄理子
アーチェリー教室 穂刈美奈子、重田京子
ウェルチェアラグ
ビー教室 菅野元輝、峰島靖ほか

実施種目 会　場

1 開会式 JISS
味の素フィールド西が丘

2 アスリートふれあいジョギング NTC
陸上トレーニング場

3 アスリートふれあい大運動会 JISS
味の素フィールド西が丘

4 アクティブ・チャイルド・プログラ
ム親子でプレイ ! 運動遊び !! 

NTC 2F
共用コート

5 キッズ・スポーツ科学ランド JISS 2F
体力科学実験室

6 風の科学ランド JISS 
風洞実験施設

7 新体力テスト JISS 2F
研修室 A・B

8 陸上競技教室 NTC
陸上トレーニング場

9 水泳（競泳）教室 JISS B1F
競泳プール

10 サッカー教室 JISS
味の素フィールド西が丘

11 テニス教室 NTC
屋内テニスコート

12 ボクシング教室 NTC B1F
ボクシング場

13 バレーボール教室 NTC 3F
バレーボールコート

14 体操教室 NTC 3F
体操場

15 新体操教室 JISS 3F
新体操・トランポリン場

16 トランポリン教室 JISS 3F
新体操・トランポリン場

17 バスケットボール教室 NTC 2F
バスケットボールコート

18 レスリング教室 NTC B1F
レスリング場

19 ウエイトリフティング教室 NTC B1F
ウエイトリフティング場

20 ハンドボール教室 NTC 2F
ハンドボールコート

21 卓球教室 NTC 1F
卓球場

22 フェンシング教室 JISS 2F
フェンシング場

23 柔道教室 NTC 1F
柔道場

24 バドミントン教室 NTC 3F
バドミントンコート

25 ライフル・ピストル射撃体験
（光線銃） 

JISS BIF
射撃練習場

26 ラグビー（タグラグビー） 赤羽スポーツの森公園競技場

27 アーチェリー教室 JISS
アーチェリー実験・練習場

28 ドッジボール 赤羽スポーツの森公園競技場

29 親子でアスリート食体験 JISS 7F
レストラン R3

30 フェンシング体験「エペで突いて
みよう」

JISS 2F
フェンシング場

31
レッツ・チャレンジ !
おもしろスポーツ & ボート体験
コーナー

JISS 1F
陸上競技実験場・屋外テニスコート

32 レッツ・チャレンジ !
フラッグフットボール体験

JISS
屋外テニスコート

33 レッツ・チャレンジ !
自転車キッズ検定・体験

JISS
屋外テニスコート横通路

34 レッツ・チャレンジ !
ブラインドサッカー体験

JISS
屋外テニスコート

35 レッツ・チャレンジ !
ウィルチェアラグビー体験

JISS
屋外テニスコート

36 レッツ・チャレンジ !
キックターゲット

JISS
フットサルコート

37 憩いの広場 共有スペース

38 おもしろ自転車コーナー JISS
駐車場

39 日本ラグビー応援コーナー NTC 1F
エントランス

（文責　運営調整課 / 事業課）
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　15）髙橋英幸, 山中亮.  スポーツと疲労.  村岡功（編）, 新・スポーツ生理学,  市村出版,  東京,  176-186, 2015.
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4. 報告書
　　1）石井美子,  大内志織,  亀井明子.  「ウエイトリフティングジュニア選手におけるウエイトコントロールと食生活等の現
　　 状と課題」について ―質問紙調査の結果より―. （社）日本ウエイトリフティング協会会報,  120 : 51-53, 2015.
　　2）稲山貴代,  亀井明子,  井上久美子,  富松理恵子.  平成 26 年度埼玉県代表高校生選手の栄養・食生活調査結果概要.  平成
　　 26 年度スポーツ科学委員会会報,  17-28, 2015.
　 3）亀井明子.  第 45 回世界体操競技選手権大会における栄養サポートの実施報告.  公益財団法人日本体操協会研究部報, 
　　 114 : 43-46, 2015.
　　4）高橋佐江子,  奥脇透.  中・長期的に実現可能な活用方策② . 学校災害事故防止に関する調査研究「災害共済給付データ
　　 の活用検討」―分析手法の調査・研究―調査研究報告書,  19-21, 2016.
　　5）山本正嘉,  上野みなみ,  石井泰光 . リハビリテーショントレーニングとしての低酸素トレーニングの活用. スポーツト
　　 レーニング科学, 17 : 33, 2016.
　　6）渡部厚一, 中山修一, 半谷美夏, 遠藤直哉 , 板倉尚子, 吉田真 . 医務報告.  第 28 回ユニバーシアード競技大会（2015/光州）
　　 日本代表選手団報告書,  88-102, 2015.

5. 講演・特別講演・シンポジウム等
　 1）Dohi Michiko. Sports and cryotherapy. Cultivating UK-Japan research collaboration through sports, London, UK, 
　　 2015. 12
　　2）Hirano Yuichi.  Next  steps  in medical/scientific  support program of JISS toward Tokyo 2020. The 10th Asian 
　　 Conference on Sport Science, Seoul, Korea, 2015. 9.
　　3）Kamei Akiko,  Ishii  Yoshiko,  Ouchi  Shiori,  Takino Masakazu, Miura Tomokazu. Introduction of a nutrition
　　 assessment system for nutrition Management in athletes. The 10th Asian Conference on Sport Science, Seoul,
　　　Korea, 2015. 9.
　 4）Nakamura Daisuke. Olympic and Paralympic support by JISS ―Special Project for 2020 Tokyo―. Human High
　　 Performance International Forum, Tsukuba, Japan, 2016. 3.
　　5）Nose-Ogura Sayaka, Yoshino Osamu, Tanabe Yoko, Narumi Emi, Iwahara Yasuko,  Nakamura  Mariko, Harada
　　 Miyuki, Yutaka Osuga, Saito Shigeru, Dohi Michiko, Kawahara Takashi. Oral contraceptives （OC） decreased serum 
　　　relaxin-2 concentrations in female elite athletes. The 10th Asian Conference on Sport Science, Seoul, Korea, 2015. 9.
　　6）Yamanobe Kaoru, Shirasaki Keita, Ishige Yusuke, Takahashi Masahiko, Oda Masaki. The fluid dynamic factors
　　 which have the effects on the performance in ski jumping. The 10th Asian Conference on Sport Science, Seoul,
　　 Korea, 2015. 9.

　 1）石毛勇介.  国立スポーツ科学センターにおけるトレーニング機器・用具等の開発. 日本体育施設協会特別会員施設用器
　　 具部会研修会,  東京,  2015. 6.
　 2）石毛勇介.  国立スポーツ科学センターにおける動作解析 ―現状および今後へ向けて―. MAC3D セミナー 2015, 東京, 
　　 2015. 7.
　　3）石毛勇介. メダル獲得に向けた文科省プロジェクトマルチサポート事業.  SPORTEC2015, 東京,  2015. 7.
　 4）石毛勇介. 国立スポーツ科学センターにおける支援と研究 ―工学技術応用の観点から―. SPORTEC2015, 東京,  2015. 7.
　 5）奥脇透. 2020 東京オリンピック・パラリンピックにおける医科学学術サポート.  第 88 回日本整形外科学会学術総会, 
　　 兵庫,  2015. 5.
　 6）奥脇透.  運動器エコーの現状と将来を医師・臨床検査技師・理学療法士が熱く語る.  第 88 回日本超音波医学会学術総会, 
　　 東京,  2015. 5.
　　7）奥脇透.  オリンピック日本代表選手の医科学サポート.  第 25 回関西臨床スポーツ医科学研究会,  大阪,  2015. 6.
　　8）奥脇透.  2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けたスポーツドクターの役割.  第 41 回日本整形外科スポー
　　 ツ医学会学術集会,  京都,  2015. 9.
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　　9）奥脇透.  肉離れとは ?.  第 5 回杏スポーツセミナー,  東京, 2015. 11.
　10）奥脇透.  肉離れの病態と治療.  第 26 回日本臨床スポーツ医学会学術集会,  兵庫,  2015. 11.
　11）奥脇透.  肉離れのリハビリテーション.  第 64 回瑞穂卒後研修セミナー, 愛知,  2015. 11.
　12）奥脇透.  ランニングによる下肢障害とその予防 : 肉ばなれ . 第 7 回スポーツメディシンフォーラム , 大阪 , 2016. 3.
　13）奥脇透 . 東京オリンピックとパラリンピックへ向けたスポーツドクターの役割.  第 11 回鹿児島運動器リハビリテーショ
　　 ン研究会,  鹿児島,  2016. 3.
　14）蒲原一之.  アスリートの内科的障害.  香川県スポーツ医科学フォーラム,  香川,  2015. 12.
　15）蒲原一之. スポーツ貧血の常識・非常識 ―アスリートの貧血への対応―. 日本腎臓リハビリテーション学会学術集会, 
　　 岡山,  2016. 3.
  16）亀井明子. これからのオリンピックに向けての栄養分野の取り組み.  第 2 回日本スポーツ栄養学会,  滋賀, 2015. 7.
 　17）亀井明子.  「子どもの成長期におけるスポーツと栄養」―トップアスリートの栄養サポートより―. 所沢市教育委員会
　　 所沢市食育研究会食育フォーラム,  埼玉,  2015. 11.
　　18）亀井明子.  オリンピック選手の基本の食事.  石川県教育委員会平成 27 年度科学的トレーニング特別強化事業,  石川, 
　　　2015. 11.
　19）亀井明子.  磁気共鳴分光法を用いた筋グリコーゲン測定と栄養戦略への応用.  第 12 回 JISS スポーツ科学会議, 東京, 
　　 2015. 12.
　20）熊川大介.  日本人トップアスリートの医科学研究と支援の最前線 ―ジュニア期のサポートシステム―. 平成 27 年度群
　　 馬県中学校体育連盟特別講演会,  群馬,  2015. 9.
　21）熊川大介.  JISS におけるジュニアアスリートの医科学支援 ―スピードスケートの事例を中心に―. 第 12 回 JISS スポー
　　 ツ科学会議,  東京,  2015. 12.
　22）鈴木章. トップアスリートにおけるアスレティックリハビリテーションの実際 ―オリンピック・パラリンピックへ向けて
　　 の取り組み―. 第 17 回合同大会（第36回医療体育研究会, 第 19 回日本アダプテッド体育・スポーツ学会）, 神奈川,  2015. 11.
　　23）鈴木章. トップアスリートにおけるアスレティックリハビリテーションの実際 ―オリンピック・パラリンピックへ向
　　　けての取り組み―. 第 36 回栃木県スポーツ医学研究会,  栃木,  2015. 12.
　24）鈴木康弘.  JISS における高地 / 低酸素トレーニング研究及び現場支援.  第 70 回日本体力医学会大会,  和歌山,  2015. 9.
　25）髙橋英幸. 運動および栄養摂取による筋グリコーゲンの変化と疲労回復 : ヒトを対象として.  第 70 回日本体力医学会
　　 大会,  和歌山,  2015. 9.
　26）髙橋英幸. 疲れるって何だろう ?. 神奈川県ヘルスケア ･ ニューフロンティア講座,  神奈川,  2015. 12.
　27）立谷泰久. スポーツメンタルトレーニングと催眠. 日本催眠医学心理学会第 62 回大会,  東京,  2015. 9.
　28）田中彩乃.  女子ラグビー選手へのサポートにおける pitfall . 第 5 回チームドクタートレーナーミーティング,  兵庫,
　　 2015. 11.
　29）土肥美智子. スポーツ現場と画像診断.  第 25 回かしわ画像研究会,  千葉,  2015. 7.
　30）土肥美智子.  帯同報告 FIFA 女子ワールドカップ カナダ 2015. 第 57 回サッカードクターセミナー,  福岡,  2015. 10.
　31）土肥美智子. F-MARC（FIFA Medical Assessment and Research Centre）の取り組み ―サッカー医学が人々にもたら
　　 したもの―. モーラス R テープ 20mg 発売 20 周年, モーラス R テープ 60mg 発売 10 周年記念講演会,  兵庫,  2015. 10.
　32）土肥美智子. リカバリー戦略における Whole Body Cryotherapy（WBC）の有用性.  第12 回 JISS スポーツ科学会議, 東京, 
　　　2015. 12.
　33）土肥美智子.  画像診断領域において放射線科医が望む診療放射線技師像 ―一般診療からトップアスリートを対象とし
　　　たスポーツ診療まで―. 平成 27 年度北海道科学大学特別講演会,  北海道, 2015. 12.
　34）土肥美智子. 女性トップアスリートのコンディショニング.  第 16 回蔵王整形外科スポーツセミナー,  山形,  2016. 2.
　35）土肥美智子. Women in Football & Sports. 日本サッカー協会, 大阪 , 2016. 3.
　36）土肥美智子, 村上洋子. 女性メディカルスタッフネットワーク ワークショップ 新たなるチャレンジとしての提案―現
　　 場から.  第 26 回日本臨床スポーツ医学会学術総会,  兵庫,  2015. 11.
　37）中嶋耕平 . 国際総合競技大会におけるメディカルサポート ―外傷・障害の特徴と Rio2016 に向けた取り組み―. 第 7　
　　 回順天堂整形外科スポーツフォーラム, 東京,  2016. 1.
　38）中村真理子.  主観的コンディションの変化. 日本臨床スポーツ医学会公開シンポジウム, 東京,  2016. 1.
　39）能瀬さやか.  女性アスリートが抱える問題と対策.  第 67 回日本産科婦人科学会学術講演会, 東京,  2015. 4.
　40）能瀬さやか.  月経対策とアンチ ･ ドーピングについて.  第 15 回思春期診療研究会,  大阪,  2015. 4.
  41）能瀬さやか. 女性アスリートに見られる疾患と治療 アンチ･ドーピングの基礎知識.  山梨産科婦人科学会,  山梨,  2015. 4.
  42）能瀬さやか.  女性アスリートに見られる疾病と治療 アンチ ･ ドーピングの基礎知識. 日本産婦人科医会,  栃木,  2015. 5. 
　43）能瀬さやか.  女性アスリートのからだと健康管理.  第 50 会日本理学療法学術大会,  東京,  2015. 7.
　44）能瀬さやか. 女性アスリートの健康支援・サポート体制.  第 1 回公認スポーツドクター研修会,  秋田,  2015. 7.
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　45）能瀬さやか.  女性アスリートの健康.  日本産科婦人科学会女性ヘルスケア委員会 女性のヘルスケアアドバイザー養成
　　 プログラム,  東京,  2015. 7.
　46）能瀬さやか.  バスケットボール選手の月経対策.  バスケットボール女子日本リーグ機構,  愛知,  2015. 7.
　47）能瀬さやか.  女性アスリート診療のための講習会.  女性アスリート健康支援委員会,  静岡,  2015. 7.
　48）能瀬さやか.  女性アスリートの育成・支援プロジェクト 女性アスリートが抱える婦人科の問題と対策.  八戸整形外
　　 科医会学術講演会,  青森,  2015. 7.
　49）能瀬さやか.  女性アスリートのヘルスケア最新情報 . 第 38 回日本産婦人科医会性教育セミナー全国大会,  広島,  2015. 7.
　50）能瀬さやか.  女性アスリートと女性の生涯の健康.  第 17 回日本母性看護学会学術集会,  東京,  2015. 7.
　51）能瀬さやか.  女性アスリートの無月経 . 第 55 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会共催市民公開講座,  東京,  2015. 9.
　52）能瀬さやか.  女性アスリートのコンディショニングと障害予防.  第 6 回多摩ウィメンズヘルス研究会,  東京,  2015. 10.
　53）能瀬さやか.  女性アスリート特有の健康問題.  日本体育協会公認スポーツ栄養士更新講習会,  東京,  2015. 10.
　54）能瀬さやか.  女性アスリートの月経対策.  第 251 回東京薬科大学卒後教育講座,  東京,  2015. 10.
　55）能瀬さやか.  女性アスリートが抱える女性特有の問題へ対する対応.  宮崎県教育委員会第 1 回女性アスリート強化対策
　　 会議,  宮崎,  2015. 10.
　56）能瀬さやか.  産婦人科医による女性アスリートのサポート.  第 13 回播磨産婦人科内分泌研究会,  兵庫, 2015. 10.
　57）能瀬さやか.  女性アスリートの健康支援・サポート体制等.  第 2 回公認スポーツドクター研修会,  新潟,  2015. 11.
　58）能瀬さやか.  産婦人科医師が行う女性アスリートの管理 無月経・疲労骨折.  第 30 回日本女性医学学会学術集会シンポ
　　 ジウム 3, 愛知,  2015. 11.
　59）能瀬さやか.  月経困難症を伴う女性アスリートの治療経験.  第 30 回日本女性医学学会学術集会スポンサード特別シン
　　 ポジウム,  愛知,  2015. 11.
　60）能瀬さやか. 女性アスリートのからだと医学的サポート.  愛知県アスレティックトレーナー連絡協議会第 7回研修会, 
　　 愛知,  2015. 11.
  61）能瀬さやか.  女性アスリートに関わる上で知っておきたいホルモンの基礎知識.  第 45 回慶應スポーツ医・科学研究会,    
　　 東京,  2015. 12.
　62）能瀬さやか.  女性アスリートの知っておきたい婦人科の基礎知識.  日本水泳連盟競泳ナショナル合宿,  静岡,  2015. 12.
　63）能瀬さやか.  女性アスリート特有の健康問題.  日本体育協会公認スポーツ栄養士更新講習会, 徳島,  2016. 1.
　64）能瀬さやか.  女性アスリートが抱える女性特有の問題へ対する対応.  宮崎県教育委員会第 2 回女性アスリート強化対策
　　 会議,  宮崎,  2016. 2.
　65）能瀬さやか.  女性アスリートの月経周期とコンディショニング.  第 4 回千葉県スポーツ指導者研修会,  千葉,  2016. 2.
　66）能瀬さやか.  健常者・障がい者アスリートの月経対策を考える.  女性アスリートの戦略的強化に向けた調査研究,  三重,  2016. 2.
　67）能瀬さやか.  女性アスリートの健康管理.  播磨スポーツドクター研修会,  兵庫,  2016. 3.
　68）半谷美夏.  成長期における腰椎スポーツ障害の発生状況 ―トップアスリートを中心に―. 第 26 回日本小児整形外科学
　　 会学術集会,  岐阜,  2015. 12.
　69）半谷美夏.  スポーツ選手のお医者さん.  神奈川県ヘルスケア・ニューフロンティア講座 最先端技術による次世代健康
　　　科学の創出に向けて,  神奈川,  2015. 12.
　70）平野裕一 . 2020 東京オリ・パラを契機とした医・科学サポート体制の拡充 . 第 66 回日本体育学会大会組織委員会企画
　　　シンポジウム,  東京,  2015. 8.
　71）松田直樹.  トップレベルのアスリートへの理学療法 現状と課題.  第 50 回日本理学療法学術大会,  東京,  2015. 6.
　72）松田直樹.  サッカー選手の腰痛と機能的アプローチ.  千葉県サッカー医科学研究会,  千葉,  2016. 2.
　73）松林武生.  オリンピック選手の秘密.  東京ジュニア科学塾（第 3 回）, 東京,  2015. 12.
　74）元永恵子.  JISS 栄養グループの取組内容とパラリンピックの栄養サポート.  第 37 回日本臨床栄養学会総会・第 36 回
　　 日本臨床栄養協会総会 第 13 回大連合大会シンポジウム 1 スポーツと栄養,  東京,  2015. 10.
　75）山下大地. アメリカンフットボール日本代表候補選手の体力.  第 19 回日本アメリカンフットボール医科学研究会, 東京,  2016. 2.
　76）横澤俊治.  国立スポーツ科学センターのバイオメカニクスサポート.  第 3 回神奈川県ヘルスケア ･ ニューフロンティア
　　　講座,  東京,  2016. 3.

6. 学会発表
　 1） Chino Kentaro, Kato Emika, Takahashi Hideyuki. Association of gender, tissue thickness, and tissue hardness
　　 with muscle elasticity measured by shear-wave elastography. 62nd Annual Meeting of the American College of
　　　Sports Medicine, San Diego, USA, 2015. 5.
　 2）Hagiwara Masahiro, Ohya Toshiyuki, Oriishi Marie, Suzuki Yasuhiro. Comparison of inspiratory muscle fatigue 
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　　 for two different types of maximal rowing test. 62nd Annual Meeting of the American College of Sports Medicine, 
　　　San Diego, USA, 2015. 5

　　3）Hanaoka Yukichi, Shimizu Kazuhiro, Oikawa Satoshi, Kimura Fuminori, Sone Ryota, Watanabe Koichi,  Akama
　 　Takao, Kono Ichiro, Miyamoto Toshikazu. Effects of strenuous exercise on salivary human neutrophil peptides 1-3 
　　　and blood neutrophils in young male subjects. 20th Annual Congress of the European College of Sport Science,
　　　Malmö, Sweden, 2015. 6.
　 4）Haramura Miki, Takai Yohei, Yoshimoto Takaya, Yamamoto Masayoshi, Kanehisa Hiroaki. Metabolic profile of
　　　body mass-based squat exercise in healthy young men. 20th Annual Congress of the European College of Sport
　　　Science, Malmö, Sweden, 2015. 7.
　 5）Inaba Yuki, Hakamada Noriko,  Sasaki Mitsuo. How does the shooting mechanics change after 3 months of
　 shooting practices in young basketball players?. The 25th Congress of the International Society of Biomechanics, 
　　 Glasgow, UK, 2015. 7.
　 6）Inaba Yuki, Tamaki Sho, Ikebukuro Haruhiko, Yamada Koshi, Yoshida Kazuto. Comparison of behavior of plastic 
　　　balls with celluloid balls. The 14th International Table Tennis Federation  Sports Science Congress and 5th World 
　　　Racquet Sports Congress, Suzhou, China, 2015. 4.
　　7）Kamihigashi Etsuko, Dohi Michiko, Yamagishi Sachiko, Miki Shinya, Sakashita Masaki, Mizutani Yuri, Nakamura 
　　 Mariko, Tanabe Yoko, Narumi Emi, Iwahara Yasuko, Kawahara Takashi. Investigation of the adequate method of 
　　　liquid intake for doping control. 20th Annual Congress of the European College of Sport Science, Malmö, Sweden, 
　　 2015. 6.
　　8）Kasai Nobukazu, Kojima Chihiro, Morishima Takuya, Takahashi Hideyuki, Goto Kazushige, Suzuki Yasuhiro.
　　　Effect of 5 days sprint training in hypoxia on exercise performance in sprinters. 62nd Annual Meeting of the
　　　American College of Sports Medicine, San Diego, USA, 2015. 5.
　　9）Kato Emika, Chino Kentaro, Takahashi Hideyuki. Comparison of muscle elasticity between passive and active
　 condition. 20th Annual Congress of the European College of Sport Science, Malmö, Sweden, 2015. 6.
　10）Motonaga Keiko, Osawa Takuya, Kondo Emi, Shiose Keisuke, Kamei Akiko, Kawahara Takashi, Taguchi Motoko, 
　　 Takahashi Hideyuki.  Influence of  carbohydrate intake on muscle glycogen recovery after exercise in Japanese
　　 endurance trained subjects ―Adopting a new method―. The 1st Asia Sports Nutrition Network Seminar, Seoul,
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　49）立谷泰久,  村上貴聡,  荒井弘和,  平木貴子,  宇土昌志. トップアスリートを対象とした心理的評価尺度作成の試み ―予
　　 備尺度作成の検討―. 日本体育学会第 66 回大会,  東京,  2015. 8.
　50）塚越さくら,  上野みなみ, 石井泰光,  黒川剛, 山本正嘉.  大学から自転車競技を開始した女子中距離選手が 4 年間で全
　　 日本選手権オムニアムに優勝するまでの事例研究. 第 28 回日本トレーニング科学会大会,  鹿児島,  2015. 11.
　51）塚本敏人, 菅唯志, 石橋彩, 竹中沙葵, 後藤一成,  海老久美子,  伊坂忠夫,  橋本健志.  運動前のココア飲料摂取が高次脳
　　 機能に与える影響.  日本スポーツ栄養学会第 2 回大会,  滋賀,  2015. 7.
　52）富松理恵子,  亀井明子,  石田裕美.  食事を教材としたジュニアアスリートの食育プログラムの計画と評価. 第 62 回日
　 　本栄養改善学会学術総会,  福岡,  2015. 9.
　53）内藤耕三.  野球の投球動作におけるスキル評価のための全身多自由度動力学分析 ―上肢末端を加速する多関節運動の
　　 コーディネーション―. 日本体育学会第 66 回大会 , 東京 , 2015. 8.
　54）中里浩介,  石毛勇介. フリースタイルモーグル競技における跳躍高獲得のためのエア踏切時の重心跳躍角度および速度
　　 のシミュレーション.  日本スキー学会第 26 回大会,  山形,  2016. 3.
　55）中里浩介,  石毛勇介.  モーグルスキーにおける異なる 2 種類のエア踏切方法の動作分析 ―日本代表選手 2 名による事
　 例報告―. 第 28 回日本トレーニング科学会大会,  鹿児島,  2015. 11.
　56）中嶋耕平, 土肥美智子, 半谷美夏, 能瀬さやか, 遠藤直哉 , 渡部厚一, 真鍋知宏, 先場瞬, 平野裕一. 次世代トップアスリー
　　 トのメディカルチェック ―東京都の取り組みから―. 第 26 回日本臨床スポーツ医学会学術集会,  兵庫,  2015. 11.
　57）中嶋耕平,  長尾卯乃,  藤木嵩史,  村上富栄,  星川淳人,  大山貴裕,  梶尾安正,  川崎淳,  藤山光太郎,  武田秀樹,  増島篤. 年
　　 代カテゴリー別レスリング日本代表選手の 国際競技会における外傷・疾病調査.  第 26 回日本臨床スポーツ医学会学術
　　 集会,  兵庫,  2015. 11.
　58）中村大輔, 有光琢磨,  山中亮. 高温多湿環境がサッカー選手のパフォーマンス発揮および口腔内局所免疫能に与える影響. 
　　 日本フットボール学会 13th Congress, 東京,  2016. 3.
　59）中村真理子,  松林武生,  禰屋光男,  土肥美智子.  Whole Body Cryotherapy が運動後の末梢循環応答に及ぼす影響.  第
　　　70 回日本体力医学会大会,  和歌山,  2015. 9.
　60）永田聡典,  山下大地,  森周司.  拳上速度の即時フィードバックでコンディションの低下を防ぐ.  NSCA ジャパン S&C
　　 カンファレンス,  東京,  2015. 12.
　61）西脇雅人,  黄忠,  萩原正大,  中原海晴,  高原慶祐,  松本直幸.  一過性の低酸素刺激は体の柔軟性を高めるか.  第 28 回日
　　 本トレーニング科学会大会,  鹿児島,  2015. 11.
　62）禰屋光男,  峰松健夫,  松林武生,  中村真理子,  池田真一,  後藤大地,  土肥美智子.  スキンブロッティング法を利用した高
　　 強度運動時の局所的筋動態の評価.  第 70 回日本体力医学会大会,  和歌山,  2015. 9.
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　63）能瀬さやか,  土屋富士子,  末田雅美,  板橋香奈,  池月弓子,  小畑清一郎,  合阪幸三.  中高年の栄養摂取状況と血中脂質
　　　動態との相関 ―過去5年間, 約24000 例の健康診断データより―. 第 67回日本産科婦人科学会学術講演会,  神奈川,  2015. 4
　64）萩原正大,  石井泰光.  ウィンドサーフィン競技の軽風域における模擬レース中の移動様相の特徴.  第 28 回日本トレー
　　　ニング科学会大会,  鹿児島,  2015. 11.
　65）原村未来,  高井洋平,  吉本隆哉,  金久博昭,  山本正嘉. 若齢男性における自重負荷スクワット中の筋活動水準および有
　　　酸素性代謝特性.  第 28 回日本トレーニング科学会大会,  鹿児島,  2015. 11.
　66）半谷美夏,  水谷有里,  藤木崇史,  中嶋耕平,  奥脇透.  国際総合競技大会派遣前メディカルチェックにおける整形外科プ
　　　ロブレムの検討.  第 41 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会,  京都,  2015. 9.
　67）日置麻也,  兼平奈奈,  小池晃彦,  齋藤輝,  髙橋英幸,  島岡清,  榊原久孝,  押田芳治,  秋間広.  若年者と高齢者における筋
　　　細胞内脂質と身体活動量との関係.  第 70 回日本体力医学会大会,  和歌山,  2015. 9.
　68）平木貴子,  村上貴聡,  荒井弘和,  宇土昌志,  立谷泰久. トップアスリートのためのメンタルチェックリストの得点傾向 
　　　―性別 , 競技種目による検討―. 日本スポーツ心理学会第 42 回大会,  福岡,  2015. 11.
　69）平山大作,  熊川大介,  平野裕一.  野球打撃の打球速度と体力的特性の関係 国内一流競技者を対象として.  第 28 回日本
　　　トレーニング科学会大会,  鹿児島,  2015. 11.
　70）藤木崇史,  奥脇透,  中嶋耕平,  半谷美夏,  水谷有里.  オリンピック冬季競技大会の派遣前メディカルチェックにおける
　　　整形外科プロブレムの検討.  第 26 回日本臨床スポーツ医学会学術集会,  兵庫,  2015. 11.
　71）星川雅子,  内田直,  土肥美智子.  高照度光とメラトニンアゴニストを用いたアスリートの時差調整 ―時差 9 時間のア
　　　メリカ合衆国都市への遠征者 2 名の事例―. 第 40 回日本睡眠学会定期学術集会,  栃木,  2015. 7.
　72）星川雅子,  内田直,  平野裕一. アスリートの睡眠習慣に関する追跡研究 ―質問紙調査の結果から―. 日本体育学会第 66
　　　回大会,  東京,  2015. 8.
　73）本間俊行,  高嶋渉,  池田祐介,  髙橋英幸,  西山哲成.  低酸素環境での高強度・短時間の自転車運動トレーニングが骨格
　　　筋エネルギー代謝に及ぼす影響.  日本体育学会第 66 回大会,  東京,  2015. 8.
　74）前川剛輝,  白幡圭史,  横澤俊治,  鈴木なつ未,  紅楳英信,  湯田淳.  選手招集型のチームにおける年間トレーニング構成
　　　のための期分け論とフィットネスチェックの有用性.  第 28 回日本トレーニング科学会大会,  鹿児島,  2015. 11.
　75）松尾知之,  久保田真広,  那須大毅,  平山大作,  石井壮郎,  熊川大介.  投球障害肩の発症者はテイクバック時の上肢帯の
　　　可動域が小さかった.  第 3 回日本野球科学研究会,  愛知,  2015. 12.
　76）松尾知之,  神事努,  平山大作,  那須大毅,  尾崎宏樹,  熊川大介.  ボールリリース時のボールと手指の動き.  日本体育学
　　　会第 66 回大会,  東京,  2015. 8.
　77）松林武生,  中村真理子,  禰屋光男,  土肥美智子.  単回の Whole Body Cryotherapy が血液性状に及ぼす影響.  第 70 回
　　　日本体力医学会大会,  和歌山,  2015. 9.
　78）松本なぎさ,  吉﨑貴大,  亀井明子,  吉岡有紀子,  上東悦子,  土肥美智子,  川原貴.  夏季競技トップスポーツ選手における
　　　食意識と期分け別の食行動との関連.  日本スポーツ栄養学会第 2 回大会,  滋賀,  2015. 7.
　79）三浦智和,  森直樹,  瀧野正和.  スポーツ映像データベースの利便性向上.  第 40 回教育システム情報学会,  徳島,  2015. 9.
　80）水谷有里,  中嶋耕平,  土肥美智子,  半谷美夏,  奥脇透,  高橋佐江子,  川原貴.  フェンシング選手の肉離れ 受傷筋と断面
　　　積による検討.  第 7 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会,  北海道,  2015. 6.
　81）三富陽輔,  小泉圭介,  猪股伸晃,  半谷美夏,  金岡恒治.  競泳におけるエリート小学生選手の身体的特徴. 第 26 回日本臨
　　　床スポーツ医学会学術集会,  兵庫,  2015. 11.
　82）村上貴聡, 平木貴子,  荒井弘和,  宇土昌志,  立谷泰久. トップアスリートにおけるメンタルチェックリストの妥当性 ― 競
　　　技レベルによる比較―. 日本スポーツ心理学会第 42 回大会,  福岡,  2015. 11.
　83）村田宗紀,  藤井範久.  硬式テニスのキックサーブにおけるヘッドスピードの低下を抑制する動作要因. 日本体育学会第
　　　66 回大会,  東京,  2015. 8.
　84）元永恵子,  荒川裕志,  有光琢磨,  山下大地,  藤山光太朗,  松永共広,  栄和人,  西口茂樹,  和田貴広,  中嶋耕平. レスリン
　　　グ全日本選手権出場選手の減量実施状況.  第 70 回日本体力医学会大会,  和歌山,  2015. 9.
　85）山下大地,  朝倉全紀,  伊藤良彦,  山田晋三.  アメリカンフットボールにおけるスカウティングコンバインの競技レベル
　　　間比較 ―日本代表候補選手と NFL コンバイン招待選手との比較―. NSCA ジャパンS&C カンファレンス, 東京, 2015. 12.
　86）山田亜沙妃,  野川春夫,  工藤康宏.  日本人一流競技者における生まれ月分布 ; 冬季オリンピック競技種目に着目して. 　
　　　日本生涯スポーツ学会第 17 回大会,  鹿児島,  2015. 10.
　87）山中亮,  鈴木康弘.  日本人一流長距離走者の競技会での記録と有酸素性能力の推移.  第 28 回日本トレーニング科学会
　　　大会,  鹿児島,  2015. 11.
　88）山辺芳,  白崎啓太,  石毛勇介. スキージャンプ飛行局面における上肢の位置が空気力に及ぼす影響. 日本体育学会第 66
　　　回大会,  東京,  2015. 8.
　89）横澤俊治,  窪康之,  池田達昭,  熊川大介,  中村真理子,  松林武生,  有光琢磨,  稲葉優希,  高島渉,  内藤耕三,  袴田智子, 
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　　　前川剛輝,  松田有司,  山下大地,  山中亮,  山本真帆,  澁谷顕一,  持田尚,  熊野陽人. トレーニングに伴うパフォーマンス
　　　変化の縦断的・多角的評価.  第 12 回 JISS スポーツ科学会議,  東京,  2015. 12.
　 90）吉本隆哉,  舟橋毅,  高井洋平,  山本正嘉,  金久博昭.  Visual analog scale（VAS）を用いた垂直跳動作の質的評価は可能
　　　か ?.  第 28 回日本トレーニング科学会大会,  鹿児島,  2015. 11.
　 91）米丸健太,  鈴木壯,  立谷泰久,  奥野真由,  鈴木敦,  秋葉茂季.  個別心理サポートに来談するトップアスリートの心理的
　　　課題の特徴.  日本スポーツ心理学会第 42 回大会,  福岡,  2015. 11

7. 講習会・研修会
　 1） Dohi Michiko. Doping Control Procedure. Anti-Doping Accreditation Course For Doping Control Officer, New 
　　　Delhi, India, 2015. 11.
　　1）  石井泰光.  自転車競技の体力トレーニング.  平成 27 年度日本体育協会 公認コーチ養成講習会 専門科目講習会（自転車
　　　競技）,  静岡,  2015. 11.
　　2）  石井美子.  新体操ジュニア選手の体づくりと食事について.  平成 27 年度新体操女子 9 ブロック U-12 四国ブロック研
　　　修会,  愛媛,  2015. 7.
　　3）  石井美子. ソフトボール選手のための食事について.  平成 27 年度全国女子ジュニア育成中央研修会,  静岡,  2015. 11.
　　4） 石井美子.  子供達の心身の成長における食事の役割.  指導者講習会,  千葉,  2015. 11.
　　5） 石井美子.  栄養セミナー ―勝利のために意識改革―. オリンピック・パラリンピック教育推進事業「栄養指導」,  東京, 
　　　2015. 12.
　　6）  石井美子.  女性アスリートの特有の問題について.  8 地区強化指定選手合同体力強化合宿,  宮崎,  2016. 1.
　　7）  石毛勇介.  ジュニア・チルドレン世代のフィジカルトレーニングとケガ予防. 2015ナスターテクニカルセミナー, 東京,  2015. 7.
　　8） 石毛勇介.  身体のしくみと働き.  平成 27年度日本体育協会公認スポーツ指導者養成講習会,  東京,  2015. 7.
　　9） 石毛勇介.  医・科学サポート論.  平成 27 年度 JOC ナショナルコーチアカデミー,  東京,  2015. 9.
　 10） 石毛勇介. トレーニング論・基礎と専門.  ステージⅢ・基礎理論,  東京,  2015. 10.
　 11） 石毛勇介.  コンディショニング.  ステージⅢ・基礎理論,  東京,  2015. 10.
　 12） 石毛勇介.  JISS・NTC における取り組み JISS 医科学支援. 平成 27 年度 JPC 選手強化のための医・科学・情報サポー
　　　ト研修会,  東京,  2015. 12.
　 13） 石毛勇介.  アスリートの体力評価.  平成 27 年度公認スポーツドクター養成講習会（応用科目Ⅲ）, 東京,  2016. 2.
　 14） 伊藤良彦. スピード向上トレーニングの理論とプログラム作成 スピード向上トレーニングの実際.  2015 年度トレーニ
　　　ング指導者養成講習会,  東京,  2015. 8.
　 15） 伊藤良彦.  ハイパフォーマンスを生み出すポイントとコア. 日本コアコンディショニング協会東京フェスタ,  東京, 2015. 10.
　 16） 伊藤良彦. 体幹トレーニング.  プロスポーツティーチングセミナー,  東京,  2015. 10.
　　17） 伊藤良彦. パフォーマンスを上げるためのアプローチ―コレクティブエクササイズからストレングストレーニングへ
　　　―. パフォームベタージャパンセミナー,  東京,  2015. 10.
　 18） 伊藤良彦. ジュニア対象! スポーツ科学を活用した上手さ・巧みさアップ運動教室. 東京農業大学オープンカレッジ講座 , 
　　　東京,  2015. 11.
　 19） 伊藤良彦.  フェンシング選手に必要な基本フィジカルトレーニング.  青森県トップ指導者招聘合宿,  青森,  2016. 1.
　　20） 伊藤良彦. フェンシング選手に必要な基本フィジカルトレーニング.  山形県フェンシング協会合同強化講習会, 山形,  2016. 1.
  21） 大石益代.  女性に対するトレーニング指導“虎の巻”. 第19 回関東支部ワークショップ,  東京,  2015. 7.
 　22） 大石益代. ソフトボール選手のコンディショニング.  平成 27 年度ソフトボール指導員養成講座,  東京,  2015. 11.
　 23） 大城英稔.  ウエイトリフティングの体力トレーニング.  公認ウエイトリフティングコーチ養成講習会,  東京,  2015. 12.
　 24） 大城英稔.  ウエイトリフティングの体力トレーニング.  公認ウエイトリフティングコーチ養成講習会,  東京,  2016. 1.
　 25） 大城英稔.  トレーニングの科学について.  平成 27 年度沖縄県スポーツ指導者研修会,  沖縄,  2016. 2.
　 26） 大城英稔. ウエイトリフティングの体力トレーニング.  公認ウエイトリフティングコーチ養成講習会,  東京,  2016. 2.
　 27） 大東重成.  傷害予防のための W-UP プログラム.  平成 27 年度スポーツ国際交流員 SEA 中間研修,  東京,  2015. 11.
　 28） 小川将司.  プライオメトリクスの実践.  日本トレーニング指導者協会 関東支部第 20 回ワークショップ,  東京,  2015. 11.
　 29） 奥野真由.  児童期から思春期の児童生徒を指導する際の心理面での配慮. 学校体育・スポーツ研究協議会,  長野, 2015. 5. 11.
　 30） 奥野真由. 児童期から思春期の児童生徒を指導する際の心理面での配慮. 学校体育・スポーツ研究協議会,  長野,  2015. 5. 14.
　 31） 奥野真由. 児童期から思春期の児童生徒を指導する際の心理面での配慮.  学校体育・スポーツ研究協議会,  長野,  2015. 5. 18
　 32） 奥野 真由. 児童期から思春期の児童生徒を指導する際の心理面での配慮. 学校体育・スポーツ研究協議会,  長野,  2015. 5. 19
　 33） 奥野真由. スポーツ心理学「メンタルマネジメント」. （公財）全日本スキー連盟公認スノーボード B 級コーチ養成講習会, 
　　　東京,  2015. 9.
　 34） 奥野真由. メンタルトレーニング. プロスポーツ指導者連絡協議会プロスポーツティーチングセミナー,  東京,  2015. 10.
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　　35） 奥野真由.  スポーツ心理学「発育発達期における心理的特徴」.（公財）全日本スキー連盟公認スノーボード C 級コーチ
　　 養成講習会,  東京,  2015. 10.
　36） 奥野真由,  関口邦子.  心理編.  女性ジュニアアスリート指導者講習会, 東京,  2015. 6.
　37） 奥野真由,  関口邦子.  心理編.  女性ジュニアアスリート指導者講習会, 東京,  2016. 2.
　38） 奥脇透. トレーニングと障害予防・復帰③.  第 49 回トレーニング指導士養成講習会,  東京,  2015. 7.
　39） 奥脇透.  運動のためのメディカルチェック・整形外科系. 第 42 回日本整形外科学会スポーツ医学研修会,  東京, 2015. 8.
　40） 奥脇透. スポーツ現場における安全管理と事故・傷病への対応.  平成 27 年度全日本スキー連盟スノーボード B 級コー
　　 チ講習会,  東京,  2015. 9.
　41） 奥脇透.  発育発達期に多いケガと病気と対処法 . 平成 27 年度全日本スキー連盟スノーボード C 級コーチ講習会,  東京, 
　　　2015. 10.
　42） 奥脇透.  運動のためのメディカルチェック ―整形外科系―. 第 28 回日本医師会健康スポーツ医学講習会,  東京,  2015. 10.
　43） 奥脇透.  スポーツ指導者に必要な医学的知識Ⅱ（外科）. 平成27年度日本体育協会公認コーチ等養成講習会,  東京,  2015. 11.
　44） 奥脇透.  応用科目Ⅱ『競技と安全対策』.  平成 27 年度日本体育協会公認スポーツドクター養成講習会,  東京, 2015. 12.
　45） 奥脇透.　 バレーボールにおける肉離れについて.  平成 27 年度バレーボールドクター講習会, 東京, 2016. 1.
　46） 奥脇透. 運動器の解剖と機能, スポーツ外傷・障害の基礎知識（股関節・大腿）. 平成 27 年度日本体育協会
　　　公認アスレティックトレーナー養成講習会,  東京,  2016. 2.
　47） 奥脇透.  スポーツ外傷・障害の予防に向けて.  愛媛県平成 27 年度指導者資質向上対策会議,  愛媛,  2016. 2.
　48） 蒲原一之.  栄養アセスメント・理論と演習「臨床診査」.  平成 27 年度日本体育協会公認スポーツ栄養士養成専門講習会, 
　　　東京,  2015. 10.
　49） 蒲原一之.　 大会救護と救急医療.  日本体育協会公認スポーツドクター養成講習会, 東京,  2015. 12.
　50） 蒲原一之.  アスリートと喘息.  神奈川県医師会スポーツ医部会研修会,  神奈川,  2016. 3.
　51） 蒲原一之. アンチ・ドーピングの基礎知識. 日本学生陸上競技連合学生幹部役員研修会,  東京,  2016. 3.
　52） 上東悦子. アンチ・ドーピングについて.  第三回柔道ドクター会議,  東京,  2015. 4.
　53） 上東悦子.  アンチ・ドーピングの基礎知識.  第 2 回全日本柔道男子強化合宿アンチ・ドーピング研修会,  東京,  2015. 5.
　54） 上東悦子.  アンチ・ドーピングについて ―知っておくべきこと―. なでしこリーグ新人セミナー,  静岡,  2015. 5.
　55） 上東悦子.  禁止表国際基準について.  公認スポーツファーマアシスト認定制度京都基礎講習会,  京都, 2015. 7.
　56） 上東悦子.  禁止表国際基準について.  公認スポーツファーマアシスト認定制度東京基礎講習会,  東京,  2015. 7.
　57） 上東悦子.  2016 年アンチ・ドーピング研修会 ―2015 年世界アンチドーピング規定変更点の確認を含めて―. J リーグ
　　　アスレティックトレーナー研修会,  東京,  2016. 1.
　58） 上東悦子.  2016 年アンチ・ドーピング研修会 ―2015 年世界アンチドーピング規定変更点の確認を含めて―. ジェフユ
　　　ナイテッド アンチ・ドーピング研修会,  千葉,  2016. 1.
　59） 上東悦子.  アンチ・ドーピングについて.  日本ローラースポーツ連盟 ストレングス & コンディショニング実技及びドー
　　 ビング講習会,  東京,  2016. 3.
　60） 亀井明子.  給食経営管理と特定給食の運営, 栄養・食事計画の立案・実施と評価.  平成 27 年度公認スポーツ栄養士養
　　　成専門講習会,  東京,  2015. 6.
　61） 亀井明子.  スポーツとエネルギー②エネルギー補給（栄養）.  第 49 回トレーニング指導士養成講習会,  東京,  2015. 7.
　62） 亀井明子.  スポーツと栄養.  平成 27 年度公認 AT 養成講習会,  東京,  2015. 11.
　63） 亀井明子.  成長期のための栄養学.  平成 27 年度指導者研修会,  東京,  2016. 3.
　64） 河森直紀. 爆発的パワー向上の科学的基礎.  NSCA 南関東地域ディレクターセミナー,  埼玉,  2015. 9.
　65） 河森直紀.  S&C トレーニングの基礎.  帝京大学スポーツ医科学センタースタッフ・学生向け研修,  東京,  2015. 9.
　66） 河森直紀.  ウエイトトレーニング研修.  ウエイトトレーニング研修会,  静岡,  2015. 12.
　67） 河森直紀.  非持久系競技における高強度インターバルトレーニングの活用.  NSCA 南関東地域ディレクターセミナー,　　　  　
　　　埼玉,  2015. 12.
　68） 窪康之. トレーニング論Ⅱ.  公認スポーツ指導者養成講習会, 大阪,  2015. 8.
　69） 窪康之.  身体のしくみと働き. 公認スポーツ指導者養成講習会,  大阪,  2015. 10.
　70） 窪康之.  児童後期・青年前期.  公認ジュニアスポーツ指導員養成講習会,  埼玉,  2015. 10. 
　71） 窪康之.  児童後期・青年前期.  公認ジュニアスポーツ指導員養成講習会,  滋賀,  2015. 10. 
　72） 窪康之.  幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム.  幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム普及
　　　講習会,  静岡,  2015. 12. 
　73） 窪康之. 幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム.  幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム普及
　　　講習会,  奈良, 2016. 2. 
　74） 窪康之.  幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム.  幼児期からのアクティブ・チャイルド・プログラム
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　　　普及講習会,  岡山,  2016. 2.
　 75） 熊川大介.  日本人トップアスリートの医科学研究と支援の最前線 ―ジュニア期のサポートシステム―. 平成 27 年度群
　　　馬県中学校体育連盟強化特別事業競技力向上のための研修会,  群馬,  2015. 12.
　 76） 佐々木丈予.  ストレスマネジメント.  平成 27 年度 JET プログラム SEA 中間研修,  東京,  2015. 11.
　 77） 高橋佐江子,  土肥美智子,  能瀬さやか,  先﨑陽子,  西村徳恵.  女性メディカルスタッフネットワーク活動報告.  第 26 回
　　　日本臨床スポーツ医学会学術集会,  兵庫,  2015. 11
　 78） 瀧田絵美,  奥野真由. 心理（選手対象）. 女性ジュニアアスリート及び保護者ための講習会（中学生）,  東京,  2015. 9.
　 79） 瀧田絵美,  奥野真由.  心理（選手対象）. 女性ジュニアアスリート及び保護者ための講習会（高校生）,  東京,  2015. 10.
　 80） 立谷泰久.  ボウリング心理学.  C 級インストラクター講習会,  東京,  2015. 5.
　 81） 立谷泰久.  選手に最高のパフォーマンスを発揮させる『こころ』のこと.  トップ指導者ミーティング,  長野,  2015. 7.
　 82） 立谷泰久. スポーツ相談の実際.  公認スポーツプログラマー養成講習会,  東京,  2015. 9.
　 83） 立谷泰久.  ジュニアアスリートの心理的サポート.  平成 27 年度ジュニアスポーツコンベンション,  富山,  2015. 11.
　 84） 田村尚之.  身体部位を軸としたトレーニングの実際. トレーニング指導士養成講習会,  東京,  2015. 7.
　 85） 田村尚之.  スクワット. 基礎から始まる女性指導へのアプローチ,  東京,  2015. 7.
　 86） 田村尚之.  シンクロコーチ トレーニング専門. シンクロコーチ専門講習会,  東京,  2015. 7.
　 87） 田村尚之.  水泳コーチ.  水泳コーチ研修会,  大阪, 2015. 10.
　 88） 田村尚之. ストレッチ・基礎トレーニング.  未来のオリンピアン講座,  東京,  2015. 10.
　 89） 田村尚之.  競泳選手のための脚と体幹.  強化対策講習会,  埼玉,  2015. 11.
　 90） 田村尚之.  競泳選手のための脚と体幹.  強化対策講習会,  埼玉,  2015. 12.
　 91） 田村尚之. 様々なスポーツで共通する体力要素の強化に必要な指導スキルとその計画方法. スポーツトレーナー研修
　　　会,  山口, 2015. 11.
　 92） 田村尚之. シンクロコーチ養成講習.  シンクロコーチ養成講習会,  東京,  2015. 11.
　 93） 田村尚之.  競技力向上のためのフィジカルトレーニング. トレーナー研修会,  神奈川,  2015. 12.
　 94） 田村尚之. シンクロコーチ トレーニング専門. シンクロコーチ専門講習会,  東京,  2016. 2.
　 95） 田村尚之.  筋力アップのための基本要素. スポーツ指導者養成,  群馬, 2016. 2.
　 96） 土肥美智子. アンチ・ドーピング. 日本女子プロゴルフ協会選手セミナー, 兵庫,  2015. 4.
　 97） 土肥美智子.  児童期から思春期における女子のスポーツ指導のあり方.  平成 27 年度学校体育・スポーツ研究協議会,
　　　長野,  2015. 5.
　 98） 土肥美智子.  女性と運動.  第 42 回日本整形外科学会認定スポーツ医学研修会,  東京,  2015. 7.
　 99） 土肥美智子.  医・科学サポート論.  平成 27 年度 JOC コーチアカデミー,  東京,  2015. 8.
　100） 土肥美智子. トップアスリートにおけるメディカルサポート.  平成 27 年度基礎統合講義・基礎臨床社会医学統合講義, 
　　　東京,  2015. 8.
　101） 土肥美智子. スポーツと海外遠征.  平成 27 年度公認スポーツドクター養成講習会,  東京,  2015. 9.
　102） 土肥美智子.  女性サポートに関する取り組み.  第 70 回国民体育大会ドクターズ・ミーティング,  和歌山,  2015. 9.
　103） 土肥美智子. 女性スポーツメディカルスタッフネットワークワークショップ.  第 26 回日本臨床スポーツ医学会学術総
　　　会,  兵庫,  2015. 11.
　104） 土肥美智子.  女性アスリートを考える . 第 26 回日本臨床スポーツ医学会学術総会,  兵庫,  2015. 11.
　105） 土肥美智子. スポーツ指導者に必要な医学的知識 II（内科）.  平成 27 年度日本体育協会公認コーチ等養成講習会,  東京, 
　　　2015. 11.
　106） 土肥美智子. アンチ・ドーピング.  日本女子プロゴルフ協会新人セミナー,  東京,  2015. 12.
　107） 土肥美智子.  女性・児童への指導時の注意点.  平成 27 年度公認コーチ講習会, 愛知,  2016. 1.
　108） 土肥美智子.  健康管理とスポーツ医学.  平成 27 年度公認アスレティックトレーナー養成講習会,  東京,  2016. 2.
　109） 土肥美智子. アンチ・ドーピング.  2016J リーグ新人研修 集合研修会, 静岡, 2016. 2.
　110） 土肥美智子. アンチ・ドーピングについて.  平成 27 年度日本医師会認定スポーツ医再研修会,  東京,  2016. 2.
　111） 土肥美智子. アンチ・ドーピングについて. なでしこリーグ新人研修会, 静岡, 2016. 3.
　112） 中嶋耕平.  競技スポーツにおけるメディカルサポート ―その課題と展望―. 平成 27 年度静岡県医師会スポーツ医学研
　　　修会,  静岡,  2016. 2.
　113） 中嶋耕平.『もっと防げるスポーツのケガ』―下肢を中心に―. 東京都競技力向上テクニカルサポート事業 平成 27 年
　　　度 第 2・3 回指導者講習会,  東京,  2015. 11.
　114） 中村真理子.  婦人科・コンディショニング編 . 女性ジュニアアスリート指導者講習会,  東京,  2015. 2.
　115） 中村真理子. 婦人科・コンディショニング編. 女性ジュニアアスリート指導者講習会, 東京, 2015. 6.
　116） 能瀬さやか. 月経周期とコンディションについて. 全日本アーチェリー連盟ナショナル合宿講習会（シニア）, 東京,  2015. 5.
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　117） 能瀬さやか. 月経周期とコンディションについて.  全日本アーチェリー連盟ナショナル合宿講習会（ユース）, 東京,  2015. 6.
　118） 能瀬さやか. 月経周期とコンディションについて. 全日本アーチェリー連盟ナショナル合宿講習会（U-17）, 東京,  2016. 1.
　119） 能瀬さやか. 月経周期とコンディションについて. 全日本アーチェリー連盟ナショナル合宿講習会（U-20）, 東京,  2016. 1.
　120） 能瀬さやか. 月経周期とコンディショニング.  女性競技種目戦略的強化プログラム（ハンドボール）, 東京,  2016. 2.
　121） 半谷美夏. スポーツ外傷・障害について. 女性ジュニアアスリート指導者講習会,  東京,  2015. 6.
　122） 半谷美夏.  女性アスリートの外傷・障害の現状と課題.  公認スポーツ栄養士義務更新講習会,  東京,  2015. 10.
　123） 半谷美夏. 女性ジュニアアスリートを指導する際に知っておくべきからだの特徴 ―スポーツ外傷・障害や女性アスリー
　　 トの三主徴を中心に―. 平成 27 年度運動部活動指導者研修会,  佐賀,  2015. 10.
　124） 半谷美夏.  競泳選手のメディカルサポート.  平成 27 年度水泳コーチ研修会,  名古屋,  2015. 12.
　125） 半谷美夏. 女性アスリートの骨盤帯不安定性の評価法ならびに対処法の確立に向けて.“女性アスリートの育成・支援”
　　 の継続性を目指して「平成 27 年度スポーツ庁委託事業　事業報告会」, 東京, 2016. 1.
　126） 半谷美夏. 個別サポートプログラム（運動器メディカルチェック）.“女性アスリートの育成・支援”の継続性を目指して「平
　　 成 27 年度スポーツ庁委託事業　事業報告会」, 東京, 2016. 1.
　127） 半谷美夏. スポーツ外傷・障害について.  女性ジュニアアスリート指導者講習会,  東京,  2016. 2.
　128） 福井邦宗. こころのトレーニング.  平成 27 年度 2020 東京オリンピック選手育成事業「指定選手メディカルチェック」, 
　　　東京,  2015. 11. 
　129） 福井邦宗. こころのトレーニング.  平成 27 年度 2020 東京オリンピック選手育成事業「指定選手メディカルチェック」, 
　　 東京,  2015. 11. 
　130） 福井邦宗. こころのトレーニング.  平成 27 年度 2020 東京オリンピック選手育成事業「指定選手メディカルチェック」,
　　 東京,  2015. 12. 
　131） 福井邦宗. こころのトレーニング. 平成 27 年度 2020 東京オリンピック選手育成事業「指定選手メディカルチェック」, 
　　 東京, 2016. 1. 
　132） 松田直樹.  疾患別アスレティックリハビリテーション頸部～腰部.  杏文アスレティックトレーナー講習会,  東京,  2015. 7.
　133） 松田直樹. 国際競技力向上のためのサポート.  アスレティックトレーナー・キャリア・サポート・アカデミー, 東京, 
　　 2015. 7.
　134） 松田直樹.  疾患別アスレティックリハビリテーション膝～足部 . 杏文アスレティックトレーナー講習会,  東京,  2015. 8.
　135） 松田直樹.  脊柱のスポーツ外傷・障害 . アスレティックトレーナー・キャリア・サポート・アカデミー,  東京,  2015. 9.
　136） 松田直樹.  頭部のスポーツ外傷.  アスレティックトレーナー・キャリア・サポート・アカデミー,  東京,  2015. 10.
　137） 松田直樹.  肉離れ. アスレティックトレーナー・キャリア・サポート・アカデミー, 東京,  2015. 10.
　138） 松田直樹. アスリートのリハビリテーションと装具.  補装具製作事業者管理者等セミナー, 東京,  2015. 10.
　139） 松田直樹. 膝のスポーツ外傷・障害.  アスレティックトレーナー・キャリア・サポート・アカデミー,  東京,  2015. 11.
　140） 松田直樹. ジュニア期のスポーツ医学. アスレティックトレーナー・キャリア・サポート・アカデミー,  東京,  2015. 11.
　141） 松田直樹. アライメントコントロール.  アスレティックトレーナー・キャリア・サポート・アカデミー, 東京,  2016. 2.
　142） 松田直樹.  上肢のスポーツ外傷・障害. アスレティックトレーナー・キャリア・サポート・アカデミー,  東京,  2015. 9.
　143） 松本なぎさ. バドミントンに必要な栄養学の知識と食生活.  平成 27 年度公認上級コーチ（バドミントン 1 級）/ コーチ（バ
　　 ドミントン 2 級）資格更新のための義務研修会,  東京,  2015. 9.
　144） 松本なぎさ. 国際競技力向上に向けた栄養戦略. 平成 27 年度公認上級コーチ（バドミントン 1 級）/コーチ（バドミント
　　 ン 2 級）資格更新のための義務研修会,  東京,  2016. 1.
　145） 三富陽輔.  シンクロ・ジャンパー育成強化のためのトレーニング.  シンクロ・ジャンパー育成事業,  東京,  2015. 12.
　146） 三富陽輔.  水泳競技におけるドライランドトレーニング.  2015 年度日本水泳トレーナー会議基礎研修会, 東京,  2016. 2.
　147） 三富陽輔. マスターズスイマーのための障害予防と競技力向上について. 日本マスターズ水泳協会 2015 年度競技役員・
　　　指導者講習会,  大阪,  2016. 2.
　148） 森下義隆.  素振りによるウォームアップの違いが直後のバットスイングに及ぼす効果 ―バットの質量とスイングの努
　　　力度による影響―. 日本野球科学研究会第 3 回大会,  愛知,  2015. 12.
　149） 山下大地.  形態・フィットネスデータの活用について考える.  第 1 回 U-12 世代育成キャンプ（レスリング）, 東京, 2015. 9.
　150） 米丸健太. コミュニケーションスキル.  平成 27 年度日本レスリング協会主催日本体育協会公認スポーツ指導員資格取
　　 得講習会,  東京,  2015. 9.
　151） 米丸健太. メンタルトレーニング方法.  平成 27 年度（公財）日本体育協会公認コーチ養成講習会,  東京,  2015. 10.

8. 賞
　 1）遠藤直哉. 第 20 回日本臨床生理学会優秀論文賞, 日本臨床生理学会, The difference of the influence between acute 
　　　swimming and running on cardiac fatigue in young males, 2015. 10.
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　　　acute swimming and running on cardiac fatigue in young males, 2015. 10.
　　2）設楽佳世.  日本体育測定評価学会優秀発表賞,  日本体力測定評価学会,  身体組成の評価方法間にみられる体脂肪率の誤
　　　差の検討,  2016. 2.
　　3）高井洋平,  堀尾郷介,  甲斐智大,  石井泰光 ,  青木竜.  日本フットボール学会 学会賞, 日本フットボール学会,  大学サッ
　　　カー選手の競技水準が試合時の移動距離に与える影響, 2016. 3.
　　4）塚越さくら,  上野みなみ,  石井泰光,  黒川剛,  山本正嘉.  トレーニング科学研究賞 奨励賞,  日本トレーニング科学会, 
　　　大学から自転車競技を開始した女子中距離選手が 4 年間で全日本選手権オムニアムに優勝するまでの事例研究,  2015. 11.
　　5）富田寿人,  阿江通良,  春日晃章,  木村和彦,  窪康之,  佐々木玲子,  佐藤善人,  竹中晃二,  内藤久士,  中村和彦,  福林徹, 
　　　松尾哲矢,  吉田伊津美,  吉田繁敬.  第18 回秩父宮記念スポーツ医 ･ 科学賞奨励賞,  日本体育協会,  アクティブ ･ チャイ
　　　ルド ･ プログラム普及 ･ 啓発プロジェクト,  2016. 3.
　　6）星川雅子. 日本臨床スポーツ医学会 平成 26 年度学会賞, 日本臨床スポーツ医学会, 日本人トップアスリートを対象と
　　　した睡眠習慣に関する質問紙調査,  2015. 11.
　　7）松本なぎさ.  優秀演題賞, 日本スポーツ栄養学会,  夏季競技トップスポーツ選手における食意識と期分け別の食行動と
　　　の関連,  2015. 7.
　　8）山下大地.  ポスター発表最優秀賞,  NSCA ジャパン, アメリカンフットボールにおけるスカウティングコンバインの競
　　　技レベル間比較 ―日本代表候補選手と NFL コンバイン招待選手との比較―,  2015. 12.
　　9）山本直史,  浅井英典,  石井泰光,  荻裕美子.  日本体育測定評価学会奨励賞,  日本体力測定評価学会,  日常生活で階段昇
　　　降活動量の増加が若年成人女性の下肢の筋厚 , および筋力に及ぼす影響,  2016. 2.

9. 一般雑誌記事
　　1）石井美子.  国立スポーツ科学センターのアスリートメニュー.  ジュニアサッカーを応援しよう!,  10（38） : 66-70, 2015.
　　2）伊藤良彦. 自体重トレは「トレーニングの出発点にしてゴールである」.  コーチングクリニック,  29（8） : 12-15, 2015.
　　3）小川将司. JISS 最新活動レポート「女性ジュニアアスリート指導者講習会」. JATI EXPRESS, 49 : 35-35, 2015.
　　4）小川将司.  JISS 最新活動レポート「続・SCWAT の活用」.  JATI EXPRESS, 49 : 33-33, 2015.
　　5）小川将司. JISS 最新活動レポート「トレーニング講習会」.  JATI EXPRESS, 50 : 29-29, 2015.
　　6）蒲原一之. アンチ・ドーピングに関する話題.  月刊陸上競技,  49（7） : 172-172, 2015.
　　7）蒲原一之.  消化器疾患治療におけるドーピング禁止物質.  臨床スポーツ医学,  33（2） : 156-161, 2016.
　 8）上東悦子. 5. 国立スポーツ科学センター スポーツクリニックに おける薬剤師業務.  医薬ジャーナル,  51（7） : 1733-　
　　　1736, 2015.
　　9）亀井明子. アスリートと栄養  ―国立スポーツ科学センターの栄養サポートより―. 保健の科学,  57（12） : 813-817, 2015.
　10）窪康之. アスリートの競技力向上のための動作分析手法を幼少期の動きづくりに活かすには. 体育の科学, 65（9） : 669-
　　　674, 2015.
　11）窪康之.  スポーツバイオメカニクスの視点から子どものやる気を考える.  コーチング・クリニック,  12 : 62-65, 2015.
　12）小林靖長.  JISS 最新活動レポート「合宿の帯同」.  JATI EXPRESS, 48 : 31, 2015.
　13）立谷泰久. アスリートのメンタルトレーニング.  保健の科学,  57（12） : 818-823, 2015.
　14）土肥美智子.  女性選手のメディカルケア.  JFAnews, 5 : 17, 2015.
　15）土肥美智子.  脛骨のシンスプリント, MTSS, 疲労骨折の違いを教えてください.  画像診断,  35（11） : 82-86, 2015.
　16）土肥美智子.  アスリートの喘息管理.  Progress in Medicine, 35（10） : 77-82, 2015.
　17）土肥美智子.  冬季スポーツとインフルエンザ対策.  臨床スポーツ医学,  32（11） : 1072-1077, 2015.
　18）土肥美智子,  岩間秀子,  水谷有里. 日本フェンシング協会の取り組み.  関節外科,  34（8） : 98-102, 2015.
　19）半谷美夏.  女性アスリートサポートの今, そしてこれから : 整形外科の側面から（第 25 回日本臨床スポーツ医学会学
　　　術集会再レビュー）.  オルソタイムズ,  9（3）, 2015.
　20）松本なぎさ.  コンビニ活用法.  バドミントン・マガジン,  5 : 78, 2015.
　21）松本なぎさ.  補食のとり方（運動前）.  バドミントン・マガジン,  6 : 65, 2015.
　22）松本なぎさ.  補食のとり方（運動後）. バドミントン・マガジン,  7 : 76, 2015.
　23）松本なぎさ.  運動中の水分補給.  バドミントン・マガジン, 8 : 67, 2015.
　24）松本なぎさ.  夏バテ対策.  バドミントン・マガジン,  9 : 97-97, 2015.
　25）松本なぎさ.  貧血はパフォーマンスに悪影響.  バドミントン・マガジン,  10 : 69, 2015.
　26）松本なぎさ.  野菜を食べよう.  バドミントン・マガジン,  11 : 66, 2015.
　27）松本なぎさ. ウエイトコントロール ―増量―.  バドミントン・マガジン,  12 : 61, 2015.
　28）松本なぎさ.  ウエイトコントロール ―減量―.  バドミントン・マガジン,  1 : 73, 2015.
　29）松本なぎさ.  サプリメント.  バドミントン・マガジン,  2 : 67, 2016.
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　30）松本なぎさ.  バドミントン選手のコンディショニング.  バドミントン・マガジン,  3 : 61, 2016.

10. その他
　 1）Hoshikawa Masako, Uchida Sunao. Response. Medicine and Science in Sports and Exercises, 47（7） : 1546, 2015.
　 2）高嶋直美. 『キレイに走る』ランナー向けエクササイズ.  埼玉県スポーツ振興課,  スポーツ情報ポータルサイト「スポ
　　　ナビ ! サイタマ !」,  https://www.pref.saitama.lg.jp/spo-navi/approach/runner-exercise/top-page.html
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